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　令
和
三
年
十
月

は
じ
め
に

　
本
論
は
、
二
〇
一
八
年
に
発
見
さ
れ
た
達
磨
宗
の
新
出
史
料
で
あ
る
仏
地
房
覚
晏
（
生
没
年
不
詳
）『
心
根
決
疑
章
』
の
訓
註
で
あ
り
、『
心
根
決

疑
章
』
を
詳
細
に
読
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
日
本
中
世
初
期
の
禅
宗
の
受
容
と
展
開
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
達
磨
宗
は
、
鎌
倉
時
代
の
大
日
房
能
忍
（
生
没
年
不
詳
）
を
開
祖
と
し
、
日
本
禅
宗
の
先
駆
と
な
っ
た
極
め
て
重
要
な
禅
宗
の
一
派
で
あ
る
。
能

忍
に
関
連
し
て
達
磨
宗
の
名
が
史
料
に
初
め
て
見
え
る
の
は
、『
百
練
抄
』
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
七
月
五
日
条
の
「
入
唐
上
人
栄
西
、
在
京
上

人
能
忍
等
、
令
建
立
達
磨
宗
之
由
風
聞
。
可
被
停
止
之
旨
、
天
台
宗
僧
徒
奏
聞
云
々
、
可
従
停
止
之
趣
被
宣
下
云
々
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
能
忍
が
栄
西
（
一
一
四
一
〜
一
二
一
五
）
と
と
も
に
京
都
で
「
達
磨
宗
」
を
「
建
立
」
す
る
こ
と
を
停
止
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
に
、「
在
京
上
人
能
忍
」
と
あ
る
の
は
能
忍
に
関
す
る
極
め
て
重
要
な
情
報
で
あ
る
。「
入
唐
上
人
栄
西
」
と
は
異
な
り
能
忍
は
入
宋
経
験
が

な
か
っ
た
。
そ
の
布
教
は
建
久
五
年
よ
り
か
な
り
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
能
忍
に
つ
い
て
具
体
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
解
ら
な
い
が
、

『
元
亨
釈
書
』
栄
西
伝
（
一
三
二
二
年
成
立
）
に
は
、「
己
酉
歳
有
能
忍
者
。
聞
宋
国
宗
門
盛
、
遣
其
徒
附
舶
扣
問
育
王
仏
照
光
禅
師
。
照
憐
異
域
之

達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
上
）

�

舘
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�
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信
種
、
慰
誘
甚
切
。
寄
以
法
衣
及
賛
達
磨
像
。
忍
詫
光
之
慰
寄
、
謾
唱
禅
宗
。
已
乏
師
承
、
亦
無
戒
検
、
都
下
鄙
之
。
迄
西
演
心
宗
、
縉
紳
士
庶
欲

混
忍
而
擯
」
と
あ
る
の
は
参
考
に
な
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、『
元
亨
釈
書
』
栄
西
伝
に
よ
れ
ば
、
淳
熙
十
六
年
（
一
一
八
九
）
に
、
能
忍
は
宋
国
で
禅
宗
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
、
門
弟

を
入
宋
さ
せ
、
阿
育
王
山
の
臨
済
宗
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
（
仏
照
禅
師
、
一
一
二
一
〜
一
二
〇
三
）
は
法
衣
と
賛
文
を
記
し
た
達
磨
像
を
与
え
た
。

そ
し
て
、
能
忍
は
こ
れ
を
受
け
て
謾
り
に
「
禅
宗
」
を
布
教
し
た
が
、「
師
承
」
と
「
戒
検
」
が
な
い
こ
と
を
そ
し
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
栄
西
が
心

宗
（
禅
宗
）
を
弘
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
能
忍
と
と
も
に
栄
西
も
擯
斥
し
よ
う
と
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
能
忍
が
徳
光
よ
り
得
た

法
衣
・
達
磨
像
の
ほ
か
、
仏
舎
利
な
ど
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　『
元
亨
釈
書
』
栄
西
伝
の
う
ち
、
史
料
的
な
裏
付
け
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
「
已
乏
師
承
、
亦
無
戒
検
、
都
下
鄙
之
」
の
記
事
で
あ
る
が
、
能
忍

そ
の
人
は
拙
庵
徳
光
よ
り
の
嗣
法
を
主
張
し
た
と
み
ら
れ
、
少
な
く
と
も
能
忍
以
下
そ
の
後
の
達
磨
宗
の
門
流
た
ち
は
、
拙
庵
徳
光
の
法
脈
を
相
承

し
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
一
方
で
、『
百
練
抄
』
建
久
五
年
七
月
五
日
条
に
み
ら
れ
る
一
件
は
、
臨
済
宗
を
伝
え
た
栄
西
に
多
大
な
打
撃
を
与
え
、

同
一
視
さ
れ
た
能
忍
と
の
差
別
化
が
、
栄
西
に
と
っ
て
日
本
で
禅
を
弘
め
る
上
で
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
栄
西
は
先
行
す
る
能
忍
と

思
想
的
な
決
別
を
目
指
し
著
作
『
興
禅
護
国
論
』（
一
一
九
八
年
）
を
編
ん
で
い
る
。

　
達
磨
宗
と
は
、
当
時
は
禅
宗
の
別
称
の
一
つ
で
あ
り
、
一
つ
の
特
定
の
宗
派
名
を
指
す
言
葉
で
は
な
か
っ
た
。『
百
練
抄
』
建
久
五
年
七
月
五
日

条
の
、「
達
磨
宗
」
を
「
建
立
」
と
の
風
聞
も
、
能
忍
に
と
っ
て
は
、「
禅
宗
」
の
布
教
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
元
亨
釈
書
』

を
記
し
た
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
〜
一
三
四
六
）
の
理
解
も
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
の
中
で
、「
問
曰
、
或
人
妄
称
禅
宗
名
曰
達
磨
宗
。
而
自
云
、
無
行
無
修
、
本
無
煩
悩
、
元
是
菩
提
。
是
故
不

用
事
戒
、
不
用
事
行
、
但
応
用
偃
臥
。
何
労
修
念
仏
供
舎
利
長
斎
節
食
耶
〈
云
云
〉。
是
義
如
何
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
答
曰
、
其
人
無
悪
不

造
之
類
也
。
如
聖
教
中
言
空
見
者
是
也
。
不
可
与
此
人
共
語
同
座
。
応
避
百
由
旬
矣
」（
大
正
蔵
八
〇
・
八
ａ
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
達

磨
宗
」
と
称
し
た
人
が
い
た
こ
と
、
そ
の
人
と
栄
西
は
決
別
し
た
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
能
忍
に
他
な
ら
な
い
。『
百
練
抄
』
と
『
興

禅
護
国
論
』
か
ら
は
、「
達
磨
宗
」
の
呼
称
が
自
称
と
他
称
の
両
方
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
能
忍
の
門
流
で
あ
る
徹
通
義
介
（
一
二
一
九
〜
一
三
〇
九
）
の
熊
本
県
広
福
寺
所
蔵
『
嗣
書
之
助
証
』
に
は
、「
摂
州
三
宝
寺
能
忍
」
に

つ
い
て
「
雖
為
八
宗
講
者
、
進
以
為
達
磨
正
宗
初
祖
、
蒙
宜
下
、
自
爾
日
本
国
裏
初
仰
達
磨
宗
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
門
流
に
お
い
て
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も
な
お
そ
の
名
称
が
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
史
料
か
ら
は
、「
達
磨
宗
」
が
「
禅
宗
」
の
一
般

的
な
別
称
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
能
忍
の
系
統
は
、
鎌
倉
時
代
の
史
料
に
し
た
が
っ
て
「
達
磨
宗
」
と
呼
称
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ

る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
能
忍
の
後
継
者
に
し
て
達
磨
宗
の
二
祖
た
る
仏
地
房
覚
晏
は
、
京
都
東
山
、
比
叡
山
末
の
奈
良
多
武
峰
で
布
教
し
た
。
後
に
そ
の
門
弟
た
ち
は
、

栄
西
の
も
と
に
学
ん
で
入
宋
し
曹
洞
宗
を
伝
え
た
道
元
の
も
と
に
参
じ
、
そ
の
僧
団
の
礎
を
築
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
に
禅
宗

が
伝
来
し
た
当
時
、
達
磨
宗
は
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
を
日
本
に
伝
え
た
栄
西
・
道
元
と
直
接
関
係
し
、
多
く
の
影
響
を
与
え
た
。

　
と
こ
ろ
が
達
磨
宗
は
早
く
に
廃
れ
た
た
め
、
そ
の
祖
で
あ
る
大
日
房
能
忍
の
著
作
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
一
派
の
実
態
も
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
そ
の
思
想
と
展
開
は
、
か
ね
て
よ
り
日
本
禅
宗
史
に
お
け
る
主
要
な
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
後
継
者
た
る
仏

地
房
覚
晏
の
自
著
『
心
根
決
疑
章
』
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
思
想
を
直
接
研
究
す
る
こ
と
が
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
伝
来
当
初
の
禅
宗
の
展
開
を
知
る
上
で
、
新
出
史
料
の
『
心
根
決
疑
章
』、
な
ら
び
に
そ
の
著
者
覚
晏
の
事
績
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
不
可
欠

の
作
業
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
達
磨
宗
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
大
き
く
研
究
動
向
を
動
か
し
た
重
要
な
も
の
が
幾
つ
か
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
高
橋
秀

栄
に
よ
っ
て
発
見
紹
介
さ
れ
た
旧
三
宝
寺
所
蔵
史
料
「
正
法
寺
文
書
」
で
あ
る
（
高
橋
秀
栄
「
三
宝
寺
の
達
磨
宗
門
徒
と
六
祖
普
賢
舎
利
」、『
宗
学

研
究
』
二
六
、一
九
八
六
年
）。
そ
の
後
、
こ
の
成
果
を
用
い
た
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
次
い
で
、
石
井
修
道
に
よ
っ
て
金
沢
文
庫
所
蔵
の
達
磨
宗
関
連
史
料
『
成
等
正
覚
論
』
が
達
磨
宗
典
籍
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た

（
石
井
修
道
「
仏
照
徳
光
と
日
本
達
磨
宗
─
金
沢
文
庫
保
管
「
成
等
正
覚
論
」
を
て
が
か
り
と
し
て
（
上
・
下
）」、『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
〇
─

一
一
、一
九
七
四
年
）。

　
ま
た
、
真
福
寺
文
庫
よ
り
『
禅
家
説
』
と
い
う
典
籍
が
発
見
さ
れ
、
そ
こ
に
能
忍
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
（
末
木
文
美
士
・
和
田
有

希
子
「『
禅
家
説
』
解
題
」『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
三
巻
『
達
磨
宗
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
）、
達
磨
宗
に
関
す
る
研
究
は
再
び
盛
ん
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
中
、
達
磨
宗
の
新
出
史
料
で
あ
る
『
心
根
決
疑
章
』
の
鎌
倉
末
期
の
写
本
が
金
沢
文
庫
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
本
史
料
は

承
久
元
年
（
一
二
二
一
）
に
仏
地
房
覚
晏
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
覚
晏
は
「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
」
と
自
述
し
て
い
た
。
日
本
の
禅
宗
二
祖
を
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信
種
、
慰
誘
甚
切
。
寄
以
法
衣
及
賛
達
磨
像
。
忍
詫
光
之
慰
寄
、
謾
唱
禅
宗
。
已
乏
師
承
、
亦
無
戒
検
、
都
下
鄙
之
。
迄
西
演
心
宗
、
縉
紳
士
庶
欲

混
忍
而
擯
」
と
あ
る
の
は
参
考
に
な
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、『
元
亨
釈
書
』
栄
西
伝
に
よ
れ
ば
、
淳
熙
十
六
年
（
一
一
八
九
）
に
、
能
忍
は
宋
国
で
禅
宗
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
、
門
弟

を
入
宋
さ
せ
、
阿
育
王
山
の
臨
済
宗
大
慧
派
の
拙
庵
徳
光
（
仏
照
禅
師
、
一
一
二
一
〜
一
二
〇
三
）
は
法
衣
と
賛
文
を
記
し
た
達
磨
像
を
与
え
た
。

そ
し
て
、
能
忍
は
こ
れ
を
受
け
て
謾
り
に
「
禅
宗
」
を
布
教
し
た
が
、「
師
承
」
と
「
戒
検
」
が
な
い
こ
と
を
そ
し
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
栄
西
が
心

宗
（
禅
宗
）
を
弘
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
能
忍
と
と
も
に
栄
西
も
擯
斥
し
よ
う
と
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
能
忍
が
徳
光
よ
り
得
た

法
衣
・
達
磨
像
の
ほ
か
、
仏
舎
利
な
ど
が
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　『
元
亨
釈
書
』
栄
西
伝
の
う
ち
、
史
料
的
な
裏
付
け
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
「
已
乏
師
承
、
亦
無
戒
検
、
都
下
鄙
之
」
の
記
事
で
あ
る
が
、
能
忍

そ
の
人
は
拙
庵
徳
光
よ
り
の
嗣
法
を
主
張
し
た
と
み
ら
れ
、
少
な
く
と
も
能
忍
以
下
そ
の
後
の
達
磨
宗
の
門
流
た
ち
は
、
拙
庵
徳
光
の
法
脈
を
相
承

し
た
こ
と
を
主
張
し
た
。
一
方
で
、『
百
練
抄
』
建
久
五
年
七
月
五
日
条
に
み
ら
れ
る
一
件
は
、
臨
済
宗
を
伝
え
た
栄
西
に
多
大
な
打
撃
を
与
え
、

同
一
視
さ
れ
た
能
忍
と
の
差
別
化
が
、
栄
西
に
と
っ
て
日
本
で
禅
を
弘
め
る
上
で
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
栄
西
は
先
行
す
る
能
忍
と

思
想
的
な
決
別
を
目
指
し
著
作
『
興
禅
護
国
論
』（
一
一
九
八
年
）
を
編
ん
で
い
る
。

　
達
磨
宗
と
は
、
当
時
は
禅
宗
の
別
称
の
一
つ
で
あ
り
、
一
つ
の
特
定
の
宗
派
名
を
指
す
言
葉
で
は
な
か
っ
た
。『
百
練
抄
』
建
久
五
年
七
月
五
日

条
の
、「
達
磨
宗
」
を
「
建
立
」
と
の
風
聞
も
、
能
忍
に
と
っ
て
は
、「
禅
宗
」
の
布
教
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。『
元
亨
釈
書
』

を
記
し
た
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
〜
一
三
四
六
）
の
理
解
も
、
お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
の
中
で
、「
問
曰
、
或
人
妄
称
禅
宗
名
曰
達
磨
宗
。
而
自
云
、
無
行
無
修
、
本
無
煩
悩
、
元
是
菩
提
。
是
故
不

用
事
戒
、
不
用
事
行
、
但
応
用
偃
臥
。
何
労
修
念
仏
供
舎
利
長
斎
節
食
耶
〈
云
云
〉。
是
義
如
何
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、「
答
曰
、
其
人
無
悪
不

造
之
類
也
。
如
聖
教
中
言
空
見
者
是
也
。
不
可
与
此
人
共
語
同
座
。
応
避
百
由
旬
矣
」（
大
正
蔵
八
〇
・
八
ａ
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
達

磨
宗
」
と
称
し
た
人
が
い
た
こ
と
、
そ
の
人
と
栄
西
は
決
別
し
た
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
能
忍
に
他
な
ら
な
い
。『
百
練
抄
』
と
『
興

禅
護
国
論
』
か
ら
は
、「
達
磨
宗
」
の
呼
称
が
自
称
と
他
称
の
両
方
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
能
忍
の
門
流
で
あ
る
徹
通
義
介
（
一
二
一
九
〜
一
三
〇
九
）
の
熊
本
県
広
福
寺
所
蔵
『
嗣
書
之
助
証
』
に
は
、「
摂
州
三
宝
寺
能
忍
」
に

つ
い
て
「
雖
為
八
宗
講
者
、
進
以
為
達
磨
正
宗
初
祖
、
蒙
宜
下
、
自
爾
日
本
国
裏
初
仰
達
磨
宗
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
門
流
に
お
い
て
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自
称
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
禅
僧
と
し
て
執
筆
し
た
著
述
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、達
磨
宗
に
関
連
す
る
書
物
か
と
推
定
さ
れ
た
著
書
は
『
成
等
正
覚
論
』『
禅
家
説
』
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、

達
磨
宗
僧
侶
が
著
述
し
た
こ
と
が
確
定
で
き
る
書
籍
の
発
見
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
日
本
に
お
け
る
禅
籍
と
す
れ
ば
、
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』（
一
一
九
八
年
）
が
最
初
で
あ
り
、
つ
い
で
道
元
の
『
普

勧
坐
禅
儀
』（
一
二
二
七
年
）
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
覚
晏
の
『
心
根
決
疑
章
』（
一
二
二
一
年
）
は
栄
西
と
道
元
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
心
根
決
疑
章
』
は
日
本
に
お
け
る
二
番
目
に
古
い
禅
籍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
文
献
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
意
義

は
大
き
い
。

　
本
史
料
の
正
確
な
読
解
に
よ
り
、
栄
西
と
対
立
し
、
後
に
曹
洞
宗
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
達
磨
宗
が
ど
の
よ
う
な
思
想
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か

に
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
覚
晏
へ
の
参
学
後
に
道
元
に
参
じ
た
孤
雲
懐
奘
（
一
一
九
八
〜
一
二
八
〇
）
が
、
後
に
道
元
の
法
を
嗣
い
で
永
平
寺

の
二
世
と
な
る
が
、
覚
晏
の
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
覚
晏
と
道
元
の
思
想
的
な
相
違
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
日
本
に
禅
宗
が
導
入
さ
れ
た
頃
、
ど
の
よ
う
に
禅
が
受
容
さ
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
も
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
た
だ
し
同
書
は
、『
首
楞
厳
経
』『
円
覚
経
』
な
ど
の
経
典
、
倶
舎
や
唯
識
・
天
台
な
ど
の
教
理
、
な
ら
び
に
禅
宗
の
一
大
哲
学
書
た
る
『
宗
鏡
録
』

百
巻
な
ど
、
各
種
各
様
の
文
献
・
教
理
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
専
門
家
の
協
力
を
仰
ぎ
会
読
す
る
こ

と
で
、
そ
の
思
想
の
読
解
を
目
指
し
た
。

　
中
国
唯
識
説
の
専
門
家
と
し
て
吉
村
誠
、
日
本
唯
識
説
の
専
門
家
と
し
て
師
茂
樹
、
天
台
教
学
の
専
門
家
と
し
て
山
口
弘
江
、『
宗
鏡
録
』
な
ら

び
に
中
国
禅
思
想
の
専
門
家
と
し
て
柳
幹
康
、
日
本
仏
教
思
想
な
ら
び
に
達
磨
宗
の
専
門
家
と
し
て
高
橋
秀
栄
の
協
力
を
得
た
上
で
、
日
本
禅
思
想

を
研
究
す
る
筆
者
が
中
心
と
な
り
読
解
を
進
め
た
。
な
お
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP20K

00060

の
助
成
を
受
け
、
筆
者
を
研
究
代
表
者
、
吉

村
誠
、
師
茂
樹
、
山
口
弘
江
、
柳
幹
康
を
共
同
研
究
者
、
高
橋
秀
栄
を
研
究
協
力
者
と
し
て
い
る
。
本
論
は
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　凡
　例

■
本
訓
註
で
は
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』（
以
下
、
金
沢
文
庫
本
）
を
底
本
と
し
て
用
い
る
。
そ
の
本
文
は
す
で
に
舘
隆
志

「
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
─
達
磨
宗
新
出
史
料
の
紹
介
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
七
、二
〇
一
九
年
）
が
翻
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刻
し
て
お
り
、
本
訓
註
に
も
こ
の
成
果
を
用
い
て
い
る
。

■
異
本
と
し
て
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
『
心
根
決
疑
章
』（
以
下
、
国
文
研
本
）
が
あ
り
、
適
宜
取
り
上
げ
る
。
な
お
、

国
文
研
本
の
翻
刻
と
、
金
沢
文
庫
本
と
の
対
校
は
、
別
の
機
会
に
詳
し
く
論
じ
る
予
定
で
あ
る
。

■
文
量
を
踏
ま
え
て
全
体
を
大
ま
か
に
三
分
割
し
て
読
解
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
三
年
に
分
け
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
り
、
本
論
は
そ
の
最
初
の
成

果
に
あ
た
る
。

■
各
段
落
ご
と
に
①
か
ら
数
字
を
振
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
ま
か
な
文
脈
や
、
文
量
を
踏
ま
え
た
便
宜
上
の
も
の
で
あ
る
。

■
最
初
に
原
文
を
載
せ
、
次
に
書
き
下
し
、
次
に
語
注
、
次
に
訳
文
、
次
に
補
注
の
順
番
で
掲
載
し
た
。
ま
た
、
金
沢
文
庫
本
を
原
文
と
し
て
掲
載

す
る
が
、
そ
の
際
、
金
沢
文
庫
本
に
あ
る
訓
点
、
返
り
点
は
掲
載
し
な
か
っ
た
。

■
使
用
す
る
漢
字
は
常
用
漢
字
を
基
本
と
す
る
。

■
金
沢
文
庫
本
に
お
け
る
書
写
時
の
誤
読
・
誤
写
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
つ
い
て
は
、
書
き
下
し
に
際
し
て
改
め
、
そ
の
当
該
漢
字
右
下
に
「
＊
」
を

附
し
、
注
記
に
て
そ
の
旨
を
記
し
て
い
る
。

■
書
き
下
し
に
あ
た
り
、金
沢
文
庫
本
に
あ
る
訓
点
や
返
り
点
は
参
考
す
る
に
止
め
た
。
た
と
え
ば
、金
沢
文
庫
本
に
は「
唯
ナ㆒
ラ

遂
ニ

使
メ
ツ

禅
家
解
ニ

経
ヲ㆒

」

と
あ
る
が
、
こ
の
訓
点
通
り
に
読
ん
で
も
意
味
が
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
他
の
訓
点
や
返
り
点
か
ら
も
、
金
沢
文
庫
本
の
訓
点
や
返
り
点

は
著
者
自
身
が
付
け
た
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
の
た
め
、
金
沢
文
庫
本
の
訓
点
や
返
り
点
と
一
致
し
て
い
な
い
読
み
が
少
な
く
な
い
こ
と
を

予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

■
本
論
に
関
す
る
以
下
の
論
文
は
略
称
を
用
い
る
。

高
橋
秀
栄
「
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
と
『
首
楞
厳
経
』」『
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報
』
七
、一
九
九
六
年
、
九
五
─
一
一
八
頁
＝
［
高
橋
一
九
九
六
］。

西
村
玲
「
中
世
に
お
け
る
法
相
・
禅
受
容
─
貞
慶
か
ら
良
遍
へ
、日
本
唯
識
の
跳
躍
」『
日
本
思
想
史
研
究
』
三
一
、一
─
一
七
、一
九
九
九
年
＝
［
西

村
一
九
九
九
］。

横
内
裕
人
「
大
和
多
武
峰
と
宋
仏
教
─
達
磨
宗
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
四
二
、二
〇
一
一
年
、
五
七
─
六
一
頁
＝
［
横
内

二
〇
一
一
］。
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自
称
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
禅
僧
と
し
て
執
筆
し
た
著
述
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、達
磨
宗
に
関
連
す
る
書
物
か
と
推
定
さ
れ
た
著
書
は
『
成
等
正
覚
論
』『
禅
家
説
』
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、

達
磨
宗
僧
侶
が
著
述
し
た
こ
と
が
確
定
で
き
る
書
籍
の
発
見
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
日
本
に
お
け
る
禅
籍
と
す
れ
ば
、
栄
西
の
『
興
禅
護
国
論
』（
一
一
九
八
年
）
が
最
初
で
あ
り
、
つ
い
で
道
元
の
『
普

勧
坐
禅
儀
』（
一
二
二
七
年
）
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
覚
晏
の
『
心
根
決
疑
章
』（
一
二
二
一
年
）
は
栄
西
と
道
元
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、『
心
根
決
疑
章
』
は
日
本
に
お
け
る
二
番
目
に
古
い
禅
籍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
文
献
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
意
義

は
大
き
い
。

　
本
史
料
の
正
確
な
読
解
に
よ
り
、
栄
西
と
対
立
し
、
後
に
曹
洞
宗
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
達
磨
宗
が
ど
の
よ
う
な
思
想
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か

に
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
覚
晏
へ
の
参
学
後
に
道
元
に
参
じ
た
孤
雲
懐
奘
（
一
一
九
八
〜
一
二
八
〇
）
が
、
後
に
道
元
の
法
を
嗣
い
で
永
平
寺

の
二
世
と
な
る
が
、
覚
晏
の
思
想
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
覚
晏
と
道
元
の
思
想
的
な
相
違
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
日
本
に
禅
宗
が
導
入
さ
れ
た
頃
、
ど
の
よ
う
に
禅
が
受
容
さ
れ
、
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
も
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
た
だ
し
同
書
は
、『
首
楞
厳
経
』『
円
覚
経
』
な
ど
の
経
典
、
倶
舎
や
唯
識
・
天
台
な
ど
の
教
理
、
な
ら
び
に
禅
宗
の
一
大
哲
学
書
た
る
『
宗
鏡
録
』

百
巻
な
ど
、
各
種
各
様
の
文
献
・
教
理
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
難
解
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
専
門
家
の
協
力
を
仰
ぎ
会
読
す
る
こ

と
で
、
そ
の
思
想
の
読
解
を
目
指
し
た
。

　
中
国
唯
識
説
の
専
門
家
と
し
て
吉
村
誠
、
日
本
唯
識
説
の
専
門
家
と
し
て
師
茂
樹
、
天
台
教
学
の
専
門
家
と
し
て
山
口
弘
江
、『
宗
鏡
録
』
な
ら

び
に
中
国
禅
思
想
の
専
門
家
と
し
て
柳
幹
康
、
日
本
仏
教
思
想
な
ら
び
に
達
磨
宗
の
専
門
家
と
し
て
高
橋
秀
栄
の
協
力
を
得
た
上
で
、
日
本
禅
思
想

を
研
究
す
る
筆
者
が
中
心
と
な
り
読
解
を
進
め
た
。
な
お
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費JP20K

00060

の
助
成
を
受
け
、
筆
者
を
研
究
代
表
者
、
吉

村
誠
、
師
茂
樹
、
山
口
弘
江
、
柳
幹
康
を
共
同
研
究
者
、
高
橋
秀
栄
を
研
究
協
力
者
と
し
て
い
る
。
本
論
は
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　凡
　例

■
本
訓
註
で
は
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』（
以
下
、
金
沢
文
庫
本
）
を
底
本
と
し
て
用
い
る
。
そ
の
本
文
は
す
で
に
舘
隆
志

「
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
─
達
磨
宗
新
出
史
料
の
紹
介
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
七
、二
〇
一
九
年
）
が
翻
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達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
上
）（
舘
）

一
三
二

一
三
二
頁

［
三
校
］

　駒
澤
大
學

　佛
教
學
部
論
集

　第
52
號

末
木
文
美
士
・
和
田
有
希
子
「『
禅
家
説
』
解
題
」『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
三
巻
『
達
磨
宗
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
＝
［
末
木
・
和
田

二
〇
一
五
］。

舘
隆
志
「
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
─
達
磨
宗
新
出
史
料
の
紹
介
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
七
、二
〇
一
九
年
）

＝
［
舘
二
〇
一
九
］。

舘
隆
志
「
新
出
史
料
『
心
根
決
疑
章
』
の
発
見
と
そ
の
意
義
─
達
磨
宗
二
祖
仏
地
房
覚
晏
の
著
述
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
八

─
二
、二
〇
二
〇
年
）
＝
［
舘
二
〇
二
〇
Ａ
］。

舘
隆
志
「
達
磨
宗
新
出
史
料
『
心
根
決
疑
章
』
と
仏
地
房
覚
晏
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
一
、二
〇
二
〇
年
）
＝
［
舘
二
〇
二
〇
Ｂ
］。

■
本
論
に
お
け
る
略
称
は
以
下
の
通
り
。
大
正
新
脩
大
蔵
経
＝
大
正
蔵
。
卍
続
蔵
経
＝
続
蔵
。
大
日
本
仏
教
全
書
（
大
日
本
仏
教
全
書
刊
行
会
）
＝

大
日
仏
。
道
元
禅
師
全
集
（
春
秋
社
）
＝
道
元
全
。

『
心
根
決
疑
章
』
訓
註

①
［
原
文
］
心
根
決
疑
章
　
　
　
　
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
覚
宴
述

夫
大
小
顕
密
之
教
、
西
竺
東
夏
之
説
、
判
於
識
与
根
、
廃
立
不
一
。
唯
遂
使
禅
家
解
経
、
円
楞
二
文
俱
失
幽
旨
、
濫
於
法
相
帯
権
之
説
。
方
今
愍
彼

迷
津
、
粗
示
方
隅
而
巳
。

［
書
き
下
し
］
心
根
決
疑
章
　
　
　
　
扶ふ

桑そ
う

第
二
相そ
う

承じ
ょ
う

沙し
ゃ

門も
ん

の
覚
宴（
晏
）述じ
ゅ
つす
。

夫そ

れ
大
小
・
顕
密
の
教
、
西さ
い

竺じ
く

・
東と
う

夏か

の
説せ
つ

、
識
と
根
と
を
判
ず
る
こ
と
、
廃は
い

立り
ゅ
う

一い
つ

な
ら
ず
。
唯た

だ
遂つ
い

に
禅ぜ
ん

家け

を
し
て
経
を
解と

か
し
む
る
の
み
な

れ
ば
、
円え

ん

・
楞り
ょ
うの

二
文
俱と
も

に
幽ゆ
う

旨し

を
失
な
い
、
法ほ
っ

相そ
う

帯た
い

権ご
ん

の
説
に
濫ら
ん

ぜ
り
。
方ま
さ

に
今
、
彼か

の
迷め
い

津し
ん

を
愍あ
わ

れ
ん
で
、
粗ほ

ぼ
方ほ
う

隅ぐ
う

を
示
す
而の

巳み

。

○
心
根
決
疑
章
…
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
仏
地
房
覚
晏
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
［
補
１
］。
○
心
根
…
六
根
中
の
意
根
の
こ
と
。
○
決
疑

…
疑
い
を
解
決
す
る
。
○
章
…
文
章
。
○
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
…
日
本
禅
宗
第
二
祖
の
こ
と［
補
２
］。
○
覚
宴
…
宴
は
晏
の
誤
写
と
み
ら
れ
る
。

臨
済
宗
大
慧
派
の
仏
地
房
覚
晏
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
［
補
３
］。
○
廃
立
…
二
つ
の
も
の
の
う
ち
一
方
を
廃
し
て
他
方
を
立
て
る
こ
と
。
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達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
上
）（
舘
）

一
三
三

一
三
三
頁

［
三
校
］
　駒
澤
大
學

　佛
教
學
部
論
集

　第
52
號

○
唯
遂
使
禅
家
解
経
、
円
楞
二
文
俱
失
幽
旨
、
濫
於
法
相
帯
権
之
説
…
［
補
４
］。
○
禅
家
…
禅
宗
、
ま
た
は
禅
僧
の
こ
と
。
鎌
倉
時
代
、
諸

宗
の
僧
侶
は
禅
宗
や
禅
僧
を
「
禅
家
」
と
表
記
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
［
補
５
］。
○
円
楞
…
『
円
覚
経
』
と
『
首
楞
厳
経
』
の
こ
と
［
補
６
］。

○
円
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
の
こ
と
で
、
略
し
て
『
円
覚
経
』
と
い
う
。
禅
宗
で
広
く
読
ま
れ
た
経
典
の
一
つ
［
補
７
］。
○
楞

…
『
大
仏
頂
如
来
密
印
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』
の
こ
と
で
、
略
し
て
『
首
楞
厳
経
』『
楞
厳
経
』
と
い
う
。
禅
宗
で
広
く
読
ま
れ

た
経
典
の
一
つ
［
補
８
］。
○
幽
旨
…
奥
深
い
旨
。
幽
玄
至
妙
の
旨
趣
。
○
法
相
…
教
え
の
特
質
。
一
切
の
も
の
の
真
実
の
姿
。
一
切
諸
法
の

本
性
。
こ
こ
で
は
、
宗
派
と
し
て
の
法
相
宗
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
○
帯
権
…
人
を
教
化
す
る
た
め
に
仮
に
設
け
た
手
段
を
帯
び
て
い
る
こ

と
。
○
迷
津
…
人
を
惑
わ
す
誤
っ
た
道
。
○
方
隅
…
一
方
の
隅
。
四
方
の
隅
。

［
訳
］
心
根
決
疑
章
　
　
　
　
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
の
覚
宴（

晏
）述

す
。

そ
も
そ
も
、
大
乗
小
乗
・
顕
教
密
教
や
、
西
竺
（
イ
ン
ド
）・
東
夏
（
中
国
）
の
教
説
は
、
識
と
根
と
を
判
じ
て
、〔
何
を
〕
廃
し
て
〔
何
を
〕
立
て

る
か
に
つ
い
て
の
〔
解
釈
の
〕
仕
方
は
一
つ
だ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
禅
家
に
経
を
解
か
せ
た
だ
け
で
は
、『
円
覚
経
』
と
『
首
楞
厳
経
』
と
い
う

二
つ
の
〔
経
〕
文
は
俱
に
奥
深
い
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
し
、
法
相
〔
宗
〕
の
帯
権
（
仮
の
手
段
）
の
教
え
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
こ
で
今
、
そ
の
よ
う
な
誤
っ
た
考
え
方
を
愍
ん
で
そ
の
一
端
を
示
す
の
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
心
根
決
疑
章
…
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
仏
地
房
覚
晏
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
。
金
沢
文
庫
本
『
心
根
決
疑
章
』
に
は
、
表
紙
右
下
に
湛
睿

と
、
左
下
に
栄
禅
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
如
房
湛
睿
（
一
二
七
一
〜
一
三
四
六
）
は
称
名
寺
長
老
で
あ
る
が
、
栄
禅
（
生
没
年
不
詳
）
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
に
は
良
く
分
か
ら
な
い
。
表
題
の
「
心
根
決
疑
章
」
と
「
栄
禅
」
の
筆
蹟
が
一
致
し
、
か
つ
本
文
に
お
け
る
「
心
根
」
の
文
字

が
一
致
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
栄
禅
の
手
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
書
写
に
関
す
る
奥
書
な
ど
の
書
き
入
れ
は
記
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
栄
禅
の
書
写
本
を
湛
睿
が
入
手
し
た
と
い
う
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
金
沢
文
庫
本
『
心
根
決
疑
章
』
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
［
舘

二
〇
一
九
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
書
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
覚
晏
が
多
武
峰
に
在
山
中
に
執
筆
し
た
と
み
ら
れ
る
。
比
叡
山
末
の
多
武
峰
は
近

隣
の
興
福
寺
と
競
い
争
う
こ
と
が
多
く
あ
り
、
唯
識
説
に
多
く
触
れ
る
点
や
、
法
相
宗
僧
侶
と
の
問
答
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ

ろ
う
。

２
　
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
…
日
本
禅
宗
第
二
祖
の
こ
と
。
鎌
倉
時
代
前
期
に
中
国
禅
僧
の
法
脈
を
受
け
嗣
ぎ
初
祖
た
り
得
る
の
は
、
叡
山
覚
阿
、
大
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達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
上
）（
舘
）

一
三
二

一
三
二
頁

［
三
校
］

　駒
澤
大
學

　佛
教
學
部
論
集

　第
52
號

末
木
文
美
士
・
和
田
有
希
子
「『
禅
家
説
』
解
題
」『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
第
三
巻
『
達
磨
宗
』、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
年
＝
［
末
木
・
和
田

二
〇
一
五
］。

舘
隆
志
「
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
心
根
決
疑
章
』
翻
刻
─
達
磨
宗
新
出
史
料
の
紹
介
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
』
一
七
、二
〇
一
九
年
）

＝
［
舘
二
〇
一
九
］。

舘
隆
志
「
新
出
史
料
『
心
根
決
疑
章
』
の
発
見
と
そ
の
意
義
─
達
磨
宗
二
祖
仏
地
房
覚
晏
の
著
述
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
八

─
二
、二
〇
二
〇
年
）
＝
［
舘
二
〇
二
〇
Ａ
］。

舘
隆
志
「
達
磨
宗
新
出
史
料
『
心
根
決
疑
章
』
と
仏
地
房
覚
晏
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
五
一
、二
〇
二
〇
年
）
＝
［
舘
二
〇
二
〇
Ｂ
］。

■
本
論
に
お
け
る
略
称
は
以
下
の
通
り
。
大
正
新
脩
大
蔵
経
＝
大
正
蔵
。
卍
続
蔵
経
＝
続
蔵
。
大
日
本
仏
教
全
書
（
大
日
本
仏
教
全
書
刊
行
会
）
＝

大
日
仏
。
道
元
禅
師
全
集
（
春
秋
社
）
＝
道
元
全
。

『
心
根
決
疑
章
』
訓
註

①
［
原
文
］
心
根
決
疑
章
　
　
　
　
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
覚
宴
述

夫
大
小
顕
密
之
教
、
西
竺
東
夏
之
説
、
判
於
識
与
根
、
廃
立
不
一
。
唯
遂
使
禅
家
解
経
、
円
楞
二
文
俱
失
幽
旨
、
濫
於
法
相
帯
権
之
説
。
方
今
愍
彼

迷
津
、
粗
示
方
隅
而
巳
。

［
書
き
下
し
］
心
根
決
疑
章
　
　
　
　
扶ふ

桑そ
う

第
二
相そ
う

承じ
ょ
う

沙し
ゃ

門も
ん

の
覚
宴（
晏
）述じ
ゅ
つす
。

夫そ

れ
大
小
・
顕
密
の
教
、
西さ
い

竺じ
く

・
東と
う

夏か

の
説せ
つ

、
識
と
根
と
を
判
ず
る
こ
と
、
廃は
い

立り
ゅ
う

一い
つ

な
ら
ず
。
唯た

だ
遂つ
い

に
禅ぜ
ん

家け

を
し
て
経
を
解と

か
し
む
る
の
み
な

れ
ば
、
円え

ん

・
楞り
ょ
うの

二
文
俱と
も

に
幽ゆ
う

旨し

を
失
な
い
、
法ほ
っ

相そ
う

帯た
い

権ご
ん

の
説
に
濫ら
ん

ぜ
り
。
方ま
さ

に
今
、
彼か

の
迷め
い

津し
ん

を
愍あ
わ

れ
ん
で
、
粗ほ

ぼ
方ほ
う

隅ぐ
う

を
示
す
而の

巳み

。

○
心
根
決
疑
章
…
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
仏
地
房
覚
晏
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
［
補
１
］。
○
心
根
…
六
根
中
の
意
根
の
こ
と
。
○
決
疑

…
疑
い
を
解
決
す
る
。
○
章
…
文
章
。
○
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
…
日
本
禅
宗
第
二
祖
の
こ
と［
補
２
］。
○
覚
宴
…
宴
は
晏
の
誤
写
と
み
ら
れ
る
。

臨
済
宗
大
慧
派
の
仏
地
房
覚
晏
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
［
補
３
］。
○
廃
立
…
二
つ
の
も
の
の
う
ち
一
方
を
廃
し
て
他
方
を
立
て
る
こ
と
。
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達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
上
）（
舘
）

一
三
四

一
三
四
頁

［
三
校
］

　駒
澤
大
學

　佛
教
學
部
論
集

　第
52
號

日
房
能
忍
、
明
庵
栄
西
の
三
師
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
覚
晏
は
能
忍
の
法
を
嗣
い
だ
。
こ
の
「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
」
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
執

筆
者
の
自
称
と
考
え
る
が
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
心
根
決
疑
章
』
が
撰
述
さ
れ
た
わ
ず
が
七
年
後
の
安
貞
元
年

（
一
二
二
七
）に
は
道
元
が
帰
朝
し
、そ
の
後
、仁
治
二
年（
一
二
四
一
）に
円
爾（
一
二
〇
二
〜
一
二
八
〇
）が
帰
朝
、渡
来
僧
の
蘭
渓
道
隆（
一
二
一
三

〜
一
二
七
八
）
の
来
朝
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
で
あ
る
。
以
後
、
多
く
の
僧
侶
が
入
宋
し
、
ま
た
中
国
僧
も
多
く
来
日
し
、
多
く
の
僧
侶
が

そ
れ
ら
入
宋
僧
・
渡
来
僧
に
参
じ
て
後
に
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。
年
月
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
」
の
価
値
が
下
が
っ
て
い

る
以
上
、
こ
の
記
述
は
、
入
宋
僧
が
極
め
て
少
な
い
時
期
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ず
、
後
の
時
代
の
追
記
と
は
考
え
が
た
い
た
め
で
あ
る
［
舘

二
〇
二
〇
Ｂ
］。
こ
の
点
、
能
忍
の
場
合
は
「
金
剛
阿
闍
梨
能
忍
」
と
い
う
称
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
［
末
木
・
和
田

二
〇
一
五
］、
明
確
な
相
違
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
自
称
は
、
覚
晏
が
本
書
を
禅
僧
の
立
場
か
ら
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

３
　
覚
宴
…
宴
は
晏
の
誤
写
と
み
ら
れ
る
。
臨
済
宗
大
慧
派
の
仏
地
房
覚
晏
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
も
と
比
叡
山
の
僧
侶
で
あ
っ
た
か
。
大
日

房
能
忍
に
参
じ
、
そ
の
法
を
嗣
ぎ
、
能
忍
か
ら
「
臨
済
嗣
書
」「
血
脈
」「
六
祖
普
賢
舎
利
〈
一
粒
〉」「
能
忍
和
尚
信
牒
」「
仏
照
禅
師
返
牒
」「
練

中
・
勝
弁
在
唐
記
」
な
ど
を
相
承
し
て
い
る
。
能
忍
寂
後
も
東
山
で
活
動
し
、
そ
の
時
の
弟
子
と
し
て
、
覚
禅
懐
鑑
（
生
没
年
不
詳
）、
大
歇
了

心
（
？
〜
一
二
五
七
）
が
い
る
。
懐
鑑
は
能
忍
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
道
元
に
参
じ
た
。
了
心
は
師
を
栄
西
に
変
え
、
後
に
栄
西
法
嗣
の
退
耕
行
勇

（
一
一
六
三
〜
一
二
四
一
）
の
法
を
嗣
い
だ
。
ま
た
、
覚
晏
は
東
山
時
代
に
大
麓
（
摂
政
）
の
請
に
赴
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
覚
晏
は
多

武
峰
に
活
動
拠
点
を
移
し
、
こ
こ
で
は
孤
雲
懐
奘
（
一
一
九
八
〜
一
二
八
〇
）
が
参
じ
、
懐
奘
は
覚
晏
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
道
元
に
参
じ
て
そ
の

法
を
嗣
い
で
い
る
。
こ
の
他
、
覚
晏
は
『
首
楞
厳
経
』
に
精
通
し
、
初
め
て
訓
点
を
付
し
た
僧
侶
と
し
て
そ
の
名
が
伝
わ
る
。
承
久
三
年
に
『
心

根
決
疑
章
』
を
撰
述
し
、「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
」
と
自
称
し
た
。
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
年
）
に
、
道
元
が
懐
鑑

に
請
わ
れ
て
「
為
先
師
覚
晏
道
人
請
上
堂
」
を
永
平
寺
で
行
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、［
舘
二
〇
二
〇
Ｂ
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４
　
唯
遂
使
禅
家
解
経
、
円
楞
二
文
俱
失
幽
旨
、
濫
於
法
相
帯
権
之
説
…
禅
家
の
み
に
「
心
根
」
を
解
釈
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、『
円
覚
経
』
と
『
首

楞
厳
経
』
の
深
い
意
味
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
し
、
法
相
〔
宗
〕
の
権
教
の
教
え
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
後
、
説
一
切
有
部
、

法
相
宗
、『
首
楞
厳
経
』
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
禅
の
み
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
諸
説
を
合
わ
せ
て
は
じ
め
て
正
し
く
理

解
で
き
る
と
い
う
著
者
自
身
の
理
解
が
読
み
取
れ
る
。
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５
　
禅
家
…
こ
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
「
禅
家
」
に
は
、
安
易
な
印
可
を
用
い
て
い
る
禅
者
・
禅
宗
に
対
す
る
否
定
的
な
意
味
合
い
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
現
状
で
は
こ
の
時
点
の
日
本
に
ほ
と
ん
ど
禅
が
弘
ま
っ
て
い
な
い
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
当
時
の
日
本
に
お
い

て
こ
の
よ
う
な
理
解
が
共
有
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
中
国
の
禅
籍
な
ど
を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な
禅
が
は
び

こ
っ
て
い
る
と
い
う
知
識
の
上
で
、
そ
れ
を
自
身
が
正
す
と
い
う
意
味
合
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
平
安
末
期
の
多
武

峰
の
経
暹
（
一
〇
一
三
〜
一
〇
九
三
）
は
、「
律
宗
・
法
相
宗
・
三
論
宗
・
華
厳
宗
・
天
台
宗
」
の
他
に
「
達
磨
宗
」（
禅
宗
）
も
学
ん
で
お
り
（『
談

山
略
記
』『
多
武
峰
略
記
』）、
ま
た
、「
多
武
峰
が
入
宋
僧
園
城
寺
成
尋
の
系
譜
を
受
け
継
ぐ
僧
侶
の
所
住
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
」
こ
と
な
ど
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
［
横
内
二
〇
一
一
］。
こ
の
他
、
興
福
寺
の
貞
慶
（
一
一
五
五
〜
一
二
一
二
）、
良
遍
（
一
一
九
四
〜
一
二
五
二
）
の
師
弟
の
禅

受
用
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
、
当
時
の
南
都
で
行
な
わ
れ
て
い
た
禅
に
対
す
る
批
判
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

中
世
に
お
け
る
法
相
宗
の
禅
受
容
に
つ
い
て
は
［
西
村
一
九
九
九
］
を
参
照
。

６
　
円
楞
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』（
略
し
て
『
円
覚
経
』）
と
、『
大
仏
頂
如
来
密
印
修
証
了
義
諸
菩
薩
万
行
首
楞
厳
経
』（
略
し
て
『
首

楞
厳
経
』『
楞
厳
経
』）
の
こ
と
。
と
も
に
、
宋
代
以
降
の
禅
宗
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。『
永
平
広
録
』
巻
五
「
永
平
寺
語
録
」
の
上
堂
に
、「
所

以
勿
見
孔
子
・
老
子
之
言
句
、
勿
見
楞
厳
・
円
覚
之
教
典
〈
時
人
以
楞
厳
・
円
覚
教
典
多
謂
禅
門
所
依
。
師
常
嫌
之
〉」（
道
元
全
三
・
二
五
四
）

と
あ
る
。
こ
の
割
註
に
お
け
る
、「
時
人
」
は
達
磨
宗
門
下
を
も
含
ん
で
い
よ
う
。『
永
平
広
録
』
巻
五
は
達
磨
宗
の
懐
鑑
門
弟
で
あ
っ
た
義
演
（
？

〜
一
三
一
四
）
に
よ
っ
て
編
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
達
磨
宗
徒
に
お
い
て
は
、「
楞
厳
・
円
覚
」
が
「
多
謂
禅
門
所
依
」
と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
よ
う
［
舘
二
〇
二
〇
Ｂ
］。

７
　
円
…
栄
西
は
『
興
禅
護
国
論
』
の
中
で
『
円
覚
経
』
を
引
用
し
、
明
恵
（
一
一
七
三
〜
一
二
三
二
）
も
『
宗
密
疏
』
を
通
し
て
『
円
覚
経
』
を

用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、こ
の
時
代
の
日
本
で
、ど
の
程
度
『
円
覚
経
』
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、良
く
解
ら
な
い
。『
永
平
広
録
』

巻
五
「
永
平
寺
語
録
」
に
記
さ
れ
た
「
時
人
以
楞
厳
・
円
覚
教
典
多
謂
禅
門
所
依
」（
道
元
全
三
・
二
五
四
）
と
の
割
註
は
、
当
時
の
禅
門
に
お
け

る
『
円
覚
経
』
の
受
用
状
況
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
よ
う
。

８
　
楞
…
『
心
根
決
疑
章
』
で
は
『
首
楞
厳
経
』
を
多
く
用
い
て
い
る
が
、『
三
大
尊
行
状
記
』
懐
奘
伝
に
、「
参
多
武
峰
達
磨
宗
覚
晏
上
人
。
聞
見

性
成
仏
之
旨
、
至
首
棱
厳
之
頻
伽
瓶
喩
。
知
無
空
之
去
来
」（
曹
全
一
六
・
一
四
）
と
あ
る
よ
う
に
、
覚
晏
は
多
武
峰
で
は
『
首
楞
厳
経
』
を
用
い

た
接
化
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
管
理
）『
法
華
文
句
第
二
雑
見
聞
』
の
中
に
、「
仏
地
坊
、
首
楞
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日
房
能
忍
、
明
庵
栄
西
の
三
師
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
覚
晏
は
能
忍
の
法
を
嗣
い
だ
。
こ
の
「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
」
に
つ
い
て
、
本
論
で
は
執

筆
者
の
自
称
と
考
え
る
が
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
心
根
決
疑
章
』
が
撰
述
さ
れ
た
わ
ず
が
七
年
後
の
安
貞
元
年

（
一
二
二
七
）に
は
道
元
が
帰
朝
し
、そ
の
後
、仁
治
二
年（
一
二
四
一
）に
円
爾（
一
二
〇
二
〜
一
二
八
〇
）が
帰
朝
、渡
来
僧
の
蘭
渓
道
隆（
一
二
一
三

〜
一
二
七
八
）
の
来
朝
は
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
で
あ
る
。
以
後
、
多
く
の
僧
侶
が
入
宋
し
、
ま
た
中
国
僧
も
多
く
来
日
し
、
多
く
の
僧
侶
が

そ
れ
ら
入
宋
僧
・
渡
来
僧
に
参
じ
て
後
に
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。
年
月
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
」
の
価
値
が
下
が
っ
て
い

る
以
上
、
こ
の
記
述
は
、
入
宋
僧
が
極
め
て
少
な
い
時
期
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
ず
、
後
の
時
代
の
追
記
と
は
考
え
が
た
い
た
め
で
あ
る
［
舘

二
〇
二
〇
Ｂ
］。
こ
の
点
、
能
忍
の
場
合
は
「
金
剛
阿
闍
梨
能
忍
」
と
い
う
称
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
［
末
木
・
和
田

二
〇
一
五
］、
明
確
な
相
違
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
自
称
は
、
覚
晏
が
本
書
を
禅
僧
の
立
場
か
ら
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

３
　
覚
宴
…
宴
は
晏
の
誤
写
と
み
ら
れ
る
。
臨
済
宗
大
慧
派
の
仏
地
房
覚
晏
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。
も
と
比
叡
山
の
僧
侶
で
あ
っ
た
か
。
大
日

房
能
忍
に
参
じ
、
そ
の
法
を
嗣
ぎ
、
能
忍
か
ら
「
臨
済
嗣
書
」「
血
脈
」「
六
祖
普
賢
舎
利
〈
一
粒
〉」「
能
忍
和
尚
信
牒
」「
仏
照
禅
師
返
牒
」「
練

中
・
勝
弁
在
唐
記
」
な
ど
を
相
承
し
て
い
る
。
能
忍
寂
後
も
東
山
で
活
動
し
、
そ
の
時
の
弟
子
と
し
て
、
覚
禅
懐
鑑
（
生
没
年
不
詳
）、
大
歇
了

心
（
？
〜
一
二
五
七
）
が
い
る
。
懐
鑑
は
能
忍
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
道
元
に
参
じ
た
。
了
心
は
師
を
栄
西
に
変
え
、
後
に
栄
西
法
嗣
の
退
耕
行
勇

（
一
一
六
三
〜
一
二
四
一
）
の
法
を
嗣
い
だ
。
ま
た
、
覚
晏
は
東
山
時
代
に
大
麓
（
摂
政
）
の
請
に
赴
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
覚
晏
は
多

武
峰
に
活
動
拠
点
を
移
し
、
こ
こ
で
は
孤
雲
懐
奘
（
一
一
九
八
〜
一
二
八
〇
）
が
参
じ
、
懐
奘
は
覚
晏
の
法
を
嗣
ぎ
、
後
に
道
元
に
参
じ
て
そ
の

法
を
嗣
い
で
い
る
。
こ
の
他
、
覚
晏
は
『
首
楞
厳
経
』
に
精
通
し
、
初
め
て
訓
点
を
付
し
た
僧
侶
と
し
て
そ
の
名
が
伝
わ
る
。
承
久
三
年
に
『
心

根
決
疑
章
』
を
撰
述
し
、「
扶
桑
第
二
相
承
沙
門
」
と
自
称
し
た
。
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
年
）
に
、
道
元
が
懐
鑑

に
請
わ
れ
て
「
為
先
師
覚
晏
道
人
請
上
堂
」
を
永
平
寺
で
行
な
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、［
舘
二
〇
二
〇
Ｂ
］
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４
　
唯
遂
使
禅
家
解
経
、
円
楞
二
文
俱
失
幽
旨
、
濫
於
法
相
帯
権
之
説
…
禅
家
の
み
に
「
心
根
」
を
解
釈
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、『
円
覚
経
』
と
『
首

楞
厳
経
』
の
深
い
意
味
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
し
、
法
相
〔
宗
〕
の
権
教
の
教
え
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
後
、
説
一
切
有
部
、

法
相
宗
、『
首
楞
厳
経
』
を
も
っ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
禅
の
み
で
は
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
諸
説
を
合
わ
せ
て
は
じ
め
て
正
し
く
理

解
で
き
る
と
い
う
著
者
自
身
の
理
解
が
読
み
取
れ
る
。
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経
、
始
テ
点
ス
ト
云
々
、
本
山
僧
」［
高
橋
一
九
九
六
］
と
あ
り
、『
首
楞
厳
経
』
に
始
め
て
訓
点
を
つ
け
た
人
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

良
心
（
持
阿
、
一
二
六
二
〜
一
三
二
三
）
の
『
選
択
決
疑
抄
見
聞
』
に
、「
然
仏
地
房
、
以
義
亘
二
十
五
人
釈
成
之
也
」（
浄
全
七
・
六
四
一
ｂ
〜

六
四
二
ａ
）
と
あ
り
、
覚
晏
は
、『
首
楞
厳
経
』
を
釈
成
し
た
僧
侶
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
覚
晏
は
『
首
楞
厳
経
』
に
精
通
し
、
そ
れ
を
布

教
に
用
い
て
い
た
こ
と
を
、中
世
史
料
は
伝
え
て
い
る
［
舘
二
〇
二
〇
Ｂ
］。
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
に
お
け
る
『
首
楞
厳
経
』
の
受
用
に
つ
い
て
は
［
高

橋
一
九
九
六
］
を
参
照
。

②
［
原
文
］
大
勘
殊
途
、
有
三
宗
異
。
薩
婆
多
宗
説
眼
耳
鼻
舌
身
色
形
異
者
名
為
扶
根
、
扶
於
清
浄
根
四
大
故
。
清
浄
根
者
、
義
如
珠
宝
光
之
明
浄
、

一
類
清
浄
四
大
所
成
、
非
肉
眼
境
、
名
清
浄
根
〈
清
浄
根
義
、
諸
教
皆
同
〉。
第
六
意
根
、
非
四
大
種
、
取
六
識
之
中
前
念
六
識
随
一
、
為
後
意
識

之
根
。
如
火
前
焔
、
引
後
焔
。
故
凡
六
根
者
、
増
上
出
生
於
六
識
故
、
名
之
為
根
。

［
書
き
下
し
］
大
む
ね
殊し

ゅ

途ず

を
勘か
ん

ず
る
に
、三
宗
の
異
な
り
有
り
。
薩さ

婆は

多た

宗し
ゅ
う、眼
耳
鼻
舌
身
の
色し
き

形ぎ
ょ
うの
異
な
る
者
を
説
き
て
名
づ
け
て
扶ふ

根こ
ん

と
為な

す
、

清し
ょ
う

浄じ
ょ
う

根こ
ん

の
四し

大だ
い

を
扶た
す

く
る
が
故ゆ
え

な
り
。
清
浄
根
と
は
、
義
は
珠し
ゅ

宝ほ
う

の
光
の
明
み
ょ
う

浄じ
ょ
うな

る
が
如
く
し
て
、
一い
ち

類る
い

の
清
浄
の
四
大
の
成な

す
所
に
し
て
、
肉に
く

眼げ
ん

の
境き
ょ
うに
非あ
ら

ざ
る
を
、
清
浄
根
と
名
づ
く
〈
清
浄
根
の
義
、
諸
教
皆
な
同
じ
〉。
第
六
の
意
根
は
、
四
大
種
に
非
ず
、
六
識
の
中
に
前
念
の
六
識
の

随ず
い

一い
ち

を
取
り
、
後
の
意
識
の
根
と
為な

る
。
火
の
前
の
焔ほ
む
ら、

後
の
焔
を
引
く
が
如
し
。
故
に
凡お
よ

そ
六
根
は
、
六
識
を
増
上
出
生
す
る
が
故
に
、
之
を
名

づ
け
て
根
と
為
す
。

○
殊
途
…
殊
塗
。
異
な
っ
た
道
。
○
有
三
宗
異
…
こ
こ
で
い
う
三
宗
は
、
薩
婆
多
宗
（
説
一
切
有
部
）、
唯
識
宗
（
法
相
宗
）、『
首
楞
厳
経
』

の
宗お

し
えの

三
つ
を
指
し
て
い
る
。
○
薩
婆
多
宗
説
眼
耳
鼻
舌
身
色
形
異
…
［
補
１
］。
○
薩
婆
多
宗
…
説
一
切
有
部
の
こ
と
。
南
都
で
は
「
さ
つ

ば
た
」、
北
嶺
で
は
「
さ
は
た
」
と
読
ん
だ
。
覚
晏
は
北
嶺
出
身
の
僧
侶
な
の
で
、
こ
こ
で
は
「
さ
は
た
」
と
読
ん
で
お
く
。
○
扶
根
…
扶
塵

根
の
略
。
扶
塵
根
は
眼
球
や
耳
孔
な
ど
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
身
体
的
な
器
官
。
○
清
浄
根
者
〜
名
清
浄
根
…
［
補
２
］
○
清
浄
根
…
機
能
と

し
て
の
器
官
。
勝
義
根
と
も
。
○
四
大
…
地
水
火
風
。
○
一
類
…
あ
る
も
の
。
○
肉
眼
…
人
間
の
肉
身
の
眼
。
四
大
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。
○

意
根
…
六
根
の
一
。
知
覚
の
器
官
。
○
四
大
種
…
地
水
火
風
の
四
元
素
。
○
六
識
…
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
、
意
識
。
○
随
一
…

ど
ち
ら
か
一
方
。
ど
ち
ら
か
一
つ
。
○
故
凡
六
根
者
、
増
上
出
生
於
六
識
故
、
名
之
為
根
…
［
補
３
］。
○
六
根
…
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、

身
根
、
意
根
。
○
増
上
出
生
…
増
上
は
強
め
る
。
出
生
は
全
く
な
い
も
の
が
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
。
○
如
火
前
焔
、
引
後
焔
…
［
補
４
］。
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［
訳
］〔
心
根
に
つ
い
て
の
教
説
を
〕
大
ま
か
に
勘
案
し
て
み
る
と
、
三
宗
の
異
な
り
が
あ
る
。〔
第
一
の
説
〕
薩
婆
多
宗
（
説
一
切
有
部
）
で
は
眼

耳
鼻
舌
身
と
い
う
〔
そ
れ
ぞ
れ
〕
色
形
が
異
な
る
〔
身
体
的
な
〕
器
官
を
「
扶
根
」
と
名
づ
け
る
。
清
浄
根
の
四
大
（
地
水
火
風
）
を
扶
け
る
か
ら

で
あ
る
。
清
浄
根
と
い
う
の
は
、〔
そ
の
語
〕
義
は
、
珠
宝
の
光
が
明
る
く
浄
ら
か
な
よ
う
に
、
清
浄
な
四
大
（
地
水
火
風
）〔
の
元
素
〕
が
つ
く
り

だ
し
た
あ
る
も
の
で
構
成
さ
れ
、
人
間
の
肉
身
の
眼
で
見
え
る
〔
色
〕
境
で
は
な
い
の
で
、「
清
浄
根
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
〈
清
浄
根
の
義
は
、

諸
教
が
皆
な
同
じ
で
あ
る
〉。
第
六
の
意
根
は
四
大
種
（
地
水
火
風
）
で
は
な
く
、
六
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
、
意
識
）
の
中
に

前
念
の
六
識
の
ど
れ
か
一
つ
を
取
り
、〔
そ
の
ど
れ
か
一
つ
が
〕
後
の
意
識
の
根
と
な
る
の
で
あ
る
。
火
〔
が
燃
え
て
い
る
時
〕
の
、
前
の
焔
が
後

の
焔
を
引
く
よ
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
ら
ゆ
る
六
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
、
意
根
）
は
六
識
を
強
め
て
新
し
く
生
み

出
す
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
根
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
薩
婆
多
宗
説
眼
耳
鼻
舌
身
色
形
異
…
『
薩
婆
多
宗
五
事
論
』
に
「
法
有
五
種
。
一
者
色
法
、
二
者
心
法
、
三
者
心
所
有
法
、
四
者
心
不
相
応
行

法
、
五
者
無
為
法
。
何
名
色
法
。
謂
彼
一
切
従
四
大
種
、
四
大
所
造
所
生
諸
色
。
何
謂
四
大
。
地
界
水
界
火
界
風
界
。
何
名
造
色
。
謂
眼
根
耳
根

鼻
根
舌
根
身
根
。
諸
色
諸
声
諸
香
諸
味
、
及
触
一
分
兼
無
表
色
」（
大
正
蔵
二
八
・
九
九
五
ｃ
）
と
あ
る
。

２
　
清
浄
根
者
〜
名
清
浄
根
…
『
七
十
五
法
名
目
』
巻
一
に
「
問
、
於
眼
等
五
根
、
扶
根
・
清
浄
根
体
性
如
何
。
答
、
扶
根
者
、
色
香
味
触
四
境
也
。

清
浄
根
者
、
体
清
浄
故
、
如
珠
宝
光
、
其
体
極
微
。
挍
扶
根
不
可
見
有
対
色
也
」（
大
正
蔵
七
一
・
八
九
一
ｃ
）
と
あ
る
。『
七
十
五
法
名
目
』
の

成
立
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
金
沢
文
庫
に
は
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
の
奥
書
を
有
す
る
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と

も
『
心
根
決
疑
章
』
よ
り
前
に
成
立
し
て
い
る
。

３
　
故
凡
六
根
者
、
増
上
出
生
於
六
識
故
、
名
之
為
根
…
基
（
六
三
二
〜
六
八
二
）『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
五
「
論
、
領
順
境
相
至
、
名
不
苦
楽
受
。

述
曰
、
増
上
出
生
名
根
」（
大
正
蔵
四
三
・
四
二
三
ａ
）、『
宗
鏡
録
』「
問
、
根
以
何
為
義
。
答
、
根
者
即
五
根
、
有
増
上
出
生
義
故
、
名
之
為
根
」

（
大
正
蔵
四
八
・
七
二
五
ａ
）
と
あ
る
。

４
　
如
火
前
焔
引
後
焔
…
澄
観
（
七
三
七
〜
八
三
八
）『
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
』
巻
一
四
「
而
大
通
衆
経
、
第
二
依
火
焰
起
滅
喩
中
、
三
義
同
前
。

初
唯
焰
者
、
謂
焰
起
滅
、
有
其
二
義
。
一
、
前
焰
謝
滅
、
引
起
後
焰
。
後
焰
無
体
而
、
不
能
知
前
焰
。
前
焰
已
滅
、
復
無
所
知
。
是
故
各
各
、
皆

不
相
知
。
二
、
前
焰
若
未
滅
、
亦
依
前
引
無
体
、
故
無
能
知
。
後
焰
未
生
故
無
所
知
」（
大
正
蔵
三
五
・
六
〇
三
ｃ
）
と
あ
る
。
た
だ
し
、「
前
焔
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経
、
始
テ
点
ス
ト
云
々
、
本
山
僧
」［
高
橋
一
九
九
六
］
と
あ
り
、『
首
楞
厳
経
』
に
始
め
て
訓
点
を
つ
け
た
人
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

良
心
（
持
阿
、
一
二
六
二
〜
一
三
二
三
）
の
『
選
択
決
疑
抄
見
聞
』
に
、「
然
仏
地
房
、
以
義
亘
二
十
五
人
釈
成
之
也
」（
浄
全
七
・
六
四
一
ｂ
〜

六
四
二
ａ
）
と
あ
り
、
覚
晏
は
、『
首
楞
厳
経
』
を
釈
成
し
た
僧
侶
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
覚
晏
は
『
首
楞
厳
経
』
に
精
通
し
、
そ
れ
を
布

教
に
用
い
て
い
た
こ
と
を
、中
世
史
料
は
伝
え
て
い
る
［
舘
二
〇
二
〇
Ｂ
］。
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
に
お
け
る
『
首
楞
厳
経
』
の
受
用
に
つ
い
て
は
［
高

橋
一
九
九
六
］
を
参
照
。

②
［
原
文
］
大
勘
殊
途
、
有
三
宗
異
。
薩
婆
多
宗
説
眼
耳
鼻
舌
身
色
形
異
者
名
為
扶
根
、
扶
於
清
浄
根
四
大
故
。
清
浄
根
者
、
義
如
珠
宝
光
之
明
浄
、

一
類
清
浄
四
大
所
成
、
非
肉
眼
境
、
名
清
浄
根
〈
清
浄
根
義
、
諸
教
皆
同
〉。
第
六
意
根
、
非
四
大
種
、
取
六
識
之
中
前
念
六
識
随
一
、
為
後
意
識

之
根
。
如
火
前
焔
、
引
後
焔
。
故
凡
六
根
者
、
増
上
出
生
於
六
識
故
、
名
之
為
根
。

［
書
き
下
し
］
大
む
ね
殊し

ゅ

途ず

を
勘か
ん

ず
る
に
、三
宗
の
異
な
り
有
り
。
薩さ

婆は

多た

宗し
ゅ
う、眼
耳
鼻
舌
身
の
色し
き

形ぎ
ょ
うの
異
な
る
者
を
説
き
て
名
づ
け
て
扶ふ

根こ
ん

と
為な

す
、

清し
ょ
う

浄じ
ょ
う

根こ
ん

の
四し

大だ
い

を
扶た
す

く
る
が
故ゆ
え

な
り
。
清
浄
根
と
は
、
義
は
珠し
ゅ

宝ほ
う

の
光
の
明
み
ょ
う

浄じ
ょ
うな

る
が
如
く
し
て
、
一い
ち

類る
い

の
清
浄
の
四
大
の
成な

す
所
に
し
て
、
肉に
く

眼げ
ん

の
境き
ょ
うに
非あ
ら

ざ
る
を
、
清
浄
根
と
名
づ
く
〈
清
浄
根
の
義
、
諸
教
皆
な
同
じ
〉。
第
六
の
意
根
は
、
四
大
種
に
非
ず
、
六
識
の
中
に
前
念
の
六
識
の

随ず
い

一い
ち

を
取
り
、
後
の
意
識
の
根
と
為な

る
。
火
の
前
の
焔ほ
む
ら、

後
の
焔
を
引
く
が
如
し
。
故
に
凡お
よ

そ
六
根
は
、
六
識
を
増
上
出
生
す
る
が
故
に
、
之
を
名

づ
け
て
根
と
為
す
。

○
殊
途
…
殊
塗
。
異
な
っ
た
道
。
○
有
三
宗
異
…
こ
こ
で
い
う
三
宗
は
、
薩
婆
多
宗
（
説
一
切
有
部
）、
唯
識
宗
（
法
相
宗
）、『
首
楞
厳
経
』

の
宗お

し
えの

三
つ
を
指
し
て
い
る
。
○
薩
婆
多
宗
説
眼
耳
鼻
舌
身
色
形
異
…
［
補
１
］。
○
薩
婆
多
宗
…
説
一
切
有
部
の
こ
と
。
南
都
で
は
「
さ
つ

ば
た
」、
北
嶺
で
は
「
さ
は
た
」
と
読
ん
だ
。
覚
晏
は
北
嶺
出
身
の
僧
侶
な
の
で
、
こ
こ
で
は
「
さ
は
た
」
と
読
ん
で
お
く
。
○
扶
根
…
扶
塵

根
の
略
。
扶
塵
根
は
眼
球
や
耳
孔
な
ど
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
身
体
的
な
器
官
。
○
清
浄
根
者
〜
名
清
浄
根
…
［
補
２
］
○
清
浄
根
…
機
能
と

し
て
の
器
官
。
勝
義
根
と
も
。
○
四
大
…
地
水
火
風
。
○
一
類
…
あ
る
も
の
。
○
肉
眼
…
人
間
の
肉
身
の
眼
。
四
大
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
。
○

意
根
…
六
根
の
一
。
知
覚
の
器
官
。
○
四
大
種
…
地
水
火
風
の
四
元
素
。
○
六
識
…
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
、
意
識
。
○
随
一
…

ど
ち
ら
か
一
方
。
ど
ち
ら
か
一
つ
。
○
故
凡
六
根
者
、
増
上
出
生
於
六
識
故
、
名
之
為
根
…
［
補
３
］。
○
六
根
…
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、

身
根
、
意
根
。
○
増
上
出
生
…
増
上
は
強
め
る
。
出
生
は
全
く
な
い
も
の
が
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
。
○
如
火
前
焔
、
引
後
焔
…
［
補
４
］。
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引
後
焔
」
と
あ
る
表
現
か
ら
は
、
延
寿
（
九
〇
四
〜
九
七
五
）『
宗
鏡
録
』
巻
七
六
「
又
如
灯
焰
前
焰
引
後
焰
。
後
焰
続
前
焰
、
相
続
不
断
、
似

常
似
一
、
凡
夫
不
達
。
或
執
生
死
為
常
、
不
知
前
焰
無
体
、
因
後
焰
続
起
。
後
焰
無
体
、
仗
前
焰
引
生
。
焰
焰
皆
虚
、
自
性
寂
滅
。
此
一
念
心
、

亦
復
如
是
。
新
新
生
滅
、
続
続
輪
迴
。
乃
至
一
念
不
住
、
猶
如
灯
焰
、
不
細
観
察
、
執
此
生
滅
、
為
一
為
常
。
又
不
了
前
焰
纔
滅
、
後
焰
続
生
、

念
念
相
続
」（
大
正
蔵
四
八
・
八
三
八
ａ
）
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

③
［
原
文
］
又
六
識
者
、
見
聞
色
声
属
眼
耳
不
名
為
識
。
経
部
破
之
、
立
為
識
見
等
。
首
楞
厳
経
、
阿
難
白
言
、
見
是
其
眼
、
心
知
非
眼
〈
已
上
〉。

是
則
、
阿
難
述
本
小
執
也
。
如
来
斥
之
言
、
若
眼
見
者
、
則
諸
已
死
、
尚
有
眼
存
、
応
皆
見
物
。
若
見
物
者
、
云
何
名
死
〈
已
上
〉。

［
書
き
下
し
］
又
た
六
識
は
、
色し

き

声し
ょ
うを
見け
ん

聞も
ん

す
る
を
ば
眼げ
ん

耳に

に
属
し
て
名
づ
け
て
識
と
為な

さ
ず
。
経
き
ょ
う

部ぶ

、
之
を
破
る
に
立
て
て
識し
き

見け
ん

等
を
為な

せ
り
。

『
首し

ゅ

楞り
ょ
う

厳ご
ん

経き
ょ
う』

に
、「
阿あ

難な
ん

白も
う

し
て
言い
わ

く
、
見け
ん

は
是こ

れ
其そ

の
眼げ
ん

な
り
、
心
の
知
は
眼
に
非
ず
〈
已
上
〉」
と
。
是
れ
則す
な
わち

、
阿あ

難な
ん

の
本も
と

の
小
し
ょ
う

執し
つ

を
述の

ぶ

る
な
り
。
如に

ょ

来ら
い

、
之
を
斥し
り
ぞけ
て
言
わ
く
、「
若も

し
眼
の
見
れ
ば
、
則
ち
諸も
ろ

も
ろ
の
已す
で

に
死
せ
る
も
の
、
尚な

お
眼
の
存そ
ん

す
る
有
り
て
、
応ま
さ

に
皆み

な
物
を

見
る
べ
し
。
若も

し
物
を
見
れ
ば
、
云い

何か

ん
が
死
と
名
づ
け
ん
〈
以
上
〉」
と
。

○
識
…
認
識
作
用
。
○
経
部
、
破
之
立
為
識
見
等
…
［
補
１
］。
○
経
部
…
経
量
部
。
説
一
切
有
部
か
ら
分
派
し
た
部
派
仏
教
の
一
派
。
○
識

見
…
見
る
と
い
う
認
識
は
、
識
が
行
な
う
の
で
あ
っ
て
、
感
覚
機
官
（
根
）
が
行
な
う
の
で
は
な
い
と
の
主
張
。
○
首
楞
厳
経
〜
云
何
名
死
…

［
補
２
］。
○
阿
難
…
仏
十
大
弟
子
の
一
人
、阿
難
陀
の
こ
と
。
禅
宗
で
は
西
天
第
二
祖
と
す
る［
補
３
］。
○
小
執
…
小
乗
の
執
着
。
小
乗
の
も
っ

て
い
る
見
解
。
○
如
来
…
タ
タ
ー
ガ
タ
（
梵
：T

athāgata
）
の
こ
と
。
真
如
か
ら
来
た
人
。
真
理
に
到
達
し
た
人
。
仏
陀
の
こ
と
。
仏
の
十

号
の
一
。

［
訳
］
ま
た
六
識
に
つ
い
て
は
、
色
を
見
て
声
を
聞
く
こ
と
は
眼
や
耳
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、「
識
」
と
は
名
づ
け
な
い
と
し
て
い
た
。〔
し
か
し
、〕

経
量
部
は
こ
れ
を
破
り
、「
識
見
」
な
ど
と
定
め
た
。『
首
楞
厳
経
』
に
、「
阿
難
は
申
し
上
げ
た
、
見
る
と
い
う
の
は
眼
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
心

で
知
る
と
い
う
の
は
眼
の
は
た
ら
き
と
は
ち
が
い
ま
す
〈
以
上
〉」
と
。
こ
れ
は
、
阿
難
が
自
身
の
小
乗
の
執
着
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
世
尊
は
、

こ
れ
を
し
り
ぞ
け
て
仰
っ
た
、「
も
し
眼
が
見
る
と
い
う
な
ら
、
死
ん
だ
も
の
で
も
眼
が
ま
だ
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
物
を
見
る
は
ず
で
あ
る
。〔
し

か
し
〕
も
し
物
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
死
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
〈
以
上
〉」
と
。

［
補
注
］
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１
　
経
部
破
之
立
為
識
見
等
…
『
阿
毘
達
磨
俱
舍
論
』
巻
二
「
分
別
界
品
第
一
」
に
「
何
故
、
世
間
正
見
、
唯
意
識
相
応
。
以
五
識
倶
生
慧
、
不
能

決
度
故
、
審
慮
為
先
決
度
名
見
。
五
識
倶
慧
無
如
是
能
。
以
無
分
別
。
是
故
非
見
。
准
此
、
所
余
染
無
染
慧
及
諸
余
法
、
非
見
応
知
。
若
爾
、
眼

根
不
能
決
度
。
云
何
名
見
。
以
能
明
利
観
照
諸
色
故
亦
名
見
。
若
眼
見
者
、
余
識
行
時
、
亦
応
名
見
。
非
一
切
眼
皆
能
現
見
。
誰
能
現
見
。
謂
同

分
眼
与
識
合
位
能
見
非
余
。
若
爾
、
則
応
彼
能
依
識
見
色
非
眼
。
不
爾
、
眼
識
定
非
能
見
。
所
以
者
何
。
伝
説
、
不
能
観
障
色
故
」（
大
正
蔵

二
九
・
一
〇
ｃ
）
と
あ
る
を
踏
ま
え
る
。『
俱
舍
論
』
に
お
け
る
経
部
の
説
と
し
て
は
、「
経
部
諸
師
有
作
是
説
。
何
共
聚
、楂
掣
虚
空
。
眼
色
等
縁
、

生
於
眼
識
。
此
等
於
見
、
孰
為
能
所
。
唯
法
因
果
。
実
無
作
用
。
為
順
世
情
、
仮
興
言
説
、
眼
名
能
見
、
識
名
能
了
」（
大
正
蔵
二
九
・
一
一
ｂ
）

と
あ
る
。
遠
藤
信
一
「『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
眼
見
家
と
識
見
家
の
論
争
」（『
東
洋
学
研
究
』
三
六
、一
九
九
九
年
、
一
九
〇
─
一
八
〇
頁
）
も
参

照
。

２
　
首
楞
厳
経
〜
云
何
名
死
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
一
に
「
阿
難
、
言
見
是
其
眼
。
心
知
非
眼
、
為
見
非
義
。
仏
言
、
若
眼
能
見
、
汝
在
室
中
門
能
見

不
。
則
諸
已
死
、
尚
有
眼
存
、
応
皆
見
物
。
若
見
物
者
、
云
何
名
死
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
〇
八
ａ
）
と
あ
る
。

３
　
阿
難
…
仏
十
大
弟
子
の
一
人
、
多
聞
第
一
の
阿
難
陀
（
梵
：Ā

nanda

）
の
こ
と
。
釈
迦
族
の
王
族
、
斛
飯
王
の
子
、
提
婆
達
多
の
兄
弟
と
さ

れ
る
。
釈
尊
が
成
道
後
、
初
め
て
迦
毘
羅
衛
城
に
帰
っ
て
き
た
際
に
出
家
し
、
爾
来
常
に
釈
尊
に
随
侍
し
て
法
を
聞
き
、
第
一
結
集
に
も
参
加
し

た
と
い
う
。
禅
宗
に
お
い
て
は
、
釈
尊
の
入
滅
後
、
摩
訶
迦
葉
か
ら
法
を
受
け
嗣
ぎ
、
西
天
第
二
祖
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

④
［
原
文
］
然
小
乗
宗
、
見
属
於
眼
清
浄
四
大
照
色
之
照
能
。
既
見
色
已
、
胸
中
謂
言
、
是
青
是
黄
。
爾
時
名
為
眼
識
了
別
。
聞
覚
例
知
。
小
乗
有

部
所
立
如
斯
。

［
書
き
下
し
］
然し

か

る
に
小
し
ょ
う

乗じ
ょ
う

宗し
ゅ
う、

見け
ん

は
眼
の
清
し
ょ
う

浄じ
ょ
うの

四
大
の
色
を
照
ら
す
照
し
ょ
う

能の
う

に
属
す
。
既
に
色し
き

を
見み

已お

わ
り
、
胸
の
中
に
て
謂い

い
て
言い

わ
く
、「
是

れ
青
な
り
、
是
れ
黄
な
り
」
と
。
爾そ

の
時
、
名
づ
け
て
「
眼げ
ん

識し
き

の
了
別
」
と
な
す
。
聞も
ん

と
覚か
く

と
を
も
例
知
せ
よ
。
小
乗
有う

部ぶ

の
立
つ
る
所
は
斯か
く

の
如

し
。

○
小
乗
宗
…
部
派
仏
教
の
諸
宗
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
前
段
を
受
け
て
い
る
の
で
、
薩
婆
多
宗
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
○
眼
清

浄
四
大
照
色
…
［
補
１
］。
○
照
能
…
照
ら
す
と
と
い
う
は
た
ら
き
。
○
能
…
認
識
、
ま
た
は
能
動
の
主
体
。
○
既
見
色
、
已
胸
中
謂
言
、
是

青
是
黄
…
［
補
２
］。
○
爾
時
名
為
、
眼
識
了
別
。
聞
覚
例
知
…
［
補
３
］。
○
了
別
…
分
別
。
識
別
。
○
眼
識
…
視
覚
の
認
識
。
見
る
こ
と
に
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引
後
焔
」
と
あ
る
表
現
か
ら
は
、
延
寿
（
九
〇
四
〜
九
七
五
）『
宗
鏡
録
』
巻
七
六
「
又
如
灯
焰
前
焰
引
後
焰
。
後
焰
続
前
焰
、
相
続
不
断
、
似

常
似
一
、
凡
夫
不
達
。
或
執
生
死
為
常
、
不
知
前
焰
無
体
、
因
後
焰
続
起
。
後
焰
無
体
、
仗
前
焰
引
生
。
焰
焰
皆
虚
、
自
性
寂
滅
。
此
一
念
心
、

亦
復
如
是
。
新
新
生
滅
、
続
続
輪
迴
。
乃
至
一
念
不
住
、
猶
如
灯
焰
、
不
細
観
察
、
執
此
生
滅
、
為
一
為
常
。
又
不
了
前
焰
纔
滅
、
後
焰
続
生
、

念
念
相
続
」（
大
正
蔵
四
八
・
八
三
八
ａ
）
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

③
［
原
文
］
又
六
識
者
、
見
聞
色
声
属
眼
耳
不
名
為
識
。
経
部
破
之
、
立
為
識
見
等
。
首
楞
厳
経
、
阿
難
白
言
、
見
是
其
眼
、
心
知
非
眼
〈
已
上
〉。

是
則
、
阿
難
述
本
小
執
也
。
如
来
斥
之
言
、
若
眼
見
者
、
則
諸
已
死
、
尚
有
眼
存
、
応
皆
見
物
。
若
見
物
者
、
云
何
名
死
〈
已
上
〉。

［
書
き
下
し
］
又
た
六
識
は
、
色し

き

声し
ょ
うを
見け
ん

聞も
ん

す
る
を
ば
眼げ
ん

耳に

に
属
し
て
名
づ
け
て
識
と
為な

さ
ず
。
経
き
ょ
う

部ぶ

、
之
を
破
る
に
立
て
て
識し
き

見け
ん

等
を
為な

せ
り
。

『
首し

ゅ

楞り
ょ
う

厳ご
ん

経き
ょ
う』
に
、「
阿あ

難な
ん

白も
う

し
て
言い
わ

く
、
見け
ん

は
是こ

れ
其そ

の
眼げ
ん

な
り
、
心
の
知
は
眼
に
非
ず
〈
已
上
〉」
と
。
是
れ
則す
な
わち
、
阿あ

難な
ん

の
本も
と

の
小
し
ょ
う

執し
つ

を
述の

ぶ

る
な
り
。
如に

ょ

来ら
い

、
之
を
斥し
り
ぞけ
て
言
わ
く
、「
若も

し
眼
の
見
れ
ば
、
則
ち
諸も
ろ

も
ろ
の
已す
で

に
死
せ
る
も
の
、
尚な

お
眼
の
存そ
ん

す
る
有
り
て
、
応ま
さ

に
皆み

な
物
を

見
る
べ
し
。
若も

し
物
を
見
れ
ば
、
云い

何か

ん
が
死
と
名
づ
け
ん
〈
以
上
〉」
と
。

○
識
…
認
識
作
用
。
○
経
部
、
破
之
立
為
識
見
等
…
［
補
１
］。
○
経
部
…
経
量
部
。
説
一
切
有
部
か
ら
分
派
し
た
部
派
仏
教
の
一
派
。
○
識

見
…
見
る
と
い
う
認
識
は
、
識
が
行
な
う
の
で
あ
っ
て
、
感
覚
機
官
（
根
）
が
行
な
う
の
で
は
な
い
と
の
主
張
。
○
首
楞
厳
経
〜
云
何
名
死
…

［
補
２
］。
○
阿
難
…
仏
十
大
弟
子
の
一
人
、阿
難
陀
の
こ
と
。
禅
宗
で
は
西
天
第
二
祖
と
す
る［
補
３
］。
○
小
執
…
小
乗
の
執
着
。
小
乗
の
も
っ

て
い
る
見
解
。
○
如
来
…
タ
タ
ー
ガ
タ
（
梵
：T

athāgata

）
の
こ
と
。
真
如
か
ら
来
た
人
。
真
理
に
到
達
し
た
人
。
仏
陀
の
こ
と
。
仏
の
十

号
の
一
。

［
訳
］
ま
た
六
識
に
つ
い
て
は
、
色
を
見
て
声
を
聞
く
こ
と
は
眼
や
耳
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、「
識
」
と
は
名
づ
け
な
い
と
し
て
い
た
。〔
し
か
し
、〕

経
量
部
は
こ
れ
を
破
り
、「
識
見
」
な
ど
と
定
め
た
。『
首
楞
厳
経
』
に
、「
阿
難
は
申
し
上
げ
た
、
見
る
と
い
う
の
は
眼
の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
心

で
知
る
と
い
う
の
は
眼
の
は
た
ら
き
と
は
ち
が
い
ま
す
〈
以
上
〉」
と
。
こ
れ
は
、
阿
難
が
自
身
の
小
乗
の
執
着
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
世
尊
は
、

こ
れ
を
し
り
ぞ
け
て
仰
っ
た
、「
も
し
眼
が
見
る
と
い
う
な
ら
、
死
ん
だ
も
の
で
も
眼
が
ま
だ
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
物
を
見
る
は
ず
で
あ
る
。〔
し

か
し
〕
も
し
物
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
死
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
〈
以
上
〉」
と
。

［
補
注
］
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よ
っ
て
生
ず
る
認
識
。
○
説
一
切
有
部
…
部
派
仏
教
時
代
の
部
派
の
一
つ
。

［
訳
］
し
か
し
、
小
乗
宗
（
薩
婆
多
宗
）
は
、
見
る
と
い
う
行
為
が
眼
の
清
浄
な
る
〔
地
水
火
風
の
〕
四
大
の
作
り
出
し
た
色
を
照
ら
し
て
い
る
照

能
（
照
ら
す
と
い
う
は
た
ら
き
）
に
属
す
る
と
〔
主
張
〕
す
る
。
色
を
見
た
う
え
で
、
心
中
で
「
こ
れ
は
青
色
だ
、
こ
れ
は
黄
色
だ
」
と
言
う
。
そ

の
と
き
に
「
眼
識
の
了
別
」
と
名
づ
け
る
。
聞
（
耳
識
）
と
覚
（
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
）
と
も
〔
眼
識
と
〕
同
じ
よ
う
で
あ
る
と
知
り
な
さ
い
。
小

乗
の
説
一
切
有
部
の
立
場
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
眼
清
浄
四
大
照
色
…
『
大
宝
積
経
』
巻
六
九
「
広
果
天
授
記
品
」「
何
者
是
眼
。
謂
清
浄
四
大
所
造
色
名
為
眼
。
何
等
是
四
大
。
謂
清
浄
地
界
、

水
火
風
界
」（
大
正
蔵
一
一
・
三
九
〇
ａ
）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
か
。

２
　
既
見
色
、
已
胸
中
謂
言
、
是
青
是
黄
、
爾
時
名
為
眼
識
…
道
倫
（
七
〜
八
世
紀
）『
瑜
伽
論
記
』
巻
九
「
真
実
義
品
」
に
「
従
眼
識
後
起
意
識

始
分
別
之
、
我
眼
見
色
説
眼
所
見
、
是
青
黄
等
色
」（
大
正
蔵
四
二
・
五
〇
五
ｂ
）
と
あ
る
。

３
　
爾
時
名
為
、
眼
識
了
別
。
聞
覚
例
知
…
『
阿
毘
達
磨
識
身
足
論
』
巻
三
「
有
六
識
身
。
謂
眼
識
耳
鼻
舌
身
意
識
。
問
、
眼
識
何
所
了
別
。
答
、

眼
識
了
別
諸
色
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
耳
識
何
所
了
別
。
答
、
耳
識
了
別
諸
声
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
鼻
識
何
所
了
別
。

答
、
鼻
識
了
別
諸
香
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
舌
識
何
所
了
別
。
答
、
舌
識
了
別
諸
味
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
身
識
何
所

了
別
。
答
、
身
識
了
別
諸
触
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
意
識
何
所
了
別
。
答
、
意
識
了
別
、
眼
色
及
眼
識
、
耳
声
及
耳
識
、
鼻
香
及
鼻

識
、
舌
味
及
舌
識
、
身
触
及
身
識
、
意
法
及
意
識
」（
大
正
蔵
二
六
・
五
四
六
ｃ
）
と
あ
る
を
踏
ま
え
る
。

⑤
［
原
文
］
二
唯
識
宗
説
、
前
五
根
中
扶
根
清
浄
色
根
二
義
全
同
有
宗
、
第
六
意
根
、
其
義
永
殊
。
謂
以
第
七
現
在
末
那
、
為
其
意
識
俱
有
根
也
。

故
瑜
伽
論
、
以
前
念
意
識
、
雖
為
其
意
識
生
因
、
不
名
為
根
。
以
此
而
言
、
小
宗
以
生
因
為
其
根
者
、
非
尽
理
也
。
無
有
俱
有
依
義
故
也
。
立
根
廃

立
、
其
理
如
斯
。

［
書
き
下
し
］
二
に
唯ゆ

い

識し
き

宗し
ゅ
う

説と

く
ら
く
、
前
の
五ご

根こ
ん

の
中
の
扶ふ

根こ
ん

と
清
浄
と
の
色し
き

根こ
ん

の
二
義
は
全
く
有う

宗し
ゅ
うに
同
じ
な
る
も
、
第
六
の
意い

根こ
ん

は
、
其そ

の

義
は
永
く
殊こ

と

な
る
と
。
謂
く
、「
第
七
の
現
在
末ま

那な

を
以も
っ

て
、
其そ

の
意
識
の
俱く

有う

根こ
ん

と
為な

す
」
と
。
故
に
『
瑜ゆ

伽が

論ろ
ん

』
に
、「
前
念
の
意
識
を
以
て
、

其
の
意
識
の
生

し
ょ
う

因い
ん

と
為な

す
と
雖
も
、
名
づ
け
て
根
と
為
さ
ず
」
と
。
此
を
以
て
言
え
ば
、
小
し
ょ
う

宗し
ゅ
うの
「
生
し
ょ
う

因い
ん

を
以
て
其
の
根
と
為
す
」
と
は
、
理
を
尽つ
く
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す
に
非
ず
。
俱く

有う

依え

の
義
有
る
こ
と
無
き
の
故
な
り
。
根
を
立
つ
る
廃
立
、
其そ

の
理
こ
と
わ
り

斯か
く

の
如
し
。

○
唯
識
宗
…
法
相
宗
。
○
扶
根
…
扶
塵
根
の
略
。
扶
塵
根
は
眼
球
や
耳
孔
な
ど
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
身
体
的
な
器
官
。
○
色
根
…
眼
根
、
耳

根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
の
五
根
。
○
有
宗
…
有
宗
で
倶
舎
宗
を
指
す
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
段
を
受
け
て
、
薩
婆
多
宗
（
説
一
切
有

部
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
○
第
六
意
根
〜
為
其
意
識
俱
有
根
…
［
補
１
］。
○
意
根
…
六
根
の
一
。
知
覚
の
器
官
。
○
末
那
…
唯
識
説
に

お
け
る
第
七
識
。
あ
ら
ゆ
る
自
我
の
観
念
・
煩
悩
の
根
拠
と
さ
れ
る
。
○
俱
有
根
…
心
・
心
所
の
は
た
ら
き
と
同
時
に
あ
っ
て
、
そ
の
所
依
と

な
る
眼
・
耳
等
の
六
根
を
い
う
。
○
瑜
伽
論
〜
不
名
為
根
…
出
典
未
詳
。
○
瑜
伽
論
…
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
略
。
○
小
宗
…
小
乗
の
宗
派
の
意
。

中
世
の
日
本
で
用
い
ら
れ
た
。
○
以
生
因
為
其
根
…
［
補
２
］。
○
生
因
…
結
果
を
生
ぜ
し
め
る
原
因
。
○
俱
有
依
…
心
・
心
所
法
の
所
依
三

種
の
一
つ
。
能
依
（
よ
る
も
の
）
の
心
・
心
所
法
と
同
時
に
あ
っ
て
、
そ
の
所
依
（
よ
ら
れ
る
も
の
）
と
な
る
法
。『
倶
舎
論
』
で
は
五
根
、

唯
識
説
で
は
五
根
と
六
七
八
識
が
こ
れ
に
当
た
る
。

［
訳
］
第
二
〔
の
説
〕
は
唯
識
宗
（
法
相
宗
）
に
説
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
前
の
五
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
）
の
中
の
扶
根
（
身

体
的
な
器
官
）
と
清
浄
〔
根
〕
に
お
け
る
色
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
）
の
二
〔
つ
の
言
葉
の
意
〕
義
に
つ
い
て
は
有
宗
（
薩
婆
多

宗
）
と
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
第
六
の
意
根
（
知
覚
の
器
官
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
義
は
〔
薩
婆
多
宗
と
は
〕
全
く
異
な
っ
て
い
て
、「
第
七
の

現
在
末
那
識
を
も
っ
て
、
そ
の
意
識
の
俱
有
根
（
心
・
心
所
の
は
た
ら
き
と
同
時
に
存
在
し
、
そ
の
所
依
と
な
る
六
根
）
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

そ
れ
故
に
、『
瑜
伽
論
』
に
「
前
念
の
意
識
が
、そ
の
意
識
の
原
因
と
な
っ
て
も
、根
と
名
付
け
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
小
宗
（
小
乗
宗
）

が
「
原
因
を
も
っ
て
そ
の
根
と
し
て
い
る
」
の
だ
と
言
う
者
は
、
道
理
を
充
分
に
理
解
し
て
い
な
い
の
だ
。
俱
有
依
（
心
・
心
所
法
と
同
時
に
存
在

し
、
そ
の
所
依
と
な
る
法
）
の
実
体
な
ど
無
い
た
め
で
あ
る
。
根
を
立
て
る
際
に
何
を
立
て
何
を
廃
す
る
か
、
そ
の
道
理
は
こ
の
通
り
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
第
六
意
根
〜
為
其
意
識
俱
有
根
…
『
成
唯
識
論
』
巻
三
に
「
又
与
末
那
為
依
止
故
、
第
六
意
識
依
之
而
転
。
末
那
意
識
転
識
摂
故
、
如
眼
等
識

依
俱
有
根
」（
大
正
蔵
三
一
・
一
四
ａ
）
と
あ
る
を
踏
ま
え
る
。

２
　
以
生
因
為
其
根
…
真
諦
（
四
九
九
〜
五
六
九
）
訳
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
釈
論
』「
眼
等
識
不
爾
、
依
眼
等
根
生
、
諸
根
一
向
唯
為
眼
等
識
作
生
因
」

（
大
正
蔵
二
九
・
一
六
四
ａ
）
と
あ
る
。
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よ
っ
て
生
ず
る
認
識
。
○
説
一
切
有
部
…
部
派
仏
教
時
代
の
部
派
の
一
つ
。

［
訳
］
し
か
し
、
小
乗
宗
（
薩
婆
多
宗
）
は
、
見
る
と
い
う
行
為
が
眼
の
清
浄
な
る
〔
地
水
火
風
の
〕
四
大
の
作
り
出
し
た
色
を
照
ら
し
て
い
る
照

能
（
照
ら
す
と
い
う
は
た
ら
き
）
に
属
す
る
と
〔
主
張
〕
す
る
。
色
を
見
た
う
え
で
、
心
中
で
「
こ
れ
は
青
色
だ
、
こ
れ
は
黄
色
だ
」
と
言
う
。
そ

の
と
き
に
「
眼
識
の
了
別
」
と
名
づ
け
る
。
聞
（
耳
識
）
と
覚
（
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
）
と
も
〔
眼
識
と
〕
同
じ
よ
う
で
あ
る
と
知
り
な
さ
い
。
小

乗
の
説
一
切
有
部
の
立
場
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
眼
清
浄
四
大
照
色
…
『
大
宝
積
経
』
巻
六
九
「
広
果
天
授
記
品
」「
何
者
是
眼
。
謂
清
浄
四
大
所
造
色
名
為
眼
。
何
等
是
四
大
。
謂
清
浄
地
界
、

水
火
風
界
」（
大
正
蔵
一
一
・
三
九
〇
ａ
）
と
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
か
。

２
　
既
見
色
、
已
胸
中
謂
言
、
是
青
是
黄
、
爾
時
名
為
眼
識
…
道
倫
（
七
〜
八
世
紀
）『
瑜
伽
論
記
』
巻
九
「
真
実
義
品
」
に
「
従
眼
識
後
起
意
識

始
分
別
之
、
我
眼
見
色
説
眼
所
見
、
是
青
黄
等
色
」（
大
正
蔵
四
二
・
五
〇
五
ｂ
）
と
あ
る
。

３
　
爾
時
名
為
、
眼
識
了
別
。
聞
覚
例
知
…
『
阿
毘
達
磨
識
身
足
論
』
巻
三
「
有
六
識
身
。
謂
眼
識
耳
鼻
舌
身
意
識
。
問
、
眼
識
何
所
了
別
。
答
、

眼
識
了
別
諸
色
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
耳
識
何
所
了
別
。
答
、
耳
識
了
別
諸
声
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
鼻
識
何
所
了
別
。

答
、
鼻
識
了
別
諸
香
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
舌
識
何
所
了
別
。
答
、
舌
識
了
別
諸
味
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
身
識
何
所

了
別
。
答
、
身
識
了
別
諸
触
。
何
所
不
了
別
。
謂
十
一
処
。
問
、
意
識
何
所
了
別
。
答
、
意
識
了
別
、
眼
色
及
眼
識
、
耳
声
及
耳
識
、
鼻
香
及
鼻

識
、
舌
味
及
舌
識
、
身
触
及
身
識
、
意
法
及
意
識
」（
大
正
蔵
二
六
・
五
四
六
ｃ
）
と
あ
る
を
踏
ま
え
る
。

⑤
［
原
文
］
二
唯
識
宗
説
、
前
五
根
中
扶
根
清
浄
色
根
二
義
全
同
有
宗
、
第
六
意
根
、
其
義
永
殊
。
謂
以
第
七
現
在
末
那
、
為
其
意
識
俱
有
根
也
。

故
瑜
伽
論
、
以
前
念
意
識
、
雖
為
其
意
識
生
因
、
不
名
為
根
。
以
此
而
言
、
小
宗
以
生
因
為
其
根
者
、
非
尽
理
也
。
無
有
俱
有
依
義
故
也
。
立
根
廃

立
、
其
理
如
斯
。

［
書
き
下
し
］
二
に
唯ゆ

い

識し
き

宗し
ゅ
う

説と

く
ら
く
、
前
の
五ご

根こ
ん

の
中
の
扶ふ

根こ
ん

と
清
浄
と
の
色し
き

根こ
ん

の
二
義
は
全
く
有う

宗し
ゅ
うに
同
じ
な
る
も
、
第
六
の
意い

根こ
ん

は
、
其そ

の

義
は
永
く
殊こ

と

な
る
と
。
謂
く
、「
第
七
の
現
在
末ま

那な

を
以も
っ

て
、
其そ

の
意
識
の
俱く

有う

根こ
ん

と
為な

す
」
と
。
故
に
『
瑜ゆ

伽が

論ろ
ん

』
に
、「
前
念
の
意
識
を
以
て
、

其
の
意
識
の
生

し
ょ
う

因い
ん

と
為な

す
と
雖
も
、
名
づ
け
て
根
と
為
さ
ず
」
と
。
此
を
以
て
言
え
ば
、
小
し
ょ
う

宗し
ゅ
うの

「
生
し
ょ
う

因い
ん

を
以
て
其
の
根
と
為
す
」
と
は
、
理
を
尽つ
く
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⑥
［
原
文
］
又
六
識
者
、
見
為
眼
識
、
聞
為
耳
識
、
嗅
為
鼻
識
、
嘗
為
舌
識
、
覚
触
為
身
識
、
於
意
識
中
与
前
五
識
同
一
刹
那
。
同
時
意
中
取
現
量

境
、
不
帯
名
言
、
名
為
五
俱
意
識
、
亦
名
明
了
意
識
也
。

［
書
き
下
し
］
又
た
六
識
は
、
見け

ん

を
眼げ
ん

識し
き

と
為な

し
、
聞も
ん

を
耳に

識し
き

と
為
し
、
嗅き
ゅ
うを
鼻び

識し
き

と
為
し
、
嘗し
ょ
うを
舌ぜ
つ

識し
き

と
為
し
、
覚か
く

触そ
く

を
身し
ん

識し
き

と
為
し
、
意
識
中

に
於
い
て
前
の
五
識
と
同
一
刹せ

つ

那な

な
り
。
同
時
の
意
の
中
に
現げ
ん

量り
ょ
うの

境き
ょ
うを

取
り
て
、
名
み
ょ
う

言ご
ん

を
帯お

び
ざ
る
を
、
名
づ
け
て
五ご

俱ぐ

の
意
識
と
為
し
、
亦
た

明み
ょ
う

了り
ょ
う

意
識
と
名
づ
く
。

○
同
時
意
〜
不
帯
名
言
…
［
補
１
］。
○
現
量
…
直
接
知
を
得
る
過
程
と
、
な
ら
び
に
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
智
。
感
覚
器
官
と
外
界
の

事
物
の
接
触
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
○
名
言
…
概
念
を
言
い
表
す
名
称
。
○
五
俱
意
識
…
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、

身
識
）の
い
ず
れ
か
と
と
も
に
起
こ
る
識
、す
な
わ
ち
意
識（
第
六
識
）。
○
明
了
意
識
…
四
種
意
識
の
一
つ
。
相
応
意
識
と
も
。
前
五
識
を
伴
っ

て
は
た
ら
き
、
明
ら
か
に
対
象
物
を
判
断
さ
せ
る
意
識
を
い
う
。

［
訳
］
ま
た
六
識
は
、
見
る
こ
と
を
眼
識
と
し
、
聞
く
こ
と
を
耳
識
と
し
、
嗅
ぐ
こ
と
を
鼻
識
と
し
、
味
わ
う
こ
と
を
舌
識
と
し
、
触
れ
る
こ
と
〔
や

体
内
感
覚
す
べ
て
〕
を
身
識
と
し
て
、
意
識
と
前
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
）
と
が
同
一
の
刹
那
に
は
た
ら
い
て
い
る
。〔
五
識
が
〕

同
時
に
存
在
す
る
意
〔
識
〕
の
中
に
前
五
識
の
直
接
知
覚
の
対
象
を
認
識
す
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
、現
量
に
は
分
別
が
は
た
ら
か
な
い
こ
と
か
ら
、

「
五
俱
の
意
識
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
ま
た
「
明
了
意
識
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

［
補
注
］

１
　
同
時
意
〜
不
帯
名
言
…
現
量
に
は
分
別
が
は
た
ら
か
な
い
こ
と
。『
因
明
正
理
門
論
』
に
「
此
中
現
量
除
分
別
者
、
謂
若
有
智
於
色
等
境
、
遠

離
一
切
種
類
名
言
」（
大
正
蔵
三
二
・
八
ｃ
）
と
あ
る
。

⑦
［
原
文
］
第
二
刹
那
、
随
於
比
量
、
謂
言
此
青
此
黄
等
時
、
猶
為
明
了
意
識
境
名
似
帯
質
也
。
又
以
不
帯
本
質
過
未
等
境
為
独
影
境
、
以
能
縁
識

名
独
頭
意
識
也
。
亦
名
暗
意
識
也
。
此
教
深
探
立
第
八
識
、
以
為
本
識
、
七
六
已
還
名
為
転
識
。
然
七
八
二
識
、
互
為
其
根
〈
云
々
〉。

［
書
き
下
し
］
第
二
刹せ

つ

那な

に
、
比ひ

量り
ょ
うす
る
に
随し
た
がい
、「
此こ

れ
青
な
り
、
此
れ
黄
な
り
」
等な
ど

と
謂
い
て
言
う
時
を
ば
、
猶な

お
明
み
ょ
う

了り
ょ
う

意い

識し
き

と
為な

す
境
を
似じ

帯た
い

質ぜ
つ

と
名
づ
く
。
又
た
本ほ
ん

質ぜ
つ

を
帯お

び
ざ
る
過か

未み

等
の
境
を
以
て
、
独ど
く

影よ
う

境き
ょ
うと

為
し
、
能の
う

縁え
ん

の
識
を
以
て
、
独ど
く

頭ず

の
意い

識し
き

と
名
づ
く
。
亦
た
暗あ
ん

意い

識し
き

と

も
名
づ
く
。
此
の
教
え
深
く
第
八
識
を
探
立
し
、
以
て
本ほ

ん

識じ
き

と
為
し
、
七
六
已い

還か
ん

を
名
づ
け
て
転て
ん

識じ
き

と
為
す
。
然
る
に
七
八
の
二
識
は
、
互
い
に
其
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の
根
と
為
る
〈
云
々
〉。

○
刹
那
随
於
比
量
〜
名
似
帯
質
也
…
［
補
１
］。
○
比
量
…
推
論
。
○
帯
質
境
・
独
影
境
…
三
類
境
。
唯
識
説
に
お
け
る
認
識
の
対
象
を
そ
の

性
質
に
よ
っ
て
性
境
・
帯
質
境
・
独
影
境
の
三
種
に
分
け
た
も
の
。
性
境
は
種
子
か
ら
実
際
に
現
れ
た
も
の
。
独
影
境
は
見
分
か
ら
仮
に
現
れ

た
も
の
。
帯
質
境
は
以
上
両
者
の
中
間
に
あ
る
も
の
。
○
帯
質
境
…
本
質
を
有
し
て
い
る
が
、
本
質
そ
の
ま
ま
の
相
を
写
し
て
い
な
い
対
象
の

こ
と
で
、
心
と
対
象
の
二
者
の
力
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
も
の
。
○
過
未
…
過
去
未
来
。
○
能
縁
…
客
観
を
認
識
す
る
主
観
を
い
う
。
○
独

頭
意
識
…
法
相
宗
で
意
識
を
四
種
に
分
け
る
う
ち
、
前
五
識
を
伴
わ
ず
単
独
に
は
た
ら
く
定
中
・
独
散
・
夢
中
の
各
意
識
を
い
う
。
○
本
識
…

根
本
的
な
識
。
阿
頼
耶
識
に
同
じ
。
真
諦
の
訳
語
。
○
已
還
…
以
前
。
○
転
識
…
現
に
は
た
ら
い
て
い
る
識
。
阿
頼
耶
識
を
除
い
た
他
の
七
つ

の
識
。

［
訳
］〔
最
初
の
刹
那
の
〕
次
の
刹
那
に
、
推
論
に
し
た
が
い
、「
青
だ
、
黄
色
だ
」
な
ど
と
言
う
時
を
、「
明
了
意
識
（
対
象
を
判
断
す
る
意
識
）」

と
言
い
、
そ
の
境
を
「
似
帯
質
」
と
名
づ
け
る
。
ま
た
本
質
を
帯
び
て
い
な
い
過
去
未
来
な
ど
の
境
は
「
独
影
境
」
と
い
い
、
能
縁
（
認
識
す
る
主

観
）
の
識
は
「
独
頭
の
意
識
」
と
名
づ
け
、
ま
た
「
暗
意
識
」
と
も
い
う
。
こ
の
教
え
は
深
く
第
八
識
を
探
り
立
て
て
「
本
識
」
と
す
る
も
の
で
、

七
六
以
前
を
「
転
識
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
七
八
の
二
識
は
、
互
い
に
そ
の
根
と
な
る
云
々
。

［
補
注
］

１
　
刹
那
随
於
比
量
〜
名
似
帯
質
也
…
『
宗
鏡
録
』
巻
五
十
四
「
或
於
五
塵
上
起
執
時
、
便
是
非
量
、
即
明
了
意
識
。
前
後
許
通
三
量
。
三
境
中
、

若
縁
五
塵
実
法
時
、
是
性
境
。
若
後
念
行
解
心
縁
長
等
仮
色
時
、
即
真
独
影
、
似
帯
質
」（
大
正
蔵
四
八
・
七
三
三
ａ
）
と
あ
る
。

⑧
［
原
文
］
又
意
識
所
縁
有
二
種
法
。
一
者
通
法
。
謂
前
五
俱
意
識
所
縁
前
五
境
也
。
二
者
別
法
。
謂
雖
五
識
但
＊

自
分
別
善
悪
無
記
之
法
塵
也
。

法
相
所
立
、
略
知
如
斯
。

［
書
き
下
し
］
又
た
意い

識し
き

の
所し
ょ

縁え
ん

に
二
種
の
法
有
り
。
一
は
通つ
う

法ほ
う

な
り
。
謂い
わ

く
、
前
の
五
の
意い

識し
き

と
俱と
も

に
所し
ょ

縁え
ん

の
前
の
五
境
な
り
。
二
は
別
法
な
り
。

謂
く
、
五
識
と
俱と

も
＊

な
り
と
雖
も
、
自
ら
善ぜ
ん

悪あ
く

無む

記き

を
分ふ
ん

別べ
つ

す
る
の
法ほ
う

塵じ
ん

な
り
。
法ほ
っ

相そ
う

の
立
つ
る
所
、
略ほ

ぼ
知
る
こ
と
斯か
く

の
如
し
。

○
意
識
…
識
知
す
る
心
。
○
所
縁
…
認
識
す
る
対
象
。
○
通
法
…
〔
前
五
識
と
意
識
と
の
〕
共
通
の
認
識
対
象
。
○
五
境
…
五
つ
の
感
覚
器
官

の
対
象
。
色
・
声
・
香
・
味
・
所
触
。
○
雖
五
識
〜
法
塵
也
…
［
補
１
］。
○
但
…
金
沢
文
庫
本
、
国
文
研
本
、
と
も
に
「
但
」
と
あ
る
が
、
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⑥
［
原
文
］
又
六
識
者
、
見
為
眼
識
、
聞
為
耳
識
、
嗅
為
鼻
識
、
嘗
為
舌
識
、
覚
触
為
身
識
、
於
意
識
中
与
前
五
識
同
一
刹
那
。
同
時
意
中
取
現
量

境
、
不
帯
名
言
、
名
為
五
俱
意
識
、
亦
名
明
了
意
識
也
。

［
書
き
下
し
］
又
た
六
識
は
、
見け

ん

を
眼げ
ん

識し
き

と
為な

し
、
聞も
ん

を
耳に

識し
き

と
為
し
、
嗅き
ゅ
うを
鼻び

識し
き

と
為
し
、
嘗し
ょ
うを
舌ぜ
つ

識し
き

と
為
し
、
覚か
く

触そ
く

を
身し
ん

識し
き

と
為
し
、
意
識
中

に
於
い
て
前
の
五
識
と
同
一
刹せ

つ

那な

な
り
。
同
時
の
意
の
中
に
現げ
ん

量り
ょ
うの
境き
ょ
うを
取
り
て
、
名
み
ょ
う

言ご
ん

を
帯お

び
ざ
る
を
、
名
づ
け
て
五ご

俱ぐ

の
意
識
と
為
し
、
亦
た

明み
ょ
う

了り
ょ
う

意
識
と
名
づ
く
。

○
同
時
意
〜
不
帯
名
言
…
［
補
１
］。
○
現
量
…
直
接
知
を
得
る
過
程
と
、
な
ら
び
に
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
智
。
感
覚
器
官
と
外
界
の

事
物
の
接
触
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
○
名
言
…
概
念
を
言
い
表
す
名
称
。
○
五
俱
意
識
…
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、

身
識
）の
い
ず
れ
か
と
と
も
に
起
こ
る
識
、す
な
わ
ち
意
識（
第
六
識
）。
○
明
了
意
識
…
四
種
意
識
の
一
つ
。
相
応
意
識
と
も
。
前
五
識
を
伴
っ

て
は
た
ら
き
、
明
ら
か
に
対
象
物
を
判
断
さ
せ
る
意
識
を
い
う
。

［
訳
］
ま
た
六
識
は
、
見
る
こ
と
を
眼
識
と
し
、
聞
く
こ
と
を
耳
識
と
し
、
嗅
ぐ
こ
と
を
鼻
識
と
し
、
味
わ
う
こ
と
を
舌
識
と
し
、
触
れ
る
こ
と
〔
や

体
内
感
覚
す
べ
て
〕
を
身
識
と
し
て
、
意
識
と
前
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
）
と
が
同
一
の
刹
那
に
は
た
ら
い
て
い
る
。〔
五
識
が
〕

同
時
に
存
在
す
る
意
〔
識
〕
の
中
に
前
五
識
の
直
接
知
覚
の
対
象
を
認
識
す
る
と
い
う
状
況
が
あ
り
、現
量
に
は
分
別
が
は
た
ら
か
な
い
こ
と
か
ら
、

「
五
俱
の
意
識
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
ま
た
「
明
了
意
識
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。

［
補
注
］

１
　
同
時
意
〜
不
帯
名
言
…
現
量
に
は
分
別
が
は
た
ら
か
な
い
こ
と
。『
因
明
正
理
門
論
』
に
「
此
中
現
量
除
分
別
者
、
謂
若
有
智
於
色
等
境
、
遠

離
一
切
種
類
名
言
」（
大
正
蔵
三
二
・
八
ｃ
）
と
あ
る
。

⑦
［
原
文
］
第
二
刹
那
、
随
於
比
量
、
謂
言
此
青
此
黄
等
時
、
猶
為
明
了
意
識
境
名
似
帯
質
也
。
又
以
不
帯
本
質
過
未
等
境
為
独
影
境
、
以
能
縁
識

名
独
頭
意
識
也
。
亦
名
暗
意
識
也
。
此
教
深
探
立
第
八
識
、
以
為
本
識
、
七
六
已
還
名
為
転
識
。
然
七
八
二
識
、
互
為
其
根
〈
云
々
〉。

［
書
き
下
し
］
第
二
刹せ

つ

那な

に
、
比ひ

量り
ょ
うす
る
に
随し
た
がい
、「
此こ

れ
青
な
り
、
此
れ
黄
な
り
」
等な
ど

と
謂
い
て
言
う
時
を
ば
、
猶な

お
明
み
ょ
う

了り
ょ
う

意い

識し
き

と
為な

す
境
を
似じ

帯た
い

質ぜ
つ

と
名
づ
く
。
又
た
本ほ
ん

質ぜ
つ

を
帯お

び
ざ
る
過か

未み

等
の
境
を
以
て
、
独ど
く

影よ
う

境き
ょ
うと

為
し
、
能の
う

縁え
ん

の
識
を
以
て
、
独ど
く

頭ず

の
意い

識し
き

と
名
づ
く
。
亦
た
暗あ
ん

意い

識し
き

と

も
名
づ
く
。
此
の
教
え
深
く
第
八
識
を
探
立
し
、
以
て
本ほ

ん

識じ
き

と
為
し
、
七
六
已い

還か
ん

を
名
づ
け
て
転て
ん

識じ
き

と
為
す
。
然
る
に
七
八
の
二
識
は
、
互
い
に
其
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内
容
か
ら
は
「
俱
」
の
誤
写
か
と
考
え
ら
れ
る
。
○
無
記
…
善
で
も
不
善
（
悪
）
で
も
な
い
も
の
。
○
法
塵
…
六
塵
の
一
つ
。
意
根
の
対
象
で

あ
る
も
ろ
も
ろ
の
法
を
さ
す
。
○
法
相
…
教
え
の
特
質
。
一
切
の
も
の
の
真
実
の
姿
。
一
切
諸
法
の
本
性
。
こ
こ
で
は
、
唯
識
宗
で
あ
る
法
相

宗
の
こ
と
を
指
す
。

［
訳
］
ま
た
意
識
（
識
知
す
る
心
）
の
所
縁
（
認
識
す
る
対
象
）
に
は
二
種
の
法
が
あ
る
。
一
つ
目
は
〔
前
五
識
と
〕
共
通
す
る
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

前
の
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
）
の
意
識
（
識
知
す
る
心
）
と
と
も
に
所
縁
（
認
識
す
る
対
象
）
と
な
る
前
の
五
境
（
色
・
声
・
香
・

味
・
所
触
）
で
あ
る
。
二
つ
目
は
〔
前
五
識
と
〕
別
の
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
五
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
）
と
同
時
に
生
起
す
る

が
、〔
五
識
の
対
象
と
な
る
法
と
は
別
に
、
意
識
が
〕
独
自
に
善
悪
無
記
を
分
別
す
る
対
境
で
あ
る
。
法
相
宗
の
諸
説
は
略
ぼ
こ
の
よ
う
な
内
容
で

あ
る
。

［
補
注
］

１
　
雖
五
識
〜
法
塵
也
…
意
識
に
は
五
倶
意
識
（
五
識
と
同
時
に
生
起
す
る
意
識
）
と
不
倶
意
識
（
五
識
と
同
時
に
生
起
し
な
い
意
識
）
が
あ
り
、

前
者
に
は
五
同
縁
意
識
（
五
識
と
同
じ
対
象
を
認
識
す
る
意
識
）
と
不
同
縁
意
識
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

⑨
［
原
文
］
三
楞
厳
会
上
顕
於
真
実
法
相
法
性
、
永
異
前
二
。
夫
一
切
諸
宗
所
立
法
相
、
未
顕
著
故
。
筌
第
有
帯
＊

、
魚
㝹
難
得
。
殊
不
能
知
、
窮

立
法
相
即
是
法
性
真
心
之
体
、
遂
令
法
相
之
外
更
覓
於
法
性
。
痛
哉
、
々
々
。
応
知
、
楞
厳
根
有
二
種
、
一
者
色
根
、
二
者
心
根
。
於
色
根
中
前
五

全
同
倶
舎
唯
識
。

［
書
き
下
し
］
三
に
、
楞

り
ょ
う

厳ご
ん

会え

上じ
ょ
うに

、
真し
ん

実じ
つ

の
法ほ
っ

相そ
う

・
法ほ
っ

性し
ょ
うを

顕あ
ら

わ
す
こ
と
、
永ま
っ
たく

前
の
二
に
異
な
る
。
夫そ

れ
一
切
諸
宗
の
立
つ
る
所
の
法
相
、
未

だ
顕け

ん

著ち
ょ

な
ら
ざ
る
が
故ゆ
え

に
。
筌せ
ん

第て
い

に
滞
と
ど
こ
お

＊

り
有
れ
ば
、
魚ぎ
ょ

㝹ど
う

得え

難が
た

し
。
殊こ
と

に
知
る
こ
と
能あ
た

わ
ず
、
窮
め
て
法
相
を
立
て
て
即
ち
是
れ
法
性
真
心
の
体

な
り
と
い
え
ば
、
遂つ

い

に
法
相
の
外
に
更
に
法
性
を
覓も
と

め
し
む
る
を
。
痛か
な

し
き
哉か
な

、
痛か
な

し
き
哉か
な

。
応ま
さ

に
知
る
べ
し
、
楞
り
ょ
う

厳ご
ん

の
根
に
二
種
有
り
、
一
は
色し
き

根こ
ん

、
二
は
心し
ん

根こ
ん

。
色
根
中
に
於
い
て
前
の
五
は
全
く
倶く

舎し
ゃ

・
唯ゆ
い

識し
き

に
同
じ
。

○
楞
厳
会
上
…
『
首
楞
厳
経
』
が
説
か
れ
た
場
。
楞
厳
は
首
楞
厳
、
一
切
事
究
竟
堅
固
の
意
。
す
べ
て
の
物
事
に
た
い
し
、
そ
の
奥
源
を
極
め
、

破
滅
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。
○
法
性
…
諸
法
の
真
実
な
る
本
性
。
○
顕
著
…
は
っ
き
り
現
れ
る
。
○
筌
第
有
帯
、
魚
㝹
難
得
…
筌
第
有
滞
、

魚
㝹
難
得
。「
得
魚
忘
筌
」「
得
兎
忘
蹄
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
［
補
１
］。
○
筌
第
…
筌
蹄
。「
荃
」
は
魚
を
、「
蹄
」
は
兎
を
捕
え
る
罠
。
経
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典
の
語
句
を
「
魚
兎
」
を
と
ら
え
る
筌
蹄
に
た
と
え
て
い
る
。
○
帯
…
国
文
研
本
は
「
滞
」。
書
き
下
し
文
で
「
滞
」
に
改
め
る
。
○
魚
㝹
…

魚
兎
。
魚
と
う
さ
ぎ
。
○
㝹
…
㝹
は
䨲
の
略
字
。
う
さ
ぎ
の
子
。
○
法
相
…
教
え
の
特
質
。
一
切
の
も
の
の
真
実
の
姿
。
一
切
諸
法
の
本
性
。

○
真
心
之
体
…
［
補
２
］。
○
真
心
…
対
立
を
超
え
た
真
の
心
。
○
色
根
…
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
の
五
根
。
○
心
根
…
根
本
の
心
。

心
の
こ
と
。
○
倶
舎
…
倶
舎
宗
。
○
唯
識
…
唯
識
宗
。
法
相
宗
。

［
訳
］
第
三
〔
の
説
〕
に
、
楞
厳
会
上
で
は
、
真
の
法
の
あ
り
さ
ま
・
本
性
を
明
ら
か
に
す
る
仕
方
は
、
先
の
〔
薩
婆
多
宗
と
唯
識
宗
の
〕
二
つ
の

立
場
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
一
切
諸
宗
が
立
て
る
法
相
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
罠
に
気
を
取
ら
れ
れ

ば
、
言
〔
葉
（
罠
）
を
忘
れ
て
〕
意
（
魚
）
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
、
突
き
詰
め
て
「
法
相
」
を
立
て
、
そ
れ
こ
そ

が
法
性
真
心
の
体
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
結
果
〔
人
々
は
〕「
法
相
」
の
外
に
更
に
「
法
性
」
な
る
も
の
を
探
し
も
と
め
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
。
な
ん
と
も
痛
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
以
下
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。『
首
楞
厳
経
』
に
説
く
根
に
は
二
種
あ
る
。

第
一
が
色
根
（
前
五
根
の
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
）
で
あ
り
、
第
二
は
心
根
（
第
六
意
根
）
で
あ
る
。
色
根
中
の
前
五
〔
根
〕
は
倶
舎
・

唯
識
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
筌
第
有
帯
、
魚
㝹
難
得
…
筌
第
有
滞
、
魚
㝹
難
得
。『
荘
子
』「
外
物
」
に
「
筌
者
所
以
在
魚
、
得
魚
而
忘
筌
。
蹄
者
所
以
在
兎
、
得
兔
而
忘
蹄
」

と
あ
る
故
事
を
踏
ま
え
る
。
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
〜
八
四
一
）『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
巻
一
に
「
不
滞
筌
蹄
、
忘
詮
得
意
」（
続
蔵
一
四
・

二
二
九
ｄ
）
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。

２
　
真
心
之
体
…
子
璿
（
九
六
五
〜
一
〇
三
八
）『
首
楞
厳
義
疏
注
経
』「
一
迷
為
心
。
決
定
惑
為
色
身
之
内
。
不
知
色
身
外
洎
山
河
虚
空
大
地
、
咸

是
妙
明
真
心
中
物
棄
之
大
海
。
唯
認
浮
漚
。
迷
中
倍
人
、
真
可
怜
愍
。
二
顕
示
真
心
者
、
真
心
之
体
本
周
法
界
。
非
妄
非
真
、
絶
言
離
相
、
能
摂

一
切
世
間
出
世
間
法
」（
大
正
蔵
三
九
・
八
三
八
ｂ
）
と
あ
り
、『
宗
鏡
録
』「
楞
伽
経
云
、
寂
滅
者
名
為
一
心
。
一
心
者
、
名
如
来
蔵
。
能
遍
興
造

一
切
趣
生
。
造
善
造
悪
、
受
苦
受
楽
、
果
与
因
倶
。
故
知
一
切
無
非
心
也
。
全
揀
門
摂
前
第
二
破
相
教
。
全
収
門
摂
前
第
一
説
相
教
。
将
前
望
此
、

此
則
迥
異
於
前
。
将
此
望
前
、
前
則
全
同
於
此
。
深
必
該
浅
、
浅
不
至
深
。
深
者
直
顕
出
真
心
之
体
」（
大
正
蔵
四
八
・
六
一
五
ｃ
〜
六
一
六
ａ
）

と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
か
。
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内
容
か
ら
は
「
俱
」
の
誤
写
か
と
考
え
ら
れ
る
。
○
無
記
…
善
で
も
不
善
（
悪
）
で
も
な
い
も
の
。
○
法
塵
…
六
塵
の
一
つ
。
意
根
の
対
象
で

あ
る
も
ろ
も
ろ
の
法
を
さ
す
。
○
法
相
…
教
え
の
特
質
。
一
切
の
も
の
の
真
実
の
姿
。
一
切
諸
法
の
本
性
。
こ
こ
で
は
、
唯
識
宗
で
あ
る
法
相

宗
の
こ
と
を
指
す
。

［
訳
］
ま
た
意
識
（
識
知
す
る
心
）
の
所
縁
（
認
識
す
る
対
象
）
に
は
二
種
の
法
が
あ
る
。
一
つ
目
は
〔
前
五
識
と
〕
共
通
す
る
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

前
の
五
識
（
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
）
の
意
識
（
識
知
す
る
心
）
と
と
も
に
所
縁
（
認
識
す
る
対
象
）
と
な
る
前
の
五
境
（
色
・
声
・
香
・

味
・
所
触
）
で
あ
る
。
二
つ
目
は
〔
前
五
識
と
〕
別
の
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
五
識
（
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
）
と
同
時
に
生
起
す
る

が
、〔
五
識
の
対
象
と
な
る
法
と
は
別
に
、
意
識
が
〕
独
自
に
善
悪
無
記
を
分
別
す
る
対
境
で
あ
る
。
法
相
宗
の
諸
説
は
略
ぼ
こ
の
よ
う
な
内
容
で

あ
る
。

［
補
注
］

１
　
雖
五
識
〜
法
塵
也
…
意
識
に
は
五
倶
意
識
（
五
識
と
同
時
に
生
起
す
る
意
識
）
と
不
倶
意
識
（
五
識
と
同
時
に
生
起
し
な
い
意
識
）
が
あ
り
、

前
者
に
は
五
同
縁
意
識
（
五
識
と
同
じ
対
象
を
認
識
す
る
意
識
）
と
不
同
縁
意
識
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

⑨
［
原
文
］
三
楞
厳
会
上
顕
於
真
実
法
相
法
性
、
永
異
前
二
。
夫
一
切
諸
宗
所
立
法
相
、
未
顕
著
故
。
筌
第
有
帯
＊

、
魚
㝹
難
得
。
殊
不
能
知
、
窮

立
法
相
即
是
法
性
真
心
之
体
、
遂
令
法
相
之
外
更
覓
於
法
性
。
痛
哉
、
々
々
。
応
知
、
楞
厳
根
有
二
種
、
一
者
色
根
、
二
者
心
根
。
於
色
根
中
前
五

全
同
倶
舎
唯
識
。

［
書
き
下
し
］
三
に
、
楞

り
ょ
う

厳ご
ん

会え

上じ
ょ
うに

、
真し
ん

実じ
つ

の
法ほ
っ

相そ
う

・
法ほ
っ

性し
ょ
うを

顕あ
ら

わ
す
こ
と
、
永ま
っ
たく

前
の
二
に
異
な
る
。
夫そ

れ
一
切
諸
宗
の
立
つ
る
所
の
法
相
、
未

だ
顕け

ん

著ち
ょ

な
ら
ざ
る
が
故ゆ
え

に
。
筌せ
ん

第て
い

に
滞
と
ど
こ
お

＊

り
有
れ
ば
、
魚ぎ
ょ

㝹ど
う

得え

難が
た

し
。
殊こ
と

に
知
る
こ
と
能あ
た

わ
ず
、
窮
め
て
法
相
を
立
て
て
即
ち
是
れ
法
性
真
心
の
体

な
り
と
い
え
ば
、
遂つ

い

に
法
相
の
外
に
更
に
法
性
を
覓も
と

め
し
む
る
を
。
痛か
な

し
き
哉か
な

、
痛か
な

し
き
哉か
な

。
応ま
さ

に
知
る
べ
し
、
楞
り
ょ
う

厳ご
ん

の
根
に
二
種
有
り
、
一
は
色し
き

根こ
ん

、
二
は
心し
ん

根こ
ん

。
色
根
中
に
於
い
て
前
の
五
は
全
く
倶く

舎し
ゃ

・
唯ゆ
い

識し
き

に
同
じ
。

○
楞
厳
会
上
…
『
首
楞
厳
経
』
が
説
か
れ
た
場
。
楞
厳
は
首
楞
厳
、
一
切
事
究
竟
堅
固
の
意
。
す
べ
て
の
物
事
に
た
い
し
、
そ
の
奥
源
を
極
め
、

破
滅
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
。
○
法
性
…
諸
法
の
真
実
な
る
本
性
。
○
顕
著
…
は
っ
き
り
現
れ
る
。
○
筌
第
有
帯
、
魚
㝹
難
得
…
筌
第
有
滞
、

魚
㝹
難
得
。「
得
魚
忘
筌
」「
得
兎
忘
蹄
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
［
補
１
］。
○
筌
第
…
筌
蹄
。「
荃
」
は
魚
を
、「
蹄
」
は
兎
を
捕
え
る
罠
。
経
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⑩
［
原
文
］
首
経
四
云
、
知
精
映
法
、
攬
法
成
根
。
根
元
目
為
清
浄
四
大
。
名
為
意
思
、
如
幽
室
見
。
浮
根
〈
浮
根
者
扶
根
也
〉
四
塵
、
流
逸
奔
法

〈
已
上
〉。

［
書
き
下
し
］『
首し

ゅ

経き
ょ
う』
四
に
云
く
、「
知ち

の
精し
ょ
う、
法ほ
う

を
映え
い

じ
、
法
を
攬と

り
て
根
と
成
す
。
根
の
元
を
目な
づ

け
て
清
し
ょ
う

浄じ
ょ
うの
四し

大だ
い

と
為な

す
。
名な
づ

け
て
意い

思し

と

為
し
、
幽ゆ

う

室し
つ

よ
り
見
る
が
如ご
と

し
。
浮ふ

根こ
ん

〈
浮
根
は
扶ふ

根こ
ん

な
り
〉
の
四し

塵じ
ん

、
流る

逸い
つ

し
て
法
に
奔は
し

る
〈
已
上
〉」
と
。

○
首
経
四
云
〜
仮
成
此
身
已
上
…
［
補
１
］。
○
首
経
四
云
〜
四
塵
流
逸
奔
法
…
［
補
２
］。
○
四
大
…
地
水
火
風
。
○
意
思
…
こ
こ
ろ
の
思
い
。

○
浮
根
…
扶
根
。
扶ぶ

塵じ
ん

根こ
ん

の
こ
と
。
眼
球
・
耳
孔
な
ど
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
身
体
的
な
器
官
。
勝
義
根
（
肉
体
内
部
の
対
象
を
と
ら
え
る
は

た
ら
き
を
す
る
も
の
）
の
対
。
○
四
塵
…
色
・
香
・
味
・
触
の
四
つ
の
対
象
。
○
流
逸
…
流
散
。
流
れ
ち
る
。

［
訳
］『
首
楞
厳
経
』
四
巻
に
い
う
、「
知
る
と
い
う
は
た
ら
き
の
本
性
が
法
を
映
し
だ
し
、
そ
の
法
〔
と
い
う
体
境
〕
を
構
成
し
て
〔
意
〕
根
（
知

覚
の
器
官
）
と
す
る
。〔
意
〕
根
の
根
源
が
、「
清
浄
の
四
大
」（
勝
義
根
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
意
思
と
名
づ
け
、
あ
た
か
も
奥
の
静
ま
っ
た
部
屋
〔
の

中
か
ら
外
を
の
ぞ
き
〕
見
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
物
質
的
な
根
で
あ
る
〕
浮
根
〈
浮
根
は
扶
根
で
あ
る
〉
の
四
大
が
流
れ
出
し
て
法も

の

へ
と
突
っ

走
る
の
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。
　

［
補
注
］

１
　
首
経
四
云
〜
仮
成
此
身
已
上
…
浄
土
宗
の
良
忠
（
然
阿
、記
主
禅
師
、一
一
九
九
〜
一
二
八
七
）『
観
念
法
門
私
記
』
に
、「
直
入
心
王
等
者
、問
、

今
言
心
王
者
、
色
心
中
何
耶
。
答
、
是
色
根
而
非
意
識
。
以
下
文
云
如
紅
蓮
花
故
。
心
根
決
疑
章
云
、
首
楞
厳
経
四
云
、
知
精
映
法
、
攬
法
成
根
。

根
元
目
為
清
浄
四
大
。
因
名
意
思
、
如
幽
室
見
。
浮
根
〈
浮
根
者
扶
根
也
〉
四
塵
、
流
逸
奔
法
已
上
。
資
中
云
、
前
五
根
種
、
妄
覚
為
性
、
意
根

同
此
四
大
何
妨
。
若
不
許
色
為
意
根
者
、
何
乃
畏
労
心
破
、
将
薬
補
養
還
得
増
強
故
。
所
依
根
、
定
兼
其
色
相
、
如
蓮
華
。
現
量
所
得
、
如
世
養

虫
、
食
人
心
肝
。
豈
無
形
質
〈
云
云
〉。
不
遇
此
典
、
誰
識
因
由
。
諸
経
不
言
、
非
無
此
意
。
相
承
学
者
、
闕
此
不
知
。
又
孤
山
云
、
此
取
肉
団

心
根
、
為
慮
知
之
所
託
也
。
正
法
念
経
云
、
如
蓮
華
開
合
。
円
覚
経
云
、
六
根
四
大
中
外
合
成
。
宗
密
疏
云
、
四
大
為
中
、
六
根
為
外
、
内
外
和

合
、
仮
成
此
身
〈
已
上
〉」（
浄
全
四
・
二
四
四
ｂ
）
と
あ
り
、『
心
根
決
疑
章
』
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

２
　
首
経
四
云
〜
四
塵
流
逸
奔
法
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
四
「
知
精
映
法
、
覧
法
成
根
。
根
元
目
為
清
浄
四
大
。
因
名
意
思
、
如
幽
室
見
。
浮
根
四
塵
、

流
逸
奔
法
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
三
ｂ
）
と
あ
る
。
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⑪
［
原
文
］
資
中
云
、
前
五
種
根
、
妄
覚
為
性
、
意
根
同
此
四
大
何
妨
。
若
不
許
色
為
意
根
者
、
何
乃
畏
労
心
破
、
将
薬
補
養
。
還
得
増
強
故
。
所

依
根
、
定
兼
其
色
相
、
如
是
蓮
花
、
現
量
所
得
。
如
世
養
＊

䖝
食
人
心
肝
。
豈
無
形
質
。
不
逢
此
典
、
誰
識
因
由
。
諸
経
不
言
、
非
無
此
意
。
相
承

学
者
、
闕
此
不
知
。
又
孤
山
云
、
此
取
肉
団
心
根
、
為
慮
知
之
所
託
也
。
正
法
念
経
云
、
如
蓮
花
開
合
者
是
也
。
今
便
引
処
々
之
文
、
弥
顕
釈
成
。

［
書
き
下
し
］
資し

中ち
ゅ
うに

云い
わ

く
、「
前
の
五
種
根
、
妄も
う

覚か
く

を
性
と
為
す
、
意い

根こ
ん

此
の
四し

大だ
い

と
同
じ
く
、
何な
に

を
か
妨さ
ま
たげ

ん
。
若も

し
色
を
意
根
と
為な

す
を
許
さ

れ
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
乃す

な
わち
畏お
そ

れ
労ろ
う

し
て
心
破は

す
る
に
、
薬
を
将
っ
て
補お
ぎ
ない
養や
し
なわ
ん
。
還か
え

っ
て
増ぞ
う

強き
ょ
うな
る
こ
と
得
る
が
故
な
り
。
所し
ょ

依え

の
根
、
定さ
だ

め
て
其

の
色
相
を
兼か

ね
、
是
の
蓮
花
の
如
き
こ
と
、
現げ
ん

量り
ょ
うの

所し
ょ

得と
く

な
り
。
世
の
恙
つ
つ
が

＊

の
䖝
の
、
人
の
心し
ん

肝か
ん

を
食
ら
う
が
如
し
。
豈あ

に
形
ぎ
ょ
う

質ぜ
つ

無
か
ら
ん
や
」
と
。

此
の
典
に
逢あ

わ

ざ
れ
ば
、
誰
か
因い
ん

由ゆ

を
識し

ら
ん
。
諸し
ょ

経き
ょ
う

言
わ
ざ
る
も
、
此
の
意
、
無
き
に
非
ず
。
相そ
う

承じ
ょ
うの
学
者
、
此
を
闕か

き
知
ら
ず
。
又
た
孤こ

山ざ
ん

云
く
、

「
此こ

こ

に
肉に
く

団だ
ん

の
心し
ん

根こ
ん

を
取
り
て
、
慮り
ょ

知ち

の
所し
ょ

託た
く

と
為
す
。『
正
し
ょ
う

法ぼ
う

念ね
ん

経き
ょ
う』

に
「
蓮
花
の
開か
い

合ご
う

の
如
し
」
と
云
う
は
是こ

れ
な
り
」
と
。
今
ま
便す
な
わち

処し
ょ

々し
ょ

の

文も
ん

を
引
き
、
弥い
よ

い
よ
顕あ
き

ら
め
釈
し
ゃ
く

成じ
ょ
うせ
ん
。

○
資
中
云
、
前
五
種
根
〜
豈
無
形
質
…
［
補
１
］。
○
資
中
…
唐
代
の
資
中
弘
沇
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
［
補
２
］。
○
五
種
根
…
眼
根
、
耳

根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
の
五
根
。
○
妄
覚
…
妄
想
覚
観
の
略
。
相
対
的
な
立
場
に
も
と
づ
く
ま
ち
が
っ
た
見
方
。
○
性
…
本
質
。
○
意
根
…

六
根
の
一
。
知
覚
の
器
官
。
○
何
乃
…
何
故
。
○
増
強
…
ま
す
ま
す
強
く
す
る
。
○
所
依
…
よ
り
ど
こ
ろ
。
○
現
量
…
直
接
知
を
得
る
過
程
と
、

な
ら
び
に
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
智
。
感
覚
器
官
と
外
界
の
事
物
の
接
触
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
○
養
䖝
食
人
心
肝
…
養
恙

食
人
心
肝
［
補
３
］。
○
養
…
恐
ら
く
は
恙
の
誤
写
。
書
き
下
し
で
は
「
恙
」
に
改
め
る
［
補
４
］。
○
形
質
…
か
ら
だ
。
○
因
由
…
原
因
。
由

来
。
○
相
承
…
受
け
嗣
ぐ
こ
と
。
○
孤
山
云
、
此
取
肉
団
〜
知
之
所
託
也
…
［
補
５
］。
○
孤
山
…
天
台
宗
山
外
派
の
孤
山
智
円
（
九
七
六
〜

一
〇
二
二
）
の
こ
と
［
補
６
］。
○
肉
団
…
肉
団
心
。
心
臓
の
こ
と
。
○
心
根
…
根
本
の
心
。
心
の
こ
と
。
○
慮
知
…
思
慮
分
別
。
○
正
法
念

経
云
、
如
蓮
花
開
合
…
［
補
７
］。
○
正
法
念
経
…
元
魏
・
般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
の
こ
と
。
○
釈
成
…
解
説
。

［
訳
］『〔
楞
厳
経
〕
疏
』（
資
中
疏
）
に
言
う
、「
前
の
五
種
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
）
は
妄
覚
を
本
性
と
す
る
、
意
根
（
知
覚
の

器
官
）
も
こ
の
四
大
同
様
、
何
の
問
題
が
あ
ろ
う
か
。
も
し
色
が
意
根
（
知
覚
の
器
官
）
で
は
な
い
と
い
う
な
ら
、
ど
う
し
て
恐
れ
た
り
気
を
も
ん

だ
り
し
て
心
が
破
れ
た
際
に
、〔
色
か
ら
な
る
〕
薬
で
養
生
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。〔
実
際
に
は
そ
の
効
に
よ
り
、〕
体
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

拠
り
ど
こ
ろ
と
な
る
〔
意
〕
根
が
必
ず
そ
の
色
相
を
具
え
て
お
り
、
そ
れ
が
蓮
花
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
は
、
直
接
知
覚
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
で

あ
る
。
ま
た
、
世
に
「
恙つ

つ
がと

い
う
虫
が
人
の
心
肝
を
食
べ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
、〔
意
根
に
〕
形
が
な
い
な
ど
と
い
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⑩
［
原
文
］
首
経
四
云
、
知
精
映
法
、
攬
法
成
根
。
根
元
目
為
清
浄
四
大
。
名
為
意
思
、
如
幽
室
見
。
浮
根
〈
浮
根
者
扶
根
也
〉
四
塵
、
流
逸
奔
法

〈
已
上
〉。

［
書
き
下
し
］『
首し

ゅ

経き
ょ
う』
四
に
云
く
、「
知ち

の
精し
ょ
う、
法ほ
う

を
映え
い

じ
、
法
を
攬と

り
て
根
と
成
す
。
根
の
元
を
目な
づ

け
て
清
し
ょ
う

浄じ
ょ
うの
四し

大だ
い

と
為な

す
。
名な
づ

け
て
意い

思し

と

為
し
、
幽ゆ

う

室し
つ

よ
り
見
る
が
如ご
と

し
。
浮ふ

根こ
ん

〈
浮
根
は
扶ふ

根こ
ん

な
り
〉
の
四し

塵じ
ん

、
流る

逸い
つ

し
て
法
に
奔は
し

る
〈
已
上
〉」
と
。

○
首
経
四
云
〜
仮
成
此
身
已
上
…
［
補
１
］。
○
首
経
四
云
〜
四
塵
流
逸
奔
法
…
［
補
２
］。
○
四
大
…
地
水
火
風
。
○
意
思
…
こ
こ
ろ
の
思
い
。

○
浮
根
…
扶
根
。
扶ぶ

塵じ
ん

根こ
ん

の
こ
と
。
眼
球
・
耳
孔
な
ど
の
よ
う
に
目
に
見
え
る
身
体
的
な
器
官
。
勝
義
根
（
肉
体
内
部
の
対
象
を
と
ら
え
る
は

た
ら
き
を
す
る
も
の
）
の
対
。
○
四
塵
…
色
・
香
・
味
・
触
の
四
つ
の
対
象
。
○
流
逸
…
流
散
。
流
れ
ち
る
。

［
訳
］『
首
楞
厳
経
』
四
巻
に
い
う
、「
知
る
と
い
う
は
た
ら
き
の
本
性
が
法
を
映
し
だ
し
、
そ
の
法
〔
と
い
う
体
境
〕
を
構
成
し
て
〔
意
〕
根
（
知

覚
の
器
官
）
と
す
る
。〔
意
〕
根
の
根
源
が
、「
清
浄
の
四
大
」（
勝
義
根
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
意
思
と
名
づ
け
、
あ
た
か
も
奥
の
静
ま
っ
た
部
屋
〔
の

中
か
ら
外
を
の
ぞ
き
〕
見
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。〔
物
質
的
な
根
で
あ
る
〕
浮
根
〈
浮
根
は
扶
根
で
あ
る
〉
の
四
大
が
流
れ
出
し
て
法も

の

へ
と
突
っ

走
る
の
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。
　

［
補
注
］

１
　
首
経
四
云
〜
仮
成
此
身
已
上
…
浄
土
宗
の
良
忠
（
然
阿
、記
主
禅
師
、一
一
九
九
〜
一
二
八
七
）『
観
念
法
門
私
記
』
に
、「
直
入
心
王
等
者
、問
、

今
言
心
王
者
、
色
心
中
何
耶
。
答
、
是
色
根
而
非
意
識
。
以
下
文
云
如
紅
蓮
花
故
。
心
根
決
疑
章
云
、
首
楞
厳
経
四
云
、
知
精
映
法
、
攬
法
成
根
。

根
元
目
為
清
浄
四
大
。
因
名
意
思
、
如
幽
室
見
。
浮
根
〈
浮
根
者
扶
根
也
〉
四
塵
、
流
逸
奔
法
已
上
。
資
中
云
、
前
五
根
種
、
妄
覚
為
性
、
意
根

同
此
四
大
何
妨
。
若
不
許
色
為
意
根
者
、
何
乃
畏
労
心
破
、
将
薬
補
養
還
得
増
強
故
。
所
依
根
、
定
兼
其
色
相
、
如
蓮
華
。
現
量
所
得
、
如
世
養

虫
、
食
人
心
肝
。
豈
無
形
質
〈
云
云
〉。
不
遇
此
典
、
誰
識
因
由
。
諸
経
不
言
、
非
無
此
意
。
相
承
学
者
、
闕
此
不
知
。
又
孤
山
云
、
此
取
肉
団

心
根
、
為
慮
知
之
所
託
也
。
正
法
念
経
云
、
如
蓮
華
開
合
。
円
覚
経
云
、
六
根
四
大
中
外
合
成
。
宗
密
疏
云
、
四
大
為
中
、
六
根
為
外
、
内
外
和

合
、
仮
成
此
身
〈
已
上
〉」（
浄
全
四
・
二
四
四
ｂ
）
と
あ
り
、『
心
根
決
疑
章
』
の
一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

２
　
首
経
四
云
〜
四
塵
流
逸
奔
法
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
四
「
知
精
映
法
、
覧
法
成
根
。
根
元
目
為
清
浄
四
大
。
因
名
意
思
、
如
幽
室
見
。
浮
根
四
塵
、

流
逸
奔
法
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
二
三
ｂ
）
と
あ
る
。
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え
よ
う
か
〔
色
か
ら
な
る
虫
が
食
べ
る
の
だ
か
ら
、
意
根
も
当
然
色
か
ら
な
る
〕」
と
。
こ
の
経
典
に
出
会
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
か
か
る
理
由
を

誰
が
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
余
他
の
〕
諸
経
に
こ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
、
こ
の
意
味
が
な
い
か
ら
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
受

け
継
い
だ
学
者
が
、
こ
の
こ
と
を
失
い
知
ら
な
い
の
だ
。
ま
た
孤
山
智
円
が
〔『
請
観
音
経
疏
闡
義
鈔
』
で
〕
言
っ
て
い
る
、「
こ
こ
に
肉
団
心
（
心

臓
）
と
い
う
心
根
が
あ
り
、慮
知
（
思
慮
分
別
）
の
拠
り
所
で
あ
る
。『
正
法
念
処
経
』
に
、「〔
心
は
〕
蓮
花
が
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
よ
う
に
〔
朝

に
は
開
き
夜
に
は
閉
じ
る
〕」
と
言
う
の
は
、
こ
の
こ
と
な
の
だ
」
と
。
こ
こ
で
様
々
な
文
を
引
用
し
て
、
徐
々
に
明
か
し
解
説
し
て
い
こ
う
。

［
補
注
］

１
　
資
中
云
、前
五
種
根
〜
還
得
増
強
…
…
唐
代
、資
中
弘
沇
撰
述
の
『〔
楞
厳
経
〕
疏
』（
資
中
疏
）
か
ら
の
引
用
。
た
だ
し
、『〔
楞
厳
経
〕
疏
』（
資

中
疏
）
は
現
存
し
な
い
。

２
　
資
中
…
唐
代
の
資
中
弘
沇
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
六
「
義
解
篇
第
二
之
三
」「
唐
京
師
崇
福
寺
惟
慤
伝
」
に
「
一
説
楞
厳

経
、
初
是
荊
州
度
門
寺
神
秀
禅
師
、
在
内
時
得
本
。
後
因
館
陶
沙
門
慧
震
、
於
度
門
寺
伝
出
、
慤
遇
之
著
疏
解
之
。
後
有
弘
沇
法
師
者
。
蜀
人
也
。

作
義
章
、
開
釈
此
経
、
号
資
中
疏
。
其
中
亦
引
震
法
師
義
例
、
似
有
今
古
之
説
」（
大
正
蔵
五
〇
・
七
三
八
ｃ
）
と
あ
る
。

３
　
養
䖝
食
人
心
肝
…
養
は
恙
の
誤
字
。
恙
は
人
の
心
を
食
う
害
虫
。『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
五
（
六
二
四
年
）
疾
の
章
に
、「
風
俗
通
曰
、
無
恙
、

俗
説
疾
也
。
凡
人
相
見
及
書
問
者
曰
、
無
疾
耶
。
按
上
古
之
時
、
草
居
路
宿
、
恙
噬
虫
也
。
食
人
心
。
凡
相
労
問
者
曰
、
無
恙
乎
。
非
為
疾
也
」

と
あ
り
、
慧
琳
（
七
三
七
〜
八
二
〇
）『
一
切
経
音
義
』
巻
三
十
二
に
玄
応
の
音
義
を
引
用
し
「
無
恙
〈
以
尚
反
。
爾
雅
云
、
恙
憂
也
。
孫
炎
曰
、

恙
病
之
憂
也
。
案
易
伝
云
、
上
古
草
居
露
宿
、
恙
噬
虫
也
。
善
食
人
心
、
凡
相
労
問
、
無
恙
乎
。
復
因
以
為
病
也
〉。」（
大
正
蔵
五
四
・
五
二
三
ａ
）

と
あ
る
。『
心
根
決
疑
章
』
を
引
用
し
た
良
忠
『
観
念
法
門
私
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
聖
聰
（
一
三
六
六
〜
一
四
四
〇
）『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』

に
は
「
如
世
養
虫
者
、
不
知
。
若
可
尋
医
道
也
」（
浄
全
四
・
二
八
四
ｂ
）
と
あ
り
、「
養
虫
」
つ
い
て
は
解
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
浄
土
宗

典
籍
に
お
け
る
『
心
根
決
疑
章
』
の
引
用
と
そ
の
後
の
受
用
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
を
設
け
た
い
。

４
　
養
…
『
肇
論
疏
』
巻
中
に
引
か
れ
る
『
易
伝
』
に
は
「
上
古
患
恙
虫
食
其
心
」（
大
正
蔵
四
五
・
一
八
四
ｃ
）
と
あ
り
、「
養
䖝
食
人
心
肝
」
と

殆
ど
同
じ
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
き
下
し
文
で
は
「
養
虫
」
を
「
恙
虫
」
と
改
め
て
表
記
し
た
。

５
　
孤
山
云
、
此
取
肉
団
〜
知
之
所
託
也
…
孤
山
智
円
『
請
観
音
経
疏
闡
義
鈔
』「
赤
肉
心
即
肉
団
心
。
正
法
念
経
中
、
如
蓮
華
昼
開
夜
合
。
即
此

心
蔵
也
。
俗
書
謂
之
方
寸
。
以
此
心
蔵
唯
方
一
寸
故
。
然
為
慮
知
之
所
託
附
故
」（
大
正
蔵
三
九
・
九
九
八
ｃ
）。
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６
　
孤
山
…
天
台
宗
山
外
派
の
孤
山
智
円（
九
七
六
〜
一
〇
二
二
）の
こ
と
。杭
州
銭
塘
県
の
徐
氏
。天
台
教
学
を
修
し
、山
家
派
の
四
明
知
礼（
九
六
〇

〜
一
〇
二
八
）
ら
と
論
争
を
繰
り
広
げ
た
。
一
方
、
儒
・
仏
・
道
三
教
の
融
和
統
合
を
説
く
「
三
教
合
一
論
」
を
展
開
し
た
。
晩
年
、
西
湖
の
孤

山
（
杭
州
市
西
方
）
に
住
し
た
。
著
述
は
二
十
部
余
、
百
二
十
巻
余
り
に
及
ぶ
。

７
　
正
法
念
経
云
、
如
蓮
花
開
合
…
『
正
法
念
処
経
』
巻
六
四
「
身
念
処
品
七
」
に
、「
心
如
蓮
花
、
昼
則
開
張
、
無
日
光
故
、
夜
則
還
合
、
心
亦

如
是
」（
大
正
蔵
一
七
・
三
八
三
ａ
）
と
あ
る
。
た
だ
し
、『
心
根
決
疑
章
』
で
は
、
孤
山
智
円
『
請
観
音
経
疏
闡
義
鈔
』
そ
の
ま
ま
の
引
用
で
は

な
く
、「
正
法
念
経
云
、
如
蓮
華
開
合
者
是
也
」
と
略
し
て
い
る
が
、
宋
代
・
思
坦
『
楞
厳
経
集
註
』
巻
四
「
正
法
念
経
云
、
如
蓮
華
開
合
者
是
也
」

（
続
蔵
三
九
八
・
一
二
〇
ａ
）
な
ど
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
［
原
文
］
円
覚
経
云
、
六
根
四
大
、
中
外
合
成
。
宗
密
疏
云
、
四
大
為
中
、
六
根
為
外
、
内
外
和
合
、
仮
成
此
身
〈
已
上
〉。
依
此
経
文
、
非
云

六
根
俱
是
四
大
耶
。
但
宗
密
所
釈
、
雖
似
順
経
、
見
於
後
文
所
釈
之
意
、
於
此
文
謂
言
惣
意
別
歟
。
故
下
疏
云
、
然
八
識
中
不
言
第
七
者
、
義
当
見

聞
等
塵
根
也
。

［
書
き
下
し
］『
円え

ん

覚が
く

経き
ょ
う』

に
云い
わ

く
、「
六ろ
っ

根こ
ん

と
四し

大だ
い

と
、
中
外
合ご
う

成じ
ょ
うせ

り
」
と
。
宗
し
ゅ
う

密み
つ

『
疏そ

』
に
云い
わ

く
、「
四
大
を
中
と
為な

し
、
六
根
を
外
と
為な

し
、

内な
い

外げ

和わ

合ご
う

し
て
、
仮
に
此
の
身
を
成な

せ
り
〈
已
上
〉」
と
。
此
の
経
き
ょ
う

文も
ん

に
依よ

れ
ば
、
六
根
俱と
も

に
是
れ
四
大
な
り
と
云
う
に
非
ず
や
。
但た

だ
宗
し
ゅ
う

密み
つ

の
釈
し
ゃ
く

す
る
所
、
経
に
順じ
ゅ
んじ
て
似
る
と
雖い
え
ども
、
後
文
の
釈
す
る
所
の
意
を
見
る
に
、
此
の
文
に
於
い
て
言
惣
意
別
と
謂
う
か
。
故ゆ
え

に
下
疏
に
云
く
、「
然し
か

る

に
八
識
中
に
第
七
を
言
は
ざ
る
こ
と
、
義ぎ

は
見け
ん

聞も
ん

等
の
塵じ
ん

根こ
ん

に
当あ

た
れ
り
」
と
。

○
円
覚
経
云
、
六
根
四
大
、
中
外
合
成
…
［
補
１
］。
○
宗
密
疏
云
〜
仮
成
此
身
〈
已
上
〉
…
［
補
２
］。
○
宗
密
疏
…
『
大
方
廣
圓
覺
修
多
羅

了
義
經
略
疏
』
の
こ
と
。
○
宗
密
…
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
〜
八
四
一
）
の
こ
と
［
補
３
］。
○
和
合
…
調
和
。
○
六
根
俱
是
四
大
…
［
補
４
］。

○
疏
云
然
八
識
中
〜
塵
根
也
…
［
補
５
］。
○
言
惣
意
別
…
言
総
意
別
に
同
じ
。
言
葉
は
一
緒
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
は
別
に
な
っ

て
い
る
。
○
疏
…
経
典
に
注
釈
す
る
。
○
八
識
…
第
八
の
阿
頼
耶
識
。
○
第
七
…
第
七
の
末
那
識
。
○
見
聞
…
見
聞
覚
知
。
見
る
こ
と
、
聞
く

こ
と
、
知
覚
す
る
こ
と
、
識
知
す
る
こ
と
の
併
称
。
六
識
の
う
ち
、
眼
識
は
見
、
耳
識
は
聞
、
鼻
識
･
舌
識
･
身
識
は
覚
、
意
識
は
知
に
相
当
。

○
塵
根
…
根
塵
。
目
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
根
と
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
塵
。

［
訳
］『
円
覚
経
』
に
言
う
、「
六
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
、
意
根
）
と
四
大
（
地
水
火
風
）
と
、
中
と
外
と
が
合
わ
さ
り
成
立
す
る
」
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え
よ
う
か
〔
色
か
ら
な
る
虫
が
食
べ
る
の
だ
か
ら
、
意
根
も
当
然
色
か
ら
な
る
〕」
と
。
こ
の
経
典
に
出
会
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
か
か
る
理
由
を

誰
が
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
余
他
の
〕
諸
経
に
こ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
、
こ
の
意
味
が
な
い
か
ら
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
を
受

け
継
い
だ
学
者
が
、
こ
の
こ
と
を
失
い
知
ら
な
い
の
だ
。
ま
た
孤
山
智
円
が
〔『
請
観
音
経
疏
闡
義
鈔
』
で
〕
言
っ
て
い
る
、「
こ
こ
に
肉
団
心
（
心

臓
）
と
い
う
心
根
が
あ
り
、慮
知
（
思
慮
分
別
）
の
拠
り
所
で
あ
る
。『
正
法
念
処
経
』
に
、「〔
心
は
〕
蓮
花
が
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
よ
う
に
〔
朝

に
は
開
き
夜
に
は
閉
じ
る
〕」
と
言
う
の
は
、
こ
の
こ
と
な
の
だ
」
と
。
こ
こ
で
様
々
な
文
を
引
用
し
て
、
徐
々
に
明
か
し
解
説
し
て
い
こ
う
。

［
補
注
］

１
　
資
中
云
、前
五
種
根
〜
還
得
増
強
…
…
唐
代
、資
中
弘
沇
撰
述
の
『〔
楞
厳
経
〕
疏
』（
資
中
疏
）
か
ら
の
引
用
。
た
だ
し
、『〔
楞
厳
経
〕
疏
』（
資

中
疏
）
は
現
存
し
な
い
。

２
　
資
中
…
唐
代
の
資
中
弘
沇
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
六
「
義
解
篇
第
二
之
三
」「
唐
京
師
崇
福
寺
惟
慤
伝
」
に
「
一
説
楞
厳

経
、
初
是
荊
州
度
門
寺
神
秀
禅
師
、
在
内
時
得
本
。
後
因
館
陶
沙
門
慧
震
、
於
度
門
寺
伝
出
、
慤
遇
之
著
疏
解
之
。
後
有
弘
沇
法
師
者
。
蜀
人
也
。

作
義
章
、
開
釈
此
経
、
号
資
中
疏
。
其
中
亦
引
震
法
師
義
例
、
似
有
今
古
之
説
」（
大
正
蔵
五
〇
・
七
三
八
ｃ
）
と
あ
る
。

３
　
養
䖝
食
人
心
肝
…
養
は
恙
の
誤
字
。
恙
は
人
の
心
を
食
う
害
虫
。『
芸
文
類
聚
』
巻
七
十
五
（
六
二
四
年
）
疾
の
章
に
、「
風
俗
通
曰
、
無
恙
、

俗
説
疾
也
。
凡
人
相
見
及
書
問
者
曰
、
無
疾
耶
。
按
上
古
之
時
、
草
居
路
宿
、
恙
噬
虫
也
。
食
人
心
。
凡
相
労
問
者
曰
、
無
恙
乎
。
非
為
疾
也
」

と
あ
り
、
慧
琳
（
七
三
七
〜
八
二
〇
）『
一
切
経
音
義
』
巻
三
十
二
に
玄
応
の
音
義
を
引
用
し
「
無
恙
〈
以
尚
反
。
爾
雅
云
、
恙
憂
也
。
孫
炎
曰
、

恙
病
之
憂
也
。
案
易
伝
云
、
上
古
草
居
露
宿
、
恙
噬
虫
也
。
善
食
人
心
、
凡
相
労
問
、
無
恙
乎
。
復
因
以
為
病
也
〉。」（
大
正
蔵
五
四
・
五
二
三
ａ
）

と
あ
る
。『
心
根
決
疑
章
』
を
引
用
し
た
良
忠
『
観
念
法
門
私
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
聖
聰
（
一
三
六
六
〜
一
四
四
〇
）『
観
念
法
門
私
記
見
聞
』

に
は
「
如
世
養
虫
者
、
不
知
。
若
可
尋
医
道
也
」（
浄
全
四
・
二
八
四
ｂ
）
と
あ
り
、「
養
虫
」
つ
い
て
は
解
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
浄
土
宗

典
籍
に
お
け
る
『
心
根
決
疑
章
』
の
引
用
と
そ
の
後
の
受
用
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
を
設
け
た
い
。

４
　
養
…
『
肇
論
疏
』
巻
中
に
引
か
れ
る
『
易
伝
』
に
は
「
上
古
患
恙
虫
食
其
心
」（
大
正
蔵
四
五
・
一
八
四
ｃ
）
と
あ
り
、「
養
䖝
食
人
心
肝
」
と

殆
ど
同
じ
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
き
下
し
文
で
は
「
養
虫
」
を
「
恙
虫
」
と
改
め
て
表
記
し
た
。

５
　
孤
山
云
、
此
取
肉
団
〜
知
之
所
託
也
…
孤
山
智
円
『
請
観
音
経
疏
闡
義
鈔
』「
赤
肉
心
即
肉
団
心
。
正
法
念
経
中
、
如
蓮
華
昼
開
夜
合
。
即
此

心
蔵
也
。
俗
書
謂
之
方
寸
。
以
此
心
蔵
唯
方
一
寸
故
。
然
為
慮
知
之
所
託
附
故
」（
大
正
蔵
三
九
・
九
九
八
ｃ
）。
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と
。『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
疏
）
に
言
う
、「
四
大
（
地
水
火
風
）
を
中
と
し
、
六
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
、

意
根
）
を
外
と
し
、
内
と
外
と
が
合
わ
さ
り
、
仮
に
こ
の
身
が
成
り
立
っ
て
い
る
〈
已
上
〉」
と
。
こ
の
経
文
に
依
れ
ば
、
六
根
（
眼
根
、
耳
根
、

鼻
根
、
舌
根
、
身
根
、
意
根
）
は
す
べ
て
四
大
（
地
水
火
風
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
た
だ
宗
密
の
解
釈
は
経
に
準
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
後
文
の
解
釈
を
見
て
み
る
と
、
表
現
は
同
様
で
も
意
味
は
別
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
下
疏
で
言
う
、「
し
か
る
に
、
八
識
中
に
第
七
〔
末
那
〕

識
を
言
わ
な
い
の
は
、〔
そ
の
〕
意
味
は
見
聞
〔
覚
知
〕
の
六
塵
と
六
根
に
〔
末
那
識
が
〕
相
当
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
。

［
補
注
］

１
　
円
覚
経
云
、
六
根
四
大
、
中
外
合
成
…
『
円
覚
経
』「
六
根
四
大
、
中
外
合
成
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
四
ｂ
）
と
あ
り
、『
宗
鏡
録
』
巻
六
十
六

「
六
根
四
大
、
中
外
合
成
」（
大
正
蔵
四
八
・
七
九
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

２
　
宗
密
疏
云
〜
仮
成
此
身
〈
已
上
〉
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
疏
）
巻
一
「
六
根
四
大
、
中
外
合
成
、
四
大
為
中
、
六
根

為
外
、
内
外
和
合
、
仮
成
此
身
」（
大
正
蔵
三
九
・
五
四
一
ａ
）
と
あ
る
。

３
　
宗
密
…
荷
沢
宗
の
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
〜
八
四
一
）
の
こ
と
。
果
州
（
四
川
省
）
西
充
の
人
。
儒
仏
道
の
三
教
に
通
じ
『
原
人
論
』
を
著
し
た

ほ
か
、
自
身
の
帰
趨
を
見
出
し
た
『
円
覚
経
』
に
対
し
諸
注
釈
書
を
著
し
た
。
華
厳
宗
第
四
祖
の
澄
観
に
華
厳
教
学
を
受
け
、
華
厳
宗
五
祖
と
も

さ
れ
る
。
宗
密
自
身
は
「
荷
沢
宗
」
を
自
称
し
た
が
、
実
際
に
は
荷
沢
神
会
の
系
譜
で
は
な
く
浄
衆
寺
神
会
の
系
譜
に
属
す
。
著
書
に
『
禅
源
諸

詮
集
都
序
』『
裴
休
拾
遺
問
』
が
あ
る
。

４
　
六
根
俱
是
四
大
…
四
明
知
礼
（
九
六
〇
〜
一
〇
二
八
）『
金
光
明
経
文
句
記
』
巻
四
「
以
其
六
根
俱
是
四
大
造
色
故
也
」（
大
正
蔵
三
九
・

一
三
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

５
　
疏
云
然
八
識
中
〜
塵
根
也
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
疏
）
巻
一
「
然
八
識
中
不
言
第
七
者
、
義
当
見
聞
等
塵
也
」（
大
正

蔵
三
九
・
五
四
三
ａ
）
と
あ
る
。

⑬
［
原
文
］
又
云
、
前
五
各
自
種
生
自
現
行
。
四
大
所
造
浄
色
為
体
。
意
根
即
第
七
識
。
由
此
攀
外
起
意
識
故
〈
已
上
〉。
私
云
、
悲
哉
。
宗
密
、

迷
於
円
覚
首
楞
両
経
廃
立
六
根
之
相
、
拠
於
唯
識
以
第
七
識
為
意
根
焉
。
円
覚
又
＊

云
、
心
清
浄
故
、
見
塵
清
浄
〈
已
上
〉。
是
心
根
也
。
聞
等
亦
爾
。

全
同
楞
厳
見
根
聞
根
。
何
以
末
那
為
見
聞
等
。
又
次
文
云
、
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
〈
已
上
〉。
是
色
根
也
。
耳
乃
至
意
、
皆
是
色
根
。
亦
同
首
楞
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所
説
色
根
。

［
書
き
下
し
］
又
た
云
く
、「
前
の
五
は
各お

の

お
の
自じ

種し
ゅ

よ
り
自
ら
の
現げ
ん

行ぎ
ょ
うを
生
ぜ
る
な
り
。
四
大
の
造
る
所
の
浄
じ
ょ
う

色し
き

を
体た
い

と
為な

す
。
意い

根こ
ん

は
即
ち
第
七

識
な
り
。
此こ

れ

に
由よ

り
て
外
に
攀よ

じ
て
意い

識し
き

を
起
こ
す
が
故ゆ
え

な
り
〈
已
上
〉」
と
。
私
に
云
く
、
悲
し
き
哉
。
宗
し
ゅ
う

密み
つ

、
円え
ん

覚が
く

・
首し
ゅ

楞り
ょ
うの

両
経
の
六
根
を

廃は
い

立り
ゅ
うせ

る
の
相
に
迷
い
て
、唯ゆ
い

識し
き

に
拠よ

り
て
第
七
識
を
以
て
意
根
と
為
す
。『
円
覚
』
の
文
＊

に
云
く
、「
心
清
浄
な
る
が
故
に
、見け
ん

塵じ
ん

も
清
浄
な
り
〈
已

上
〉」
と
。
是
れ
心し

ん

根こ
ん

な
り
。
聞も
ん

等と
う

も
亦
た
爾し
か

り
。
全
く
楞
り
ょ
う

厳ご
ん

の
見け
ん

根こ
ん

聞も
ん

根こ
ん

に
同
じ
。
何な
ん

ぞ
末ま

那
を
以
て
見け
ん

聞も
ん

等
と
為
す
や
。
又
た
次
の
文
に
云
く
、

「
見け

ん

清
浄
な
る
が
故
に
、
眼げ
ん

根こ
ん

清
浄
な
り
〈
已
上
〉」
と
。
是
れ
色
根
な
り
。
耳
乃な
い

至し

意
も
、
皆み

な
是
れ
色し
き

根こ
ん

な
り
。
亦
た
首
楞
の
所し
ょ

説せ
つ

の
色
根
に
同

じ
。

○
前
五
各
自
種
生
〜
起
意
識
故
…
［
補
１
］。
○
前
五
…
眼
識
、
耳
識
、
鼻
識
、
舌
識
、
身
識
の
五
識
。
○
現
行
…
現
に
は
た
ら
い
て
い
る
も
の
。

唯
識
説
に
お
い
て
、
阿
頼
耶
識
の
中
の
種
子
か
ら
現
象
世
界
の
事
物
が
現
れ
出
る
こ
と
。
○
四
大
…
地
水
火
風
。
○
浄
色
…
清
ら
か
な
物
質
的

存
在
。
五
根
を
い
う
。
○
体
…
本
体
。
根
本
の
も
の
。
○
意
根
…
六
根
の
一
。
知
覚
の
器
官
。
○
第
七
識
…
唯
識
で
は
末
那
識
を
立
て
る
。
○

意
識
…
識
知
す
る
心
。
○
廃
立
…
二
つ
の
も
の
の
う
ち
一
方
を
廃
し
て
他
方
を
立
て
る
こ
と
。
○
唯
識
…
唯
識
説
。
○
円
覚
又
云
、
心
清
浄
故

見
塵
清
浄
…
「
又
」
は
「
文
」
の
誤
字
［
補
２
］。
○
見
塵
…
眼
根
の
認
識
対
象
の
こ
と
。
覚
晏
は
、
外
塵
を
見
る
の
意
で
は
な
く
見
塵
と
し

て
解
釈
。
○
心
根
…
根
本
の
心
。
心
の
こ
と
。
た
だ
し
、
覚
晏
は
心
の
根
と
書
く
心
根
を
、
四
大
で
構
成
さ
れ
た
物
質
で
あ
る
こ
と
を
本
書
で

主
張
す
る
。
○
末
那
…
唯
識
説
に
お
け
る
第
七
識
。
あ
ら
ゆ
る
自
我
の
観
念
・
煩
悩
の
根
拠
と
さ
れ
る
。
○
見
聞
…
見
聞
覚
知
。
見
る
こ
と
、

聞
く
こ
と
、
知
覚
す
る
こ
と
、
識
知
す
る
こ
と
の
併
称
。
六
識
の
う
ち
、
眼
識
は
見
、
耳
識
は
聞
、
鼻
識
･
舌
識
･
身
識
は
覚
、
意
識
は
知
に

相
当
。
こ
こ
で
は
、
見
根
・
聞
根
の
略
。
○
又
次
文
云
、
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
…
［
補
３
］。
○
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
…
こ
こ
で
の
「
見
」

は
、『
円
覚
経
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
四
字
句
に
す
る
た
め
に
、
見
塵
を
「
見
」
の
一
字
に
省
略
し
た
も
の
。
○
色
根
…
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、

舌
根
、
身
根
の
五
根
。
○
乃
至
…
ま
た
は
。

［
訳
］
ま
た
〔
宗
密
の
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』
に
〕
言
う
、「
前
五
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
〔
分

自
身
の
そ
れ
に
対
応
す
る
〕
種
よ
り
自
分
自
身
の
現
行
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
四
大
（
地
水
火
風
）
が
造
り
だ
し
た
浄
色
（
眼
根
、
耳
根
、

鼻
根
、
舌
根
、
身
根
）
を
〔
本
〕
体
と
し
て
い
る
。
意
根
は
即
ち
第
七
識
で
あ
る
。
こ
う
い
う
理
由
で
外
に
対
象
を
と
り
意
識
を
起
こ
す
の
で
あ
る

〈
已
上
〉」
と
。
私
の
考
え
で
あ
る
が
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
宗
密
は
、『
円
覚
経
』・『
首
楞
厳
経
』
両
経
の
六
根
に
関
す
る
議
論
を
見
失
い
、
唯
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と
。『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
疏
）
に
言
う
、「
四
大
（
地
水
火
風
）
を
中
と
し
、
六
根
（
眼
根
、
耳
根
、
鼻
根
、
舌
根
、
身
根
、

意
根
）
を
外
と
し
、
内
と
外
と
が
合
わ
さ
り
、
仮
に
こ
の
身
が
成
り
立
っ
て
い
る
〈
已
上
〉」
と
。
こ
の
経
文
に
依
れ
ば
、
六
根
（
眼
根
、
耳
根
、

鼻
根
、
舌
根
、
身
根
、
意
根
）
は
す
べ
て
四
大
（
地
水
火
風
）
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。
た
だ
宗
密
の
解
釈
は
経
に
準
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
後
文
の
解
釈
を
見
て
み
る
と
、
表
現
は
同
様
で
も
意
味
は
別
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
下
疏
で
言
う
、「
し
か
る
に
、
八
識
中
に
第
七
〔
末
那
〕

識
を
言
わ
な
い
の
は
、〔
そ
の
〕
意
味
は
見
聞
〔
覚
知
〕
の
六
塵
と
六
根
に
〔
末
那
識
が
〕
相
当
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
。

［
補
注
］

１
　
円
覚
経
云
、
六
根
四
大
、
中
外
合
成
…
『
円
覚
経
』「
六
根
四
大
、
中
外
合
成
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
四
ｂ
）
と
あ
り
、『
宗
鏡
録
』
巻
六
十
六

「
六
根
四
大
、
中
外
合
成
」（
大
正
蔵
四
八
・
七
九
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

２
　
宗
密
疏
云
〜
仮
成
此
身
〈
已
上
〉
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
疏
）
巻
一
「
六
根
四
大
、
中
外
合
成
、
四
大
為
中
、
六
根

為
外
、
内
外
和
合
、
仮
成
此
身
」（
大
正
蔵
三
九
・
五
四
一
ａ
）
と
あ
る
。

３
　
宗
密
…
荷
沢
宗
の
圭
峰
宗
密
（
七
八
〇
〜
八
四
一
）
の
こ
と
。
果
州
（
四
川
省
）
西
充
の
人
。
儒
仏
道
の
三
教
に
通
じ
『
原
人
論
』
を
著
し
た

ほ
か
、
自
身
の
帰
趨
を
見
出
し
た
『
円
覚
経
』
に
対
し
諸
注
釈
書
を
著
し
た
。
華
厳
宗
第
四
祖
の
澄
観
に
華
厳
教
学
を
受
け
、
華
厳
宗
五
祖
と
も

さ
れ
る
。
宗
密
自
身
は
「
荷
沢
宗
」
を
自
称
し
た
が
、
実
際
に
は
荷
沢
神
会
の
系
譜
で
は
な
く
浄
衆
寺
神
会
の
系
譜
に
属
す
。
著
書
に
『
禅
源
諸

詮
集
都
序
』『
裴
休
拾
遺
問
』
が
あ
る
。

４
　
六
根
俱
是
四
大
…
四
明
知
礼
（
九
六
〇
〜
一
〇
二
八
）『
金
光
明
経
文
句
記
』
巻
四
「
以
其
六
根
俱
是
四
大
造
色
故
也
」（
大
正
蔵
三
九
・

一
三
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

５
　
疏
云
然
八
識
中
〜
塵
根
也
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
疏
）
巻
一
「
然
八
識
中
不
言
第
七
者
、
義
当
見
聞
等
塵
也
」（
大
正

蔵
三
九
・
五
四
三
ａ
）
と
あ
る
。

⑬
［
原
文
］
又
云
、
前
五
各
自
種
生
自
現
行
。
四
大
所
造
浄
色
為
体
。
意
根
即
第
七
識
。
由
此
攀
外
起
意
識
故
〈
已
上
〉。
私
云
、
悲
哉
。
宗
密
、

迷
於
円
覚
首
楞
両
経
廃
立
六
根
之
相
、
拠
於
唯
識
以
第
七
識
為
意
根
焉
。
円
覚
又
＊

云
、
心
清
浄
故
、
見
塵
清
浄
〈
已
上
〉。
是
心
根
也
。
聞
等
亦
爾
。

全
同
楞
厳
見
根
聞
根
。
何
以
末
那
為
見
聞
等
。
又
次
文
云
、
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
〈
已
上
〉。
是
色
根
也
。
耳
乃
至
意
、
皆
是
色
根
。
亦
同
首
楞
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識
説
に
基
づ
き
第
七
識
を
意
根
と
し
た
の
で
あ
る
。『
円
覚
経
』
に
言
う
、「
心
が
清
浄
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、見
の
対
境
も
清
浄
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。

こ
れ
こ
そ
心
根
で
あ
る
。
聞
〔
の
対
境
〕
等
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
。『
首
楞
厳
経
』
の
見
根
・
聞
根
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ど
う
し
て
末
那
識

を
も
っ
て
見
〔
根
〕
聞
〔
根
〕
と
な
す
の
か
。
ま
た
、〔『
円
覚
経
』
の
〕
次
の
文
に
言
う
、「
見
〔
の
対
境
〕
が
清
浄
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
眼
根
も

清
浄
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。
こ
れ
は
色
根
で
あ
る
。
耳
根
か
ら
意
根
ま
で
み
な
色
根
で
あ
る
。
ま
た
『
首
楞
厳
経
』
の
説
く
と
こ
ろ
の
色
根
と
同

じ
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
前
五
各
自
種
生
〜
起
意
識
故
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
）「
前
五
各
従
自
種
生
自
現
行
。
四
大
所
造
浄
色
為
体
。
意
根
即

第
七
識
。
由
此
攀
外
起
意
識
故
」（
大
正
蔵
三
九
・
五
四
二
ｃ
）
と
あ
る
。

２
　
円
覚
又
云
、
心
清
浄
故
見
塵
清
浄
…
『
円
覚
経
』「
心
清
浄
故
、
見
塵
清
浄
。
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
。
根
清
浄
故
、
眼
識
清
浄
。
識
清
浄
故
、

聞
塵
清
浄
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
四
ｃ
）
と
あ
り
、『
宗
鏡
録
』
巻
六
十
六
「
心
清
浄
故
、
見
塵
清
浄
。
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
。
根
清
浄
故
、

眼
識
清
浄
。
識
清
浄
故
、
聞
塵
清
浄
」（
大
正
蔵
四
八
・
七
九
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

３
　
又
次
文
云
、
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
…
『
円
覚
経
』「
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
四
ｃ
）
と
あ
る
。

⑭
［
原
文
］
次
文
云
、
根
清
浄
故
、
眼
識
清
浄
。〈
乃
至
〉
意
識
清
浄
〈
已
上
〉。
全
同
首
楞
識
動
了
別
。
鳴
呼
悲
哉
。
宗
密
未
知
心
体
見
聞
覚
知
立

為
根
義
。
又
慈
恩
唯
識
疏
中
、
正
法
念
経
所
説
肉
心
為
根
之
文
、
違
於
自
宗
末
那
為
根
之
義
。
故
自
云
、
正
法
念
経
違
此
、
応
会
〈
云
云
〉。
私
云
、

基
師
於
経
欲
設
何
会
。
又
私
云
資
中
、
以
相
如
蓮
花
、
䖝
食
人
心
、
為
現
量
得
。

［
書
き
下
し
］
次
の
文
に
云
く
、「
根こ

ん

清
浄
な
る
が
故
に
、
眼げ
ん

識し
き

も
清
浄
な
り
。〈
乃な
い

至し

〉
意
識
も
清
浄
な
り
〈
已
上
〉」
と
。
全
く
『
首し
ゅ

楞り
ょ
う』
の
「
識
、

動
じ
て
了

り
ょ
う

別べ
つ

す
」
に
同
じ
。
鳴あ

呼あ

、
悲
し
き
哉
。
宗
密
、
未
だ
知
ら
ず
、
心し
ん

体た
い

の
見け
ん

聞も
ん

覚か
く

知ち

の
立
て
て
根こ
ん

の
義ぎ

と
為な

す
を
。
又
た
慈じ

恩お
ん

の
『
唯ゆ
い

識し
き

疏し
ょ

』
の
中
に
、「『
正
し
ょ
う

法ぼ
う

念ね
ん

経き
ょ
う』

の
説
く
所
の
肉に
く

心し
ん

を
根
と
為
す
」
の
文
、
自
宗
の
末
那
を
根
と
為な

す
の
義
に
違い

す
を
。
故
に
自み

ず
か
ら
云
く
、「『
正

法
念
経
』
は
此
に
違い

す
、
応ま
さ

に
会え

す
べ
し
〈
云
云
〉」
と
。
私
に
云
く
、
基き

師し

は
、
経
に
於
い
て
、
何な
ん

の
会え

を
か
設も
う

け
ん
と
欲
す
る
。
又
た
私
に
云
く
、

資し

中ち
ゅ
う、

相
の
蓮
花
の
如
く
、
䖝む
し

の
人
の
心
を
食
う
を
以
て
、
現げ
ん

量り
ょ
うの

得
と
為
す
。

○
次
文
云
根
清
浄
〜
意
識
清
浄〈
已
上
〉…［
補
１
］。
○
眼
識
…
視
覚
の
認
識
。
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
認
識
。
○
意
識
…
識
知
す
る
心
。
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磨
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○
首
楞
識
動
了
別
…
［
補
２
］。
○
了
別
…
認
識
。
区
別
し
て
知
る
こ
と
。
○
鳴
呼
…
あ
あ
。
嘆
き
、悲
し
み
、喜
び
な
ど
に
際
し
て
発
す
る
語
。

○
見
聞
覚
知
…
見
る
こ
と
、
聞
く
こ
と
、
知
覚
す
る
こ
と
、
識
知
す
る
こ
と
の
併
称
。
六
識
の
う
ち
、
眼
識
は
見
、
耳
識
は
聞
、
鼻
識
･
舌
識

･
身
識
は
覚
、
意
識
は
知
に
相
当
。
こ
こ
で
は
、
見
根
・
聞
根
の
略
か
。
○
慈
恩
唯
識
疏
中
、
正
法
念
経
所
説
肉
心
為
根
…
［
補
３
］。
○
慈

恩
…
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
〜
六
八
二
）
の
こ
と
［
補
４
］。
○
唯
識
疏
…
基
撰
述
の
『
成
唯
識
論
述
記
』
の
こ
と
。
○
正
法
念
経
…
元
魏
・

般
若
流
支
訳
『
正
法
念
処
経
』
の
こ
と
。
○
肉
心
…
肉
団
心
。
心
臓
の
こ
と
。
○
自
宗
…
法
相
宗
の
こ
と
。
○
末
那
為
根
…
［
補
５
］。
○
正

法
念
経
違
此
応
会
〈
云
云
〉
…
［
補
６
］。
○
資
中
、
以
相
如
蓮
花
䖝
食
人
心
為
現
量
得
…
［
補
7
］。
○
資
中
…
唐
代
の
資
中
弘
沇
（
生
没
年

不
詳
）
の
こ
と
［
補
８
］。
○
現
量
…
直
接
知
を
得
る
過
程
と
、
な
ら
び
に
そ
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
智
。
感
覚
器
官
と
外
界
の
事
物
の
接

触
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

［
訳
］
次
の
文
に
云
く
、「
根
は
清
浄
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、眼
識
も
清
浄
で
あ
る
〈
乃
至
〉、意
識
も
清
浄
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。『
首
楞
厳
経
』
に
「
識

は
動
じ
て
認
識
す
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
あ
あ
、
悲
し
い
こ
と
だ
。
宗
密
は
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
、
心
体
の
見
聞
覚
知
を
根
と

す
る
こ
と
を
。
ま
た
慈
恩
『
唯
識
疏
』
中
の
「『
正
法
念
経
』
の
説
く
肉
心
を
根
と
す
る
」
と
い
う
文
は
、
自
宗
（
法
相
宗
）
の
末
那
を
根
と
す
る

説
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
自
ら
、「『
正
法
念
経
』
は
〔『
成
唯
識
論
』
の
記
述
と
〕
矛
盾
す
る
の
で
、
会
通
し
よ
う
〈
云
云
〉」
と
言
っ
て

い
る
の
だ
。
私
の
考
え
で
は
、
基
師
は
、
こ
の
経
に
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し
よ
う
と
い
う
の
か
。
ま
た
私
の
考
え
で
は
、
資
中
は
、
姿
が
蓮
花
の
よ

う
で
あ
り
、
虫
が
人
の
心
を
食
ら
う
こ
と
を
、
直
接
知
覚
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

［
補
注
］

１
　
次
文
云
根
清
浄
〜
意
識
清
浄
〈
已
上
〉
…
『
円
覚
経
』「
根
清
浄
故
、
眼
識
清
浄
、
識
清
浄
故
、
聞
塵
清
浄
。
聞
清
浄
故
、
耳
根
清
浄
。
根
清

浄
故
、
耳
識
清
浄
。
識
清
浄
、
故
塵
清
浄
。
如
是
乃
至
鼻
舌
身
意
亦
復
如
是
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
四
ｃ
）
と
あ
る
。

２
　
首
楞
識
動
了
別
…
『
首
楞
厳
経
』
巻
三
「
如
是
識
縁
、
因
何
所
出
。
識
動
見
澄
、
非
和
非
合
、
聞
聴
覚
知
、
亦
復
如
是
。
不
応
識
縁
、
無
従
自

出
。
若
此
識
心
、
本
無
所
従
、
当
知
、
了
別
見
聞
覚
知
、
円
満
湛
然
、
性
非
従
所
。
兼
彼
虚
空
地
水
火
風
、
均
名
七
大
、
性
真
円
融
。
皆
如
来
蔵
、

本
無
生
滅
」（
大
正
蔵
一
九
・
一
一
九
ａ
）
と
あ
る
。

３
　
慈
恩
唯
識
疏
中
、
正
法
念
経
所
説
肉
心
為
根
…
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
一
「
次
生
心
根
。
金
七
十
論
分
別
為
体
。
有
説
、
是
肉
心
為
体
」（
大

正
蔵
四
三
・
二
五
三
ａ
）
と
あ
る
「
有
説
」
を
、
覚
晏
は
『
正
法
念
処
経
』
が
出
典
と
記
す
。
た
だ
し
、『
正
法
念
処
経
』
に
は
当
該
記
述
は
見
ら
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仏
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識
説
に
基
づ
き
第
七
識
を
意
根
と
し
た
の
で
あ
る
。『
円
覚
経
』
に
言
う
、「
心
が
清
浄
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、見
の
対
境
も
清
浄
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。

こ
れ
こ
そ
心
根
で
あ
る
。
聞
〔
の
対
境
〕
等
も
ま
た
こ
の
よ
う
で
あ
る
。『
首
楞
厳
経
』
の
見
根
・
聞
根
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ど
う
し
て
末
那
識

を
も
っ
て
見
〔
根
〕
聞
〔
根
〕
と
な
す
の
か
。
ま
た
、〔『
円
覚
経
』
の
〕
次
の
文
に
言
う
、「
見
〔
の
対
境
〕
が
清
浄
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
眼
根
も

清
浄
で
あ
る
〈
已
上
〉」
と
。
こ
れ
は
色
根
で
あ
る
。
耳
根
か
ら
意
根
ま
で
み
な
色
根
で
あ
る
。
ま
た
『
首
楞
厳
経
』
の
説
く
と
こ
ろ
の
色
根
と
同

じ
で
あ
る
。

［
補
注
］

１
　
前
五
各
自
種
生
〜
起
意
識
故
…
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
略
疏
』（
宗
密
）「
前
五
各
従
自
種
生
自
現
行
。
四
大
所
造
浄
色
為
体
。
意
根
即

第
七
識
。
由
此
攀
外
起
意
識
故
」（
大
正
蔵
三
九
・
五
四
二
ｃ
）
と
あ
る
。

２
　
円
覚
又
云
、
心
清
浄
故
見
塵
清
浄
…
『
円
覚
経
』「
心
清
浄
故
、
見
塵
清
浄
。
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
。
根
清
浄
故
、
眼
識
清
浄
。
識
清
浄
故
、

聞
塵
清
浄
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
四
ｃ
）
と
あ
り
、『
宗
鏡
録
』
巻
六
十
六
「
心
清
浄
故
、
見
塵
清
浄
。
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
。
根
清
浄
故
、

眼
識
清
浄
。
識
清
浄
故
、
聞
塵
清
浄
」（
大
正
蔵
四
八
・
七
九
〇
ｃ
）
と
あ
る
。

３
　
又
次
文
云
、
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
…
『
円
覚
経
』「
見
清
浄
故
、
眼
根
清
浄
」（
大
正
蔵
一
七
・
九
一
四
ｃ
）
と
あ
る
。

⑭
［
原
文
］
次
文
云
、
根
清
浄
故
、
眼
識
清
浄
。〈
乃
至
〉
意
識
清
浄
〈
已
上
〉。
全
同
首
楞
識
動
了
別
。
鳴
呼
悲
哉
。
宗
密
未
知
心
体
見
聞
覚
知
立

為
根
義
。
又
慈
恩
唯
識
疏
中
、
正
法
念
経
所
説
肉
心
為
根
之
文
、
違
於
自
宗
末
那
為
根
之
義
。
故
自
云
、
正
法
念
経
違
此
、
応
会
〈
云
云
〉。
私
云
、

基
師
於
経
欲
設
何
会
。
又
私
云
資
中
、
以
相
如
蓮
花
、
䖝
食
人
心
、
為
現
量
得
。

［
書
き
下
し
］
次
の
文
に
云
く
、「
根こ

ん

清
浄
な
る
が
故
に
、
眼げ
ん

識し
き

も
清
浄
な
り
。〈
乃な
い

至し

〉
意
識
も
清
浄
な
り
〈
已
上
〉」
と
。
全
く
『
首し
ゅ

楞り
ょ
う』
の
「
識
、

動
じ
て
了

り
ょ
う

別べ
つ

す
」
に
同
じ
。
鳴あ

呼あ

、
悲
し
き
哉
。
宗
密
、
未
だ
知
ら
ず
、
心し
ん

体た
い

の
見け
ん

聞も
ん

覚か
く

知ち

の
立
て
て
根こ
ん

の
義ぎ

と
為な

す
を
。
又
た
慈じ

恩お
ん

の
『
唯ゆ
い

識し
き

疏し
ょ

』
の
中
に
、「『
正
し
ょ
う

法ぼ
う

念ね
ん

経き
ょ
う』

の
説
く
所
の
肉に
く

心し
ん

を
根
と
為
す
」
の
文
、
自
宗
の
末
那
を
根
と
為な

す
の
義
に
違い

す
を
。
故
に
自み

ず
か
ら
云
く
、「『
正

法
念
経
』
は
此
に
違い

す
、
応ま
さ

に
会え

す
べ
し
〈
云
云
〉」
と
。
私
に
云
く
、
基き

師し

は
、
経
に
於
い
て
、
何な
ん

の
会え

を
か
設も
う

け
ん
と
欲
す
る
。
又
た
私
に
云
く
、

資し

中ち
ゅ
う、

相
の
蓮
花
の
如
く
、
䖝む
し

の
人
の
心
を
食
う
を
以
て
、
現げ
ん

量り
ょ
うの

得
と
為
す
。

○
次
文
云
根
清
浄
〜
意
識
清
浄〈
已
上
〉…［
補
１
］。
○
眼
識
…
視
覚
の
認
識
。
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
認
識
。
○
意
識
…
識
知
す
る
心
。
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れ
な
い
。

４
　
慈
恩
…
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
〜
六
八
二
）
の
こ
と
。
京
兆
府
長
安
の
尉
遅
氏
。
玄
奘
三
蔵
に
学
ぶ
。
大
慈
恩
寺
に
住
し
た
。『
成
唯
識
論
』

を
注
釈
し
て
『
成
唯
識
論
述
記
』『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
を
著
し
、『
瑜
伽
論
略
纂
』『
百
法
論
疏
』『
因
明
大
疏
』『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
を
は

じ
め
、
多
く
の
著
述
が
あ
る
。
慈
恩
大
師
と
尊
称
さ
れ
る
。

５
　
末
那
為
根
…
唐
・
遁
倫
集
撰
『
瑜
伽
論
記
』
巻
十
五
「
十
二
及
一
少
分
亦
是
能
取
者
、
謂
六
根
六
識
及
有
縁
法
界
。
後
明
助
伴
。
能
取
境
意
識
、

意
識
心
所
不
依
五
根
名
独
。
能
取
理
実
亦
仮
。
末
那
為
根
。
助
伴
方
取
。
六
明
界
繋
」（
大
正
蔵
四
二
・
六
五
六
ａ
）
と
あ
る
。

６
　
正
法
念
経
、
違
此
応
会
〈
云
云
〉
…
『
成
唯
識
論
』
巻
五
の
「
此
後
随
境
立
六
識
名
、
依
五
色
根
未
自
在
説
。
若
得
自
在
諸
根
互
用
、
一
根
発

識
縁
一
切
境
。
但
可
随
根
無
相
濫
失
」（
大
正
蔵
三
一
・
二
六
ａ
）
で
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
眼
識
な
ど
の
六
識
の
名
称
を
、
眼
根
な
ど
の
根
に

も
と
づ
い
て
名
づ
け
る
の
は
、
眼
根
な
ど
が
自
在
で
は
な
い
（
眼
根
で
は
色
境
し
か
見
ら
れ
な
い
）
状
態
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
行
が

進
ん
で
「
諸
根
互
用
」
す
な
わ
ち
眼
根
で
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
成
り
立
た
な
く
な
る
、
と
言
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
基
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
五
に
「
正
法
念
経
違
此
応
会
。
蛇
眼
聞
声
是
正
量
部
、
非
大
乗
義
。
大
乗
不
然
、
故
不
違
也
」（
大

正
蔵
四
三
・
四
一
七
ａ
）
と
あ
る
の
は
、『
正
法
念
処
経
』
に
、「
瞿
陀
尼
人
、
眼
識
聞
声
。
如
閻
浮
提
中
蛇
虺
之
類
、
眼
中
聞
声
。
瞿
陀
尼
人
。

亦
復
如
是
」（〔
須
弥
山
の
西
に
あ
る
〕
瞿
陀
尼
の
人
は
、
眼
識
が
声
を
聞
く
と
い
う
。
あ
た
か
も
閻
浮
提
に
い
る
蛇
虺
の
類
が
、
眼
中
に
声
を
聞

く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）」
と
あ
る
こ
と
が
、『
成
唯
識
論
』
の
記
述
と
矛
盾
す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
会
通
し
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。
基
は
、
蛇
の

眼
根
が
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
は
正
量
部
の
説
で
あ
っ
て
大
乗
の
説
で
は
な
い
か
ら
、
矛
盾
は
な
い
、
と
会
通
し
て
い
る
。

７
　
資
中
、
以
相
如
蓮
花
䖝
食
人
心
為
現
量
得
…
既
出
。

８
　
資
中
…
唐
代
の
資
中
弘
沇
の
こ
と
。
既
出
。

⑮
［
原
文
］
今
加
両
釈
。
如
害
人
時
、
若
判
余
処
、
未
必
即
死
、
若
穿
心
前
、
乃
速
滅
耳
〈
其
一
〉。
若
憂
喜
胸
中
独
知
。
又
以
頂
謂
上
、
以
足
謂
下
、

以
胸
謂
中
。
自
然
任
運
、
現
量
如
是
。
又
世
人
云
、
胸
閉
胸
焦
〈
其
二
〉。
此
則
鳩
尾
骨
下
、
巨
闕
穴
上
、
彼
両
際
底
、
方
寸
肉
団
是
也
。
又
医
家

等
説
、
五
蔵
之
中
、
心
蔵
＊

其
色
赤
矣
。
神
住
其
中
〈
云
々
〉。
観
仏
三
昧
経
云
、
如
来
心
相
、
如
紅
蓮
花
。
妙
紫
金
光
、
以
為
間
錯
。
如
琉
璃
筒
懸

在
仏
胸
。
不
合
不
開
、
団
円
如
心
、
万
億
化
仏
、
遊
仏
心
間
〈
云
々
〉。
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［
書
き
下
し
］
今
ま
両
り
ょ
う

釈し
ゃ
くを

加く
わ

う
。
人
を
害が
い

す
る
時
、
若も

し
余よ

処し
ょ

を
判わ
か

て
ば
、
未
だ
必
ら
ず
し
も
即
ち
死
せ
ざ
る
に
、
若も

し
心
前
を
穿う
が

て
ば
、
乃
ち

速
や
か
に
滅
す
る
の
み
が
如
し
〈
其
の
一
〉。
憂う

喜き

の
若ご
と

き
は
、
胸
中
独ひ
と

り
知し

る
の
み
。
又
た
頂
を
以
っ
て
上
と
謂
い
、
足
を
以
っ
て
下
と
謂
い
、

胸
を
以
っ
て
中
と
謂
う
。
自じ

然ね
ん

任に
ん

運う
ん

な
る
こ
と
、現げ
ん

量り
ょ
うす

る
こ
と
是か
く

の
如
し
。
又
た
世せ

人に
ん

云い
わ

く
、「
胸
開
く
」「
胸
焦こ
が

る
」
と
〈
其
の
二
〉。
此こ

れ
則す
な
わち

、

鳩み
ぞ

尾お
ち

の
骨
の
下
、
巨こ

闕け
つ

の
穴あ
な

の
上
、
彼
の
両
際
の
底
、
方ほ
う

寸す
ん

の
肉に
く

団だ
ん

是こ

れ
な
り
。
又ま

た
医い

家け

等と
う

に
説と

く
、「
五
蔵
の
中
に
、
心
臓
＊

其そ

の
色
赤
な
り
。

神
も
其
の
中
に
住
す
〈
云
々
〉」
と
。『
観か

ん

仏ぶ
つ

三ざ
ん

昧ま
い

経き
ょ
う』
に
云い
わ

く
、「
如に
ょ

来ら
い

の
心し
ん

相そ
う

は
、紅
の
蓮
花
の
如
し
。
妙
な
る
紫し

金こ
ん

の
光
、以
っ
て
間け
ん

錯さ
く

を
為な

す
。

琉る

璃り

の
筒つ
つ

の
懸か

け
て
仏
の
胸
に
在
る
が
如
し
。
合
せ
ず
、
開
か
ず
、
団
円
心
の
如
く
、
万
億
の
化け

仏ぶ
つ

、
仏
心
の
間
に
遊
ぶ
〈
云
々
〉」
と
。

○
自
然
任
運
…
作
為
を
加
え
ず
自
ず
と
そ
う
で
あ
る
こ
と
。
○
鳩
尾
骨
下
、
巨
闕
穴
上
、
彼
両
際
底
、
方
寸
肉
団
是
也
…
［
補
１
］。
○
鳩
尾

…
み
ぞ
お
ち
。
○
方
寸
…
一
寸
（
約
三
㎝
）
四
方
。
○
医
家
等
説
、
五
蔵
之
中
心
蔵
其
色
赤
、
神
住
其
中
〈
云
々
〉
…
「
蔵
」
は
「
臓
」
の
略

字
［
補
２
］。
○
神
…
霊
魂
。
た
ま
し
い
。
○
観
仏
三
昧
経
〜
遊
仏
心
間
…
［
補
３
］。
○
観
仏
三
昧
経
…
東
晋
の
仏
駄
跋
陀
羅
（
三
五
九
〜

四
二
九
）
訳
『
観
仏
三
昧
海
経
』
の
こ
と
。
仏
の
相
好
を
観
ず
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
た
念
仏
三
昧
の
功
徳
が
記
さ
れ
る
。
○
紫
金
…
紫
磨

金
色
。
紫
色
を
帯
び
た
金
色
。
仏
の
身
体
を
い
う
。
○
間
錯
…
ま
じ
わ
る
。
い
り
ま
じ
る
。
○
琉
璃
…
青
色
の
宝
珠
。
こ
こ
で
は
、
ガ
ラ
ス
の

意
で
あ
ろ
う
か
。
○
団
円
…
ま
る
い
こ
と
。
○
化
仏
…
衆
生
教
化
の
た
め
に
仏
や
菩
薩
が
神
通
力
に
よ
り
衆
生
の
機
根
に
応
じ
た
姿
に
身
を
変

え
た
状
態
。

［
訳
］
今
二
つ
の
注
釈
を
加
え
る
。
た
と
え
ば
人
を
殺
害
す
る
時
、
も
し
〔
胸
先
以
外
〕
余
処
を
切
り
開
く
の
で
あ
れ
ば
、
必
ら
ず
し
も
す
ぐ
に
死

ぬ
わ
け
で
は
な
い
が
、
胸
先
を
穿
っ
た
な
ら
、
た
ち
ま
ち
死
ぬ
こ
と
に
な
る
〈
そ
の
一
〉。
あ
る
い
は
憂
い
や
喜
び
は
胸
中
に
独
り
知
る
。
ま
た
頂

を
上
と
謂
い
、
足
を
下
と
謂
い
、
胸
を
中
と
謂
う
。
こ
の
よ
う
に
自
ず
と
そ
う
で
あ
る
こ
と
は
、
直
接
知
覚
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
ま

た
世
人
は
言
う
、「
胸
開
く
」「
胸
焦
る
」
と
〈
そ
の
二
〉。
こ
れ
は
則
ち
、鳩
尾
（
み
ぞ
お
ち
）
の
骨
の
下
で
、大
き
く
開
い
て
い
る
穴
の
上
に
あ
り
、

〔
み
ぞ
お
ち
の
〕
両
際
の
底
に
あ
る
、
一
寸
（
約
三
セ
ン
チ
）
四
方
の
肉
団
（
心
臓
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
医
家
等
に
説
く
、「
五
蔵
の
中
、
心
蔵

の
色
は
赤
で
あ
る
。
霊
魂
も
そ
こ
に
宿
っ
て
い
る
〈
云
々
〉」
と
。『
観
仏
三
昧
経
』
に
言
わ
れ
る
、「
如
来
（
仏
）
の
心
の
す
が
た
は
、
紅
い
蓮
花

の
よ
う
で
あ
り
、
た
え
な
る
紫
金
の
光
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る
。
琉
璃
の
筒
が
仏
の
胸
の
と
こ
ろ
に
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
合
せ
ず
開
か

ず
、
丸
く
心
の
よ
う
で
あ
る
。
化
生
し
た
万
億
の
仏
は
、
仏
心
の
と
こ
ろ
を
行
き
来
し
て
い
る
〈
云
々
〉」
と
。
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れ
な
い
。

４
　
慈
恩
…
慈
恩
大
師
基
（
六
三
二
〜
六
八
二
）
の
こ
と
。
京
兆
府
長
安
の
尉
遅
氏
。
玄
奘
三
蔵
に
学
ぶ
。
大
慈
恩
寺
に
住
し
た
。『
成
唯
識
論
』

を
注
釈
し
て
『
成
唯
識
論
述
記
』『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
を
著
し
、『
瑜
伽
論
略
纂
』『
百
法
論
疏
』『
因
明
大
疏
』『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
を
は

じ
め
、
多
く
の
著
述
が
あ
る
。
慈
恩
大
師
と
尊
称
さ
れ
る
。

５
　
末
那
為
根
…
唐
・
遁
倫
集
撰
『
瑜
伽
論
記
』
巻
十
五
「
十
二
及
一
少
分
亦
是
能
取
者
、
謂
六
根
六
識
及
有
縁
法
界
。
後
明
助
伴
。
能
取
境
意
識
、

意
識
心
所
不
依
五
根
名
独
。
能
取
理
実
亦
仮
。
末
那
為
根
。
助
伴
方
取
。
六
明
界
繋
」（
大
正
蔵
四
二
・
六
五
六
ａ
）
と
あ
る
。

６
　
正
法
念
経
、
違
此
応
会
〈
云
云
〉
…
『
成
唯
識
論
』
巻
五
の
「
此
後
随
境
立
六
識
名
、
依
五
色
根
未
自
在
説
。
若
得
自
在
諸
根
互
用
、
一
根
発

識
縁
一
切
境
。
但
可
随
根
無
相
濫
失
」（
大
正
蔵
三
一
・
二
六
ａ
）
で
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
眼
識
な
ど
の
六
識
の
名
称
を
、
眼
根
な
ど
の
根
に

も
と
づ
い
て
名
づ
け
る
の
は
、
眼
根
な
ど
が
自
在
で
は
な
い
（
眼
根
で
は
色
境
し
か
見
ら
れ
な
い
）
状
態
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
修
行
が

進
ん
で
「
諸
根
互
用
」
す
な
わ
ち
眼
根
で
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
は
成
り
立
た
な
く
な
る
、
と
言
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
基
『
成
唯
識
論
述
記
』
巻
五
に
「
正
法
念
経
違
此
応
会
。
蛇
眼
聞
声
是
正
量
部
、
非
大
乗
義
。
大
乗
不
然
、
故
不
違
也
」（
大

正
蔵
四
三
・
四
一
七
ａ
）
と
あ
る
の
は
、『
正
法
念
処
経
』
に
、「
瞿
陀
尼
人
、
眼
識
聞
声
。
如
閻
浮
提
中
蛇
虺
之
類
、
眼
中
聞
声
。
瞿
陀
尼
人
。

亦
復
如
是
」（〔
須
弥
山
の
西
に
あ
る
〕
瞿
陀
尼
の
人
は
、
眼
識
が
声
を
聞
く
と
い
う
。
あ
た
か
も
閻
浮
提
に
い
る
蛇
虺
の
類
が
、
眼
中
に
声
を
聞

く
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）」
と
あ
る
こ
と
が
、『
成
唯
識
論
』
の
記
述
と
矛
盾
す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
会
通
し
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。
基
は
、
蛇
の

眼
根
が
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
は
正
量
部
の
説
で
あ
っ
て
大
乗
の
説
で
は
な
い
か
ら
、
矛
盾
は
な
い
、
と
会
通
し
て
い
る
。

７
　
資
中
、
以
相
如
蓮
花
䖝
食
人
心
為
現
量
得
…
既
出
。

８
　
資
中
…
唐
代
の
資
中
弘
沇
の
こ
と
。
既
出
。

⑮
［
原
文
］
今
加
両
釈
。
如
害
人
時
、
若
判
余
処
、
未
必
即
死
、
若
穿
心
前
、
乃
速
滅
耳
〈
其
一
〉。
若
憂
喜
胸
中
独
知
。
又
以
頂
謂
上
、
以
足
謂
下
、

以
胸
謂
中
。
自
然
任
運
、
現
量
如
是
。
又
世
人
云
、
胸
閉
胸
焦
〈
其
二
〉。
此
則
鳩
尾
骨
下
、
巨
闕
穴
上
、
彼
両
際
底
、
方
寸
肉
団
是
也
。
又
医
家

等
説
、
五
蔵
之
中
、
心
蔵
＊

其
色
赤
矣
。
神
住
其
中
〈
云
々
〉。
観
仏
三
昧
経
云
、
如
来
心
相
、
如
紅
蓮
花
。
妙
紫
金
光
、
以
為
間
錯
。
如
琉
璃
筒
懸

在
仏
胸
。
不
合
不
開
、
団
円
如
心
、
万
億
化
仏
、
遊
仏
心
間
〈
云
々
〉。
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達
磨
宗
・
仏
地
房
覚
晏
『
心
根
決
疑
章
』
訓
註
（
上
）（
舘
）

一
五
六

一
五
六
頁

［
三
校
］

　駒
澤
大
學

　佛
教
學
部
論
集

　第
52
號

［
補
注
］

１
　
鳩
尾
骨
下
、
巨
闕
穴
上
、
彼
両
際
底
、
方
寸
肉
団
是
也
…
浄
土
宗
の
良
栄
（
理
本
、
？
〜
一
四
二
八
）『
般
舟
讃
私
記
見
聞
』
に
「
○
心
所
託
者
、

五
蔵
中
心
蔵
、
第
六
意
識
居
住
。
故
心
根
决
疑
章
仏
地
房
云
、
鳩
尾
下
虚
空
上
、
有
方
寸
肉
団
。
此
色
法
意
根
也
已
上
」（
浄
全
・
七
七
三
）
と

し
て
引
か
れ
る
。

２
　
医
家
等
説
、
五
蔵
之
中
心
蔵
其
色
赤
、
神
住
其
中
〈
云
々
〉
…
『
黄
帝
内
経
』『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
巻
八
「
五
味
第
五
十
六
」
に
「
心
色
赤
」

と
あ
る
。
ま
た
、『
太
平
御
覧
』
巻
三
百
六
十
に
「
韓
詩
外
伝
曰
、
惟
天
命
本
人
情
人
有
五
蔵
六
府
。
何
謂
五
蔵
、
情
蔵
於
腎
、
神
蔵
於
心
、
魂

蔵
於
肝
、
魄
蔵
於
肺
、
志
蔵
於
脾
」
と
あ
る
。

３
　
観
仏
三
昧
経
〜
遊
仏
心
間
…
『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
四
「
観
相
品
」「
如
来
心
者
如
紅
蓮
華
、
金
華
映
蔽
、
妙
紫
金
光
以
為
間
錯
、
妙
琉

璃
筒
懸
在
仏
胸
、見
仏
身
内
万
億
化
仏
、是
諸
化
仏
遊
仏
心
間
」（
大
正
蔵
一
五
・
六
六
五
ｂ
〜
ｃ
）
と
、『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』
巻
四
「
観
相
品
」

「
爾
時
、
如
来
入
解
脱
相
三
昧
。
令
父
王
見
、
如
琉
璃
窟
、
成
真
金
像
、
真
金
像
内
。
於
仏
胸
中
、
如
琉
璃
筒
、
従
仏
咽
喉
下
、
見
如
来
心
、
如

紅
蓮
華
。
金
華
映
飾
、
紅
華
金
光
。
不
開
不
合
、
団
円
如
心
」（
大
正
蔵
一
五
・
六
六
八
ａ
）
の
二
つ
の
文
章
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
。『
往
生
要
集
』

巻
中
「
如
来
心
相
如
紅
蓮
華
、
妙
紫
金
光
以
為
間
錯
、
如
瑠
璃
筒
、
懸
在
仏
胸
、
不
合
不
開
、
団
円
如
心
。
万
億
化
仏
、
遊
仏
心
間
」（
大
正
蔵

八
四
・
五
四
ｃ
）
と
あ
る
の
も
参
考
に
な
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
仏
地
房
覚
晏
、
心
根
決
疑
章
、
達
磨
宗
、
孤
雲
懐
奘
、
首
楞
厳
経
、
唯
識
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